
第 3 章 明治期の穂波地方と高間との関係

第 1 節 明治前期（ 2 a 年まで｝における璃波地方の富山県経済陀占める位置

1 項明治 1 6 年、富山県分県の事情

明治時代の嘱波地方と高岡・伏木との関係を追求するにあたっては、その前提として、まず、明

治 1 6 年における、富山県の石川県からの分離の事情を検討することカ1必要である。なんとなれば

明治 1 6 年のこの分県は、政治・行政上の理由によるものであることはもちろんであるが、その根

底には経済的の理由があり、このうち、碑波地方と高岡・伏木が大きな位置を占めているからであ

る。

明治元年以来の、越中の行政広画は、めまぐるしく変遷している。

（注〉この点については、城宝教授の論文にくわしい（城宝正治「北陸行政圏の改変とその沿草地

図j 、富大経済論集、第4 巻第2号所支）。いまは、その点に深く立ち入らないで、ただ、明治

16年分県の直接の推移と事情のみを櫛守しよう。この事情については、『富山県政史』第2 巻、

第4 巻にくわしい。以下『県政史』を中心としながら、その他に『越中史料』第4ま『高岡史

料』下、『小杉町史』、『城端可史』などを参考にしながら、その要点をのべよう。

元来、越中一円のうち、幕藩時代には、砺波積場水郡の全体と、新川郡の大部分は、加賀百万石

の領下に所属し、富山県 1 0 万石の領下に所属していたのは、婦負郡と新川郡の一部分にすぎなか

った。この幕調時代以来の長い伝統のゆえに、両者は、政治、経済的に鋭く対立し、文化的また感

情的にも、根深い対立意識があ・った。その点は、現在においても、おなじく富山県内でありながら

も、呉羽山をはさんで、呉東と呉西の異和感と対立意識のしこりは、いまだに根強く残っていると

いってよい。

明治1 6 年に、この対立意識と異和感の根強い、旧百万石領下と！日十万石領下が、続ーして一つ

の富山県として、石川県から分離したのである。越中一円が、このように、明治1 6 年に、その全

領域をあわせて、富山県として分離するのであるが、明治時代に入ってから、 1 6 年ま・での時期に

おいても、明治4年 1 1 月 2 0 日の新川県設置まTは、旧百万石領下』士、金沢県に所属し、旧十万

石領下は宮山県（第 1 次）に所属し、幕藩時代以来の分割統治の伝統カミヲ i継れていたe 越中一円が

新川県として一県の所属となるのは、明治5年9 月 2 7 日以来のことであるが、明治？年4 月 1 8 

日には、．また、この新川県は石川県に併合され、それ以後、明治 1 6年の分県にまでおよぶのであ

る。

この分県のために、明治 1 5.年夏、越中国内の町村の有志代表 5 0 余名が富山で会合むて、分県
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決議をおこなっている。この有志代表5 0 余名は全越中を代表する人たちであったが、その中では

伏木の藤井能三、隣波の島田孝之、下新川の米沢紋三郎、聞す惟昌、富山の入江直友、高岡の堀二

作らが中心人物であった。このうち分権運動の委員長に米沢紋三郎、国E委員長に入江直友を決定し

陳情文をもって、上京している。このように、旧百万石領下と旧十万石領下の両地域をあわせて、

富山県として、石川県から分離したのは、地理的、地域的には、当然のこと 1といえるが、その経済

上の理由についてはどうか。

越中選出の県会議員たちは、明治 1 5 年の石川県会において、県当局や加賀、能登選出の議員た

ちと、激しくわたりあっている。越中間の主張を整理すれば、つぎの三尽に要約しうる。第 1 には、

石川県当局の土木費計上の中心β込官公害・学校（金沢法理学校設立問題）の再築および道路傍策

におかれていたのにたいして、越中側は、越中の河川の洪水、氾濫をふせぐための河川修築の必要

を力説した。つまり、県当局は、石川県全体を、明治政府の中央集権的政策の枠の中にいかに組込

んて。いくかということが中心であったのにたいして、越中側は、越中独自の地方的利害を中心とし

たのであり、これは根本的な対立であった。第2 は、越中側は、伏木港対策の重視を主張したので

あη、との点も、県当局、また加賀、能登の立場とは根本的に対立するものであった。第五点とし

て考1とられるのは、1、 2 の点ほど表面立った論争はみられない力込ある意味では、ヘ 2 に劣ら

ぬ主要問題であり、富山県分県広あたって、高岡側の態度決定にとって、致命的な重さをもっ問題

であった。それは、明治初年以来、高岡が米穀取引所の高岡における設置を何回も申請したことに

たいして、そのつどい、県当局によって許可されなかったこと。これは高岡商人にとっては、耐え

がたい事実であり、そのことが、高岡側の分県運動にたいする熱意を倍加したことは見逃すととの

できないことで忘る。

以上の三長からして、走豊中一円が、石川県から分離することに意見の一致をみて、続→的な分県

運動をつづけたのである。この三点のうち、第.1 の河川修築という点は、越中全体としての、共通

する要求事項であり、；その点均石川県から分離するということについては、越中内部における利害

の対立はない。ところが、第2 の伏木港対策の重視と、第3 の高岡米穀取引所設置問題は、呉東地

方にt士、直接に関係のないことであり、橋波および射水を背景としての、高岡、伏木の問題であJ っ

た6 この高問、伏木の致命的な利害関係において、加賀、能登と対立したのであり、ここに、！日百

万石領下にあり、それゆえに旧十万石領下U士、利害や感情の対立意識の根強かった、高問、伏木

凡呉東地方とともに、分県運動？と積輝句に参加した根拠があったg もしも、高問、伏木ρ経清的

要求が、石川県当局によって、好意的に容認されていたならば、明治 1 6 年の分県は違った形をと

っていたかもしれない。とにかく、呉西、呉東の対立意識が根強かったから、両者を統ーしての分
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県運動をもり上げるには、その間に複雑な事情ややりとりがあったと思われ号。そのことを示す－

{71］として、『堀ご作伝』にある次の叙述は興味深い。入善の米沢被三郎と高岡の堀二作の話合いに

おいて、 「分県の暁には、富山と高岡は－ -－一一挙県一致の歩調をとるためには、県庁の位置は

宮山とし、高岡は商工業地の立脚点から、米穀取引所その他の商業機関は、高岡に譲らしむること

の交換条件で、妥協を遂げたJ とある。この妥協策にみられるごとく、高岡側としては、県庁の位

置を富山とするこ之で、行政上の中心は富山に譲るが、こと経済の点では、あ〈までも高岡が中心

というのが、一貫じた考え方である。この知県のときにおける、両者の役割分担の考え方が、，それ

以後の県経済発展において、微妙な尾を引くということ？となる。すなわち、県経済発展の過程で、

宮山の方が、商工業の発展において、高岡の位置に迫まり、両者の役割分担に変化が生じた場合、

この点が問題となってくるのである。

（注〉 ζの分県の事情については、この他にいくつかの興味深い問題があるが、さしあたっては、

次の点のみを指摘しておく。富山県の分県をめざして、熱烈な分県運動がもり上り、上述のどと

く、明治 1 5 年に分県の決議をして、決議文をもって上京陳情している。しかし、との分県にあ

たって、決定的なカとなったのは、明治 1 5 年の 5 ～5 月の石川県通常県会から引継ぎ、同年7

~ 1 2 月の継続通常県会における、県当局と越中償j議員たちとの激烈な対立、抗争である。との

県会中に、越中側の議員、稲垣示（富山県白由党の第一人者であり、改進党の島田孝之とともに

明治時代の、県政界における二大政治家の一人3 は、はげしく千現県令を攻撃したので』それが

官吏侮博罪であるとして、警察署に拘引され、実刑を科せられ、議員を除名されるという、稀有

の事件がおこった。この事件は、全国的反響をよび、中央においては、東京府会議員等は、事件

を重視し、田口卯官、鳩山和夫、島田三郎等は、稲垣示擁護のために、積極的に働き、かくして

全国的な大事件にまで発展した。この田口、鳩山、島田等の動きにたいして』瞥視庁ば事態の発

展をおそれ、彼等の活動の禁止を申渡した。このように、石川県議会、会議中、における稲垣示の

拘引事件が、全国的な大問題となったことが、翌 1 6年の分県の実現にi とって、決定的な影響を

あたえていることが考えられる。また、この 1 .6 年において、石川県令は、千坂高雅から岩村高

俊にかわっているのである。

2項明治前期の富山県経済における磁波地方の位置

1 項でのベたどとし明治 1 6 年に、富山県は石川県から分県L－.＿.，それ以後ν行政匹画は現在に

いたっているのであるカ、当時民おける、璃波地方の県経済に占める位置はいかなるものであった

か。その点の検討にはいる前に、明治5年における、県の農業以外の生産の大綱をしめしている貴
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重な数字があるので、まずその点にふれよう。

『越中史料 j巻四にはれ号もの管理に係る諸般の事項を大蔵省、に上申J する上申書にみえる「明治

5年、新Jll県より、大蔵省御調理に付審上j のうちに、 「諸産物一ヶ年出来高大綱見込J がでてい

る。それを抜書しよう。

「新JI I郡

1 、白木綿 1 0 0 方反計

1 、石灰 7 8 万 5 5 0 0 賞日計

に砂干鰯 2 0 万俵計

人売薬 旅額共 1 1 3 7 人

1 、煙草 1 0 万府十

ヘ生糸 5 0 貫目計

再建波郡

1 、絹 3万 1 9 6 疋計

1 、紬縞 1 3 9 6 疋計

1 、木綿縞 2万 2 0 5 9 疋計

九布縮縞 1 万 5 2 1 9 疋計

九布 3万 6 0 4 7 疋計

人蚊帳布 1 0 2 0 疋計

1 、麻苧 但目形
3 5 3 9 和3U計ロ I 50 0 呂→包

ヘ苧粕 3 7 万粕計

1 、石灰 8 8 万 5 0 9 4 貫目計

九合羽祇 4 0 2 4 貫目計

1 、傘紙 1 0 6 4 貫日計

1 、中折紙 1 万 4 9 9 0 丸計

1 、蓑 1 7 1 5 梼十

1 、枝柿 3 5 万計

1 、菅笠 1 2 2 万 0 8 0 B翠十

1 、和田煙車入 2 万2 0 0 0 計

人生糸 5 5 0 2 把計
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但、福光村一今石勤町、福光新町、井関町、五ケ山元両組北川村等、久利徹す等出来、

内、 3 3 8 7 把計 地払

2 1 1 8 把計 他管下払

人真綿 4 1 2 貫 73 0 目計

但、福う昨す、井波町、北川村等4 ケ村

内、 1 8. 0 貫5 0 0 日計他管下払

2 3 0 貫 2 3 0 目計地払

婦負郡

1 、紙 凡見図難相立

人石灰 向上

1 、売薬 2 3 3 3 人計

1 ....生糸 九見図難相立

1 、茶 同上

右書面之通侯也J ( 4 5 ~ 4 8 頁〉

この「諸産物一ヶ年出来高大綱見込J の数字が、どの程度に、当時の鶏皇を忠実につたえている

かは、問題であるとしても、少くとも、この数字から各郡の県経済に占める位置づけは、十分にう

かがえるだろう。

すなわち嘱波郡は、新J 11 、婦負の両郡に比較して、諸産物出来高の多様性において、圧倒的な優

位にあることがしられる。婦負郡の場合は、農業を別にしていえば、売薬行商以外には、他にほと

んど見るべき産業はなく、婦負郡は、璃波郡との比較においてはもちろんのこと、新川郡と比較し

てきえ、まったく問題になちなJい、産業上の食寒な地方である。つぎに、願波郡と新川郡を比較す

ればどうか。たし肘乙、新川郡には‘碩波郡に存在しない売薬行商、砂干鰯、煙草をもっているし、

また魚津近辺の白ァ同渇において、新川郡は著名であった。しかし瞬波郡は、織物業におL、て、ただ

白木綿の生産をもたないとしても、生糸、真綿、絹、麻、木綿という多種多様な生産を誇り、また

紙、菅生、蓑等は碕波の特産物であり、全体として、瞬波郡は、新川郡に比して、圧倒的な優位に

立っていたとみてきしっかえない。つまり、明治初期の稿波郡は、農業以外の産業においても、県

経済で圧倒的な多様性と豊かな生産をしめしていたのである。
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石川県から、分県した明治 1 6 年の時点における、璃波の、県経済に占める位置づけはどうか。

『宮山県統計書幻士、分県の翌年、 1 7 年の分から全部そろっでおり、その点、県経済分析上で貴

重な資料である。以下、明治 1 7 年『富山県統計書』から、農、工、商の情況を検討しよう。

まず、農業生産について、

第 T 表によれば、明治 1 7 年において、調波郡は、農家戸数は 3 2.8 7 5 戸で、これは全県の農

家芦数の 3 2.7 需である。米（梗米）の収獲高は、 3 5 万石で、これは全県の 8 7 万石の 4 0. 5 需

第 3-1 表 明治 1 7 年、農家戸数、米の収穫高、植付段別
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上新川郡

下新川郡

（両新 JI［郡）

婦負郡

射水郡
1 9,8 2 1 
(1 虫7 ) 

3 2,8 7 5 
( 3 2.7) 

100,752 
(100.0) 

1 0 0,4 5 6 

波郡

A 
0 計

明治 1 6 年合計

1 8 矢122
( 2 1.8) 

6,8 85 524 1 3,5 65 
(20.1) 

1 矢 314
c2 a6) 
4 ス 513
( 1 0 o.o) 
6 ス 733 4,5 8 4 

2 2,4 49 1,3 2 0 3 5 3,2 8 3 
( 4 0.5) 

870,138 
(100.0) 

丸20 2,3 20 

4 司 545 4,6 4 8 

7 0,6 0 2 

（明治 1 7 年『宮山県統計書 j より作成）

である。この梗米の作付反別は、 f 万8 千町歩であれこれは、全県のる万8 千町歩の 2 8. 6 需に

あたる。以上の数字から、瞬、波郡は、全県下の寝米収穫高の 4 割を占めているわけであるが、しか

も、この 4 割の収獲高を、農家戸数では県下農家戸数の土で、また全県下の作付反別の 5 害ljにみた
3

ない作付反号！！であけ’ていることがわかる。このととは、顕波郡はよ全県下において、第 1 に、収獲

高の比率において圧傍的な大きさをもっているごと、しかも、第2 にt士、この大きな収獲量カ込商

い反当収量でもってなされていることを、示している。この収獲量の絶対的大きさと、同時に高い
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反当収量の、二つの点において、穂波郡が幕韓王子代以来、加賀百万石の穀倉として著名であったゆ

えんをみることができるのである。その点を、他の郡との比較において、検討してみよう。

いま、上、下の両新川郡を、顕波郡との比較のために、両者をあわせて、新川郡として計算すれ

ば、つぎのとおりである。すなわち、農家戸数は全県の 3 7 %、梗米の収獲高は 2 7 胃、作付反別

では 4 0. 7 需である。したがって、「新JI I郡は、農家戸数と作付反別では、碩波郡をこす大きな比率

をもちながら逆に収獲高の比率においては、瞬波郡よりも格段に劣る収獲しかあげていないので、あ

る。つまり、このことは、新川郡の反当収量のはなはだしい低水準を物語っている。

射水郡と踊波郡を比較すればどうか。

射水郡t士、農家戸数は全県の20 弱、勝校の収獲高では 2 1. 8 胃、作付反別では 2 0 罪である。し

たがって、射水郡は、収獲量において嘱波郡の半分であり、また反当収量も低いことがわかる。た

だ、射水郡の反当収量は、嘱波郡に比較すれば低いカ＇－.上述め新川郡よりは高い水準であることは

注意されねばならない。

婦負郡と璃波郡を比較すればどうか。

婦負郡は、農家戸数、収獲量、作付反別のいずれにおいても、全県下の 1 割である。したがって

その収獲量噸榔のをで別、かつ反当摘もはるかに劣るわけである。ただ婦負郡の度当収量

の水準は、射水郡と同じ水準であり、その点可璃波郡よりは劣るが、新川郡よりも高水準にあるこ

とは、射水郡の場合と同様である。

こうして碩波郡は、県下の他の新Jll、射水、婦負の各都に比較するとき、明治 1 7 年において、

米作では、圧倒的な優位にたっている

位置を占めていることがわかるのである。

工業生産についてはどうか。

同じく明治 1 7 ~三『県統計書』にでている、工業生産の数字は、第2 表のごとくである。第2 表

における、各郡の位置っ・けをみれば、つぎのごとくである。躍波郡は、麻布、絹布、苧給、管笠に

おいて、両新川郡は、木綿において、射水郡は、銅、鉄器、漆器、苧粕において、また氷見郡は畳

表において、それぞれめだっている。とのうち射水郡の場合は、その特産物の銅、鉄器、漆器の生

産は、全く高岡市街の生産によるものであり、ーとの高岡市衝をのぞいてみれば、射水郡の特産物は

苧粕のみとなる。その点をふまえて、各郡それぞれの特産物を検討してみると、嘱波郡は、その種

類の多様性において優れる。その意味で、高問、富山または魚種の市街地をのぞいて、郡別の比較

でいえば、璃波郡は、もっとも多様な工業生産をもっ地帯と称してきしっかえない。この第 2表に

みちれる、明治 1 6 、 1 7 年の有様は、上述の明治5 年の［昔物産一ヶ年出来高大綱j に示された
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第 3 -2 表

製造及製造高 製作及製作人員
種類郡 名 1

日塑竺！~竺上里日竺明治7 :,:2年Fl 鵬1 6 年一一一一一一一一一一一 一一一

木綿上新 JI! 1 5 4,5 6 If. 引 47人 537'5人

下 新 ’ j !I 1 6 1, 1 1 0 3 8 4,8 4 2 2,6 4 9 2 3,5 9 2 

再掲富山市街 3 4,o ei o 7 句 5 (}Q 2,2 0 0 2,565 

魚津市街 5 5,0 0 0 1 ヰ 0 0 () 1 0,8 5 0 12,60tl 

麻布 嘱 波 5 常 147 1 ミ090 1 1, 1 9 2 1.s,142 

絹布 璃 波 2 3,100 3 7,0 0 (J< 530 770 

銅器 射 水 9 6,0 0 if3 2 0 4,0 0 if3 1,0 0 0 1,5 0 0 

再掲高岡市街 9 6,0 0 0 204000 1,0 0 0 1,50 0 

鉄器～射 水 1 5,0 !Hl 36,000 400 s.no同

再掲高岡市街 1 5,0 0 0 3.:&;00 0 400 500 

漆器 下 新 787 900 37 4β 

射 水 3 2,5 0 0 40400 210 230 

璃 波 200 .500 3 5 

再掲魚津市街 787 9 cro 37 40 

高岡市街 4 0,4.-00 210 230 

畳表 射 水 1 1,0 o a束 37,5oo*1 500 700 

苧給 射 水 8,4 0 0 2 2,0 GO 4,00 0 2 8,0 0 0 

嘱 波 994 3,1 &>2 4,00 0 8,0 0σ 

縫針 射 7.k ム000
護軍

1 2,0-0 I 1 1 0 160 

再掲氷見市街 6,0 0 0 1 2,0 0 0 11 0 160 

管笠 確 波 10.625* 再552本 6,100 。400

（『富山県鯖十書』明治 1 7 年より）

場合とほぼ同様であり、したがって明治初年以来、明治前期をつうじて、璃波地方は、県::fでもっ

左も多様な工業生産を誇る先齢世帯であったといえる。

つぎに、以上の明治1 6 、 1 7 年の時点における、嘱波郡の愛、工業の県経済に占める位置を、

伏木港を経由する商品務樋の側面から検討してみよう。
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まず、伏木港の東岩瀬港との対比でみた、輸出入物品の価額は第5 表のどとくである。富山県の

港のうち、著名なものは、伏木、東岩瀬、魚津であり、『県統計書』明治 1 7 年には、輸出入の総

第3 -3 表 著名港樟輸出入物品の元価

輸出入‘ 年次
一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一

1 7 年
総額

1 6 年

1 7 年
輸 出

1. 6 年 2;3 る 2,107 237,200 10.0 1.0 

.1 '7年 9 81,5 2 0 409,353 2.4 1.0 
輸

t 6 年 1,48}i,3 0 5 2 9 3,83 2 5.0 6 1.0 

（『富山県統計書』明治 1 7 年より｝

額のところには、前＝者だけが出ている。魚津港は伏湘乙比較すればまったく問題にならず、東岩

瀬港と比較しても、その輸出入物品の価額は劣る。第 3表について、伏木と東岩瀬の両港を比較し

よう。 1 6 年 1 7 年の両年について、年次によって各港の扱う価額が変動しているから、両者の対

比を確定的な比率で表わせないが、輸出入のいずれについても、伏木港は東岩瀬港に比して5 ～6

倍の物品価額の扱量をしていたとみてよい。つぎに両港のおのおのについて、輸出入の比較をみれ

ば、伏木潜では、 1 6 年 1 7 年ともに、輸出の価額ヵ、輸入の価額を大きく上回っているのにたい

して、東岩瀬港では、逆に輸入の方が上回っている点で、両港は対照的である。こうして伏木港は

東岩瀬港に比較して、輸出入の価額のいずれにおいても比較にならぬぐらいの額の取扱いをしてい

るのである杭この伏オ識は、璃波、射水の両郡、とくに璃波郡を背景として、その経済のための

物資の輸出足にあたっていたのである。

つぎに、両港および魚津港の輸出入商品の内訳を梯守しよう。

上述のように、伏木港は‘県内随一の圧倒的な比率の輸出入商品を取扱う港であるカミ、取扱商品

の内訳は、第4表のごとくである。輸出品目についていえば、上位 1 0 品目のうちで、とくに米は

輸出価額の圧倒的比率を占めていることがわかる。すなわち、 1 6 年では、総論出価額の 6 5. 4 % 

1 7 特は、 7 5. 5 需である6 つまり、米の輸出のみで、総輸出の？ないし、 L
るのである。iζの米にたいして、 1 6 年の第2位にある鋒構器は、比率にして、 5.2 6 %.、 1 7 年
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第 5 -4表 伏木港、輸出入品目 （上位、 1 0 品目のみ、他は省略）

一

τ
J
U

石
初
梱
日
開
相
M

梱
時
相
月
梱
月
梱
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♂
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『富山県鱒十書』明治 1 7 年より。（ ）内は、総額にたいする %0

の第2位にある売薬は 6.6 %にすぎない。また、東岩瀬と比較した場合、伏木港は、輸出入のいず

れにおいても、東岩瀬港を大き〈上回唖ていたのであるが、そのうち、とくに輸出においては..16 

2 5 
年tc: ~；！： 1 0 倍、 1 7 年には 7倍の輸出儲買の取扱いであった杭この伏木港の輸出のgないしZは

米のみの輸出価額で占めているわけであるから、いかにその占める位置の重要であるかがわかる。

つぎに、伏木港の輸入品目の上位 1 0 品目のうちでは、 1 6 年、 1 7 4存をつうじて‘第t位は、

緋ーなど杷助である。第 2 、 5位については、 1 6 年は薬種、唐総. 1 7 年は材木類、和洋反物類と

なっている。その比率は、 1 6 年の薬種は 6.7 %、唐認は 4.8 %て§あり、 1 7 年の材木類は 1 2. 2 

%、和洋反物類は 1 1. 8 %となっている。これら上位 3 品目の 1 6 年、 1 7 年の数字からして、緋

など聴防ft..両年をつうじて第 1 位で、しかもそれのみで総輸入額の 2 割ないし 4 割を占めている

一均一



のに、第2第 3 位は年次によって異なり、しかも、それらの占める比率は、 1 6 年には 1 割以下、

1 7 年にも、 1 言語を若干上回る比率にすぎない。こうして輸入品目においても、米作のための鯨な

ど肥料の占める比率の大きいことがわかる。ただ、輸出品目第 1 位である米の輸出総額に占め話5

%~7 6 %という庄僚的な比率に比較すれば、輸入品目の場合は、同じぐ第1 位を占め、高い比率

でありながらも、肥料の位置は低いといえる。それは、ともかくlとして、この明治 1 6 年、 1 7 ~j­

の時点において、輸出入品目の第 1 位しかも圧倒肋な比率を占める品目が、輸出品目の米之、輸入

品目として、米作のための緋など肥物であることは、十分注意されねばならない。

つぎに、東岩瀬、魚津両港について、輸出ス品目の内訳をみよう。

東岩瀬潜については、輸出品目で『県統計書』に記載きれているのは、 5 品目にすぎない（なお

輸出 5 品目の合計と、第5 表の数字とはあわないので、さしあたり、比率は、第3表の計にたいす

る比率をとった）。明治 1 6 年、 1 7 年の両年をつうじて、米は第 1 位であり、しかもその比率は、

第3-5表 東岩瀬港、輸出入品目 （『富山県統計書』より〉

輸 出 輸 入

品目 ヌじ 価 数 量 品’幽目 フE 価 数 量

1 7 年

H協；漁6. 1官自
1 7 年 1 6年 1 7 年 1 金主 1 7.年 1 6壬豆

203, scfo1 石 32,00石0 12,oolfl 24, ooifl 4町若 東
米 (85. 7知 50, 000 僻 。7. 6＇知 （＆市） 200, 0,00 

売薬
26, 250 24,000 24, 000 梱 2 19, 和洋 87, 165 （~： 000 玉三 s長 130fm 
(10. s脅 。 0. 1知 反物 α1. 3'渇 1勃

茶 一 l!: ~羽00 一 ι襲 薬種
11, i25 32,000 三 27~を 1 ooJｫl α．嫡 (10. 鴨

綿花
50,630 〆 2,1of

一 。 7. 3'殉 一

食塩
13,752 

17, 500 28, 16俵8 5与 400俵
(3. 36＇知

〈但し、輸出品目については、『県鯖十書』記載のとおりであるが、輸入品目は、上位5品目の

みとした。なお、輸出入の合計は、第3 表の数字とはあわないが、そのままのせておく。〉
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量 I目片九ァh
~ー；可鱗l~；引三~4;「

-J日ん叩到恐喝I 12. 69; 115. oo: 

~7ti＋－~ 和綿花

輸出入品目

生魚 -I ~~o~：ぉ
十九九日向， ~＇ MMM  I I 反

士 2s,830 136, ooo I ..白 nnn I Ann nn門
, J (flt 0%) ( 44. ff刃い’…vv i 吋山 vuv

出

数

魚津港、

回
一一斗

i 1 7 年

j1()7,8羽二両
｜何時Q Iα4.6%) 

価

1 6 年

輸

第 3 -6 表

米

最鳥

品

食

（輸出入品目は、『県統計書』の記載のとおり。）

1 6 年は 6 ふ 1 ヲ5、 1 7 年は 8 5. 7 需となっている。

第2 伎は、両年をつうじて売薬であり、これは、両年とも総輸出額の 1 割である。第5位は、明治

1 6 年は茶で、比率は 4. 4 6 %であるが、茶の 1 7 年の輸出額はでていない。つまり、東岩瀬の場

合も、その輸出品目の圧倒的な比率を占めるのは米であり、第2位としては売薬があるわけである。

ところが東糊港の米の輸出額は、伏木港のそれに比較すれば、明治 1 6 年治、 1 7 年ではおこ

すぎない。つまり河港の輸出は、いずれも、米の輸出にたよっていながらも、輸出の絶対量におい

ては、東岩瀬港は、まったく問題にならぬほどの量なのである。

東岩瀬港の輸入品目の内訳についてはどうか。第5 表で、上位5 品目をみれば、明治 1 6 年には

第 1 位綿花、第2位薬種、第3 位韓、笹田鮮、第5 位食塩であり、 1 7 年には、第1 位和洋反物、

第 2位鮮、第3位食塩、第4位薬種となっている。 1 7 年での比率は、第 1 位の未成羊反物は 2 1. 3 

%であり、第2位の鮮は1 7. 6 %、第5伎の食塩は 3. 3 6 努とけたちがいにイ尽くなっている。 1 6 

年については、第 1 位の綿花は 1 7. 3 %、第 2伎の薬種は 1 0. 9 需、第 3位の緋は 8. 7 %の比率と

なっている。つまり、輸入品については、輸出品における米の場合のごとく、圧倒的な比率をもっ

商品はなく‘ 1 7 年の和洋反物、 1 6‘年の綿花にしても 2割前後の比率にすぎないし、しかも、 16
&f'-努 1 位の綿花も 1 7 年には輸入品目にはあがっていないようなありさまである。こうみてくると

この鱗輸入品目て最も安定した上位の品目は、米作のための把料としての緋ということになる人
守2 ー



にしても‘伏木港の場合のように、 1 6 年 1 7 年をつうじて、第 1 位ではない

のは注意すべきことである ι づまり、東岩瀬港の輸入品目のうち、米作の肥料となる緋は、

最重要品目である点でギ伏木港とかわらないが、ここでは、輸入超過である点にもみられるように

輸入品目では、鯨tこ劣らぬ重要な品目があることから、緋が両年次とも第 1 位にはなっていないの

である。

次に；魚津港の場合をみよう。

明治1 6 年の輸出品目の第 1 位は、第 6 表によれば、綿布（ 44.8% ）、第 2 位は生魚（ 3 0. 6 

哲人第3位は米（ 2 4.ι% ）となっており、 1 1 年は努 1 位、米（ 7 虫 0 努）、第 2 位、綿布（

2 1. 0 需〉とな司ている。この両年次を比較すれば、 1 6 年ではラ1その輸出額は、綿布、生魚？とつい

で第五位となってし＼るのにたいして、 1 7 年では、生魚の輸出額はなく、第1 位米、第2位綿布と

なっており、両年次で、はなはだ異なった様相をみせている。この明治 1 6 年の魚津港の輸出の様

相は、上に検討した、伏木、東岩瀬の両港の場合と異なったものであり、魚津港の背景をなしてい

る新川地方の産業上の特質に対応するものであるといってよい。ただ、 1 7 年になると、この輸出

品目の順位は一変し、米が第 1 位に擢進し、しかもその比率は 8 割となり、この圧倒的な比率は、

伏木、東岩瀬両港の場合と同様である。ただ、この 1 7 年においても、魚津構の特徴点は、魚沼近

辺の特産物として著名な綿布の輸出が第2位で、しかも、この比率が2寄！と、相当大きな割合を占

めていることである。こうした点から、 1 7 年においても、魚津港の特徴のでているのがみられる。

魚津港の輸入品目の内訳については、 1 7 年には、第 1 位、綿花（ 50.4% ）、第2位、鱗（ 3 

4.0% ）、第 5位、和綿花（ 15.6% ）となっており、 1 6 年は、第 1 位、綿花（ 6 7. 6 需 λ 第

2位、食塩（2 4.0 % ）、第3 位、笹田緋（ 8. 4 需〉となっている。この両年次の輸入品目からみる

と、魚津港では、伏木、東岩瀬の両港と異なって、米作の把料のための僻の占める位置は、いずれ

も第2位で、ここでの圧倒的な比率を占めるのは、綿t拠物の原料である綿花守ある。

以上、魚津港の輸出入品目の全体をつうじていえるのは、ここでは、米の輸出と鮮の輸入は、伏

木、東岩瀬の両港のような、圧倒的比率を占めていないで、綿布の輸出と、綿布の原料たる綿花の

翰入が、最重要な位置を市めていることである。しかし、魚津港における、綿布の輸出と綿花の輸

入の第 1 位の位置づけということから、魚津港の背後地の新川地方ヵ、伏木港の背後地である嘱波

地方よりも工業生産において進んでいるとすることはできない。それは、すでに検討した、明治5

年、明治 1 6 、 1 7 年の時点での農工業の分析の結果からしても、それはいえないのであるし、ま

た、輸出入品目の価額からしてもそうである。まず第 1 ~；と、魚津港の輸出入の価額の絶対最自体が

伏木の場合と比較して、まったく問題にならない。明治1 6 年の伏木港の輸出額は、魚津浩fl)?. 8倍
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1 7 年では、 1 3; 4 倍であり、輸ス額は、 1 6 年で 1 1 倍、 1 7 年で 1 1 倍である。らつまりも伏木

港の貿易額は、輸出入のいずれにおいても、魚津港の大体 1 0 倍の規模なのである。つぎに綿布輸

出についての両港の此識をしよう。

明治1 6 年の魚津港の綿布輸出額は 1 3 万 6 千円であり、これは、同港の総輸出額の 4 4~8 %で

あるカ、伏木港の縞布輸出額は 5 万2 千円であり、これは開港の総輸出額にたいしてただの 2 需に

すぎない。明治 1 7 年については、魚津港の綿布輸出額は 2 万？千円で、これは 2 1 需の比率であ

るが、伏木港の綿布輸出額は 4万9 千円であり 2.7 %にすぎない。つまり、魚津港にとっては、決

定的な位置を占める綿布輸出額も、伏木港にとっては、まったく小さな比率にすぎないということ

であり、それほどに伏木港は、魚津港に比して、輸出品目の種類と数量が多いということである。

伏木港の場合、この多様な輸出品目のうちで、米の輸出額が圧倒的な比率を占めているということ

である。輸入の場合も同様のことがいえるが、その点の検討は省略する。

以上の明治 1 6 年、 1 7 年の時点における農業、工業および伏木、東砦瀬、魚津、三港の輸出入

め検討から、われわれは、次のような結論を下し得るであろう。

①農業生産において、嘱波地方は、その米〈梗米〉穀収量および反当収量において、他地方を

圧倒する位置を占めていたこと。

②工業生産においても、その多様性と豊かな生産量において、璃波地方は、他地方に比して先

進地帯と呼びうる位置を占めていたこと。

⑤ それゆえに、 ζゐ璃波地方（射水郡
の輸入を中心とし、その他の品目の輸出入において、他の東岩瀬、魚津の荷港を引きはなしてけた

ちがいの貿易規撲を誇っていたこと。

（注〉 他に越中米の生産、輸出を示す資料としては、つぎのものがある。それは『高岡史料』

下3 1 1 ~ 3 1 2 貰に所収されている、明治1 7 年 6 月 1 6 日に、富山県令国重正文に提出され

た、高岡米商会所創立願の中にみえる数字であるが、それを引用しておく。

数戸軍

米

越

同

 1 、同輸出米 凡s 'o 万石

内訳 3 0 万石 射水郡伏木港より輸出
6 万石 間 放生津町より輸出
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5 千石 射水郡氷見町より輸出

5 万石 新川郡東岩瀬町より輸出

5 万石 間滑川町及水橋町より輸出

5 万石 同魚港町より輸出

2 万5 千石 同横山村より輸出

同石田村より輸出

同泊可村より輸出

1、売買取引米 尺讃百万石

第 2 節 高岡米商会所および高岡商業会議所の設立と高岡高人膚

1 項高岡米商会所の設立

第 1 章においては、富山県が石川県から分県した明治 1 6 年当時における、富山県の産業をのベ

この県内における硝波地方の位置づけを検討した。その結論として．璃波地方は、当時において、

農業、工業の両方面で、県内の先進地帯であることがわかった。この先進地帯、嘱波郡および射水

郡の農工の生産物の集散地は、当時の県経済の中心地であった、商業都市・高岡であった。との商

業都市高間にあって、璃波・射7畑Rの最大の産物である米の価格決定および売買の機関であったの

が高岡米商会所であった。この米商会所の設立の沿革については、金沢市之の聞に複雑な関係があ

り、この米商会所をめぐっての、高岡と金沢との利害対立が、明治 1 6 年の分県にとっての‘プつ

の重要な理由であることはすでにのベた。以下、高岡米商会所の設立のいきさつについてのべよう。

（注〉 この点については、『高岡史料』下に興味ある叙述があるので、その点を参照しながら

のベる。

幕帯母代以来、越中は、高聞を含む呉西地方〈璃波、射水〉の全部と、新川郡の大部分以刀慣

百万石の領下であり、呉東の婦負郡全部と新川郡の一部分のみで、宮山藩十万石を形成していた。

高岡は越中一円の物資の集散地であり、商業上の特権地であった。（米、杷糾、塩、煙草、酒、魚

綿布等） 0

（注） この点については『高岡史料』下、『高岡市史』中、参照のことa

『高岡史料』下3 0 9 頁によれば、明治時代に入り、地租改正後、産米は農民の手より査接販売

されることになった治、この越中米の--&pの収獲平均額は、およそ 1 5 0 万石であり、県内消費額

を除いた残額 7 0 万石を県外に輸出した。t その輸出のほとんど全額を高岡商人が掌握していたe こ

の実績にもとずいて、高岡商人は、米穀、肥料の定期取引をおとなわんがために、公開市場の設立
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を明治4 年2 月に、金沢藩庁へ出願した。これにたいして、金沢藩庁では、従来、高岡には締場、

金沢には米場を特許しているの故をも，て、高間にたいしては米場の設置を許さず、ただ日酔十の定

期取引のみを許可した。高岡からはそれ以後、数回出顕したが許可されず、商業界の不便不利はは

なはだしかった泊、その上に、明治 t 3 年 1 1 月にいたって、さきに許可されていた杷料の定期取

引市場まで、閉鎖を命ぜられた。そζで、 「高岡商人はいよいよ奮起して、米商会所の設立を出願

せしも、なお歳月を経過して許可をうるをあたわず、すでにして明治 1 6 年5 月石川県を割きて、

富山県を置かれk-0寸£、との機に乗じて明治 1 7 年 6 月 1 6 目、時の富山県令国重正文に倉：n立願書を

提出した」のである（同上、 3 1 0 頁）。

この創立註書定款申合規則及役員選定の認許、ついで 1 2月 1 8 日に開業免許ρ下附があり、翌

1 8 年 1 月 4 目、古開通町 1 番地で開業し、同年 1 0 月 4 目、御馬出

ように、高岡米商会所の設立については、金沢との利害対立によって、越中が石川県に所属してい

5:の実現をみるのは、やっと明治 1. 6年の富山県の石川県からの分県の翌
年においてであった。

ととろで、この明治 1 7 年~·Jl寸、 6割付で、富山県令に提出さ

は、つぎの 1 5 名である。

小沢与三．米沢紋三郎、馬場道久4 武部尚志、堀田善右ヱ門、八阪金平、折橋ニ策、竹脇篤敬、

朽木i費率、鳥山敬二度E、大橋十右エ門、正村五平、平村平兵衛、宮林彦九虫丸藤井能三、

設置当時の役員はつぎのとおり。

頭取、藤井能三、副頭取、宮林彦九郎

肝煎出納係、正村平兵衛

肝煎商議係、 E村五平

肝煎検査係も折橋篤敬

上の署名者 1 5 名を、その住所別にみれば、高岡の住人は、鳥山敬二郎、大橋十右ヱ門、正村五

平、践す平兵衛の 4 名にすぎず、他の 1 1 名は高間以外の人だちである。このように、高岡側は、

1 5.名中のただの 4 名という数にすぎない治、 ζの 1 5 名のいずれ

ちであった。つぎに 1 5 名それそ。れの略歴をみよう。

小沢与三。下新川郡泊町村の大地主で、旧寸村の家柄。宮山県がまたつ百JI!県に所属Lてい
の第一回県会議員（明治1 2 ~ 1 5 年）。

『富山県政史』第4巻にでている、明治2 3年の県多額納税者 1 5 名のうち第2位。また明治·21
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年4丹には、海防費献金によって、黄授章をうけている（『越中史料 J巻 4 ）。

この海防費献金によって受章しているのはつぎの？名である。

馬場道久 5 0 0 0 円、 小沢与三 1 5 0 0 円、 中田清兵衛 .1 3 0 0 円、

関野善次郎 1 0 0 0 円、 森E太郎 1 0 0 0円、 6伊藤祐寛 1 0 0 0 円、

竹脇茂三郎 1 0 0 0 円、 八阪金平 1 0 0 0 円、 正村義太郎 1 0 0 0 円

この？名のうち、馬場、小沢、八阪の 3 名は、上の高岡米商会所設立の出願書に署名しており、

中田、関野の両名は富山（市）の代難色有力者であり、森は馬場と同じ岩瀬の人である。伊東は、

小沢と同じ下新川郡泊町村の人で、明治 1 3 年8月に県会議員となっている。竹脇は、射水君開問

の人で、上の高岡米商会所設立出願書に署名している竹脇篤敬の養子である。また、正村義太郎は

高岡の正村一族の中心人物であり、高岡商人の代表的有力者の一人である〈後述）。

米沢紋三郎。下新川郡入善町、旧寸村の家柄の人芯県下の代謝句大地主。時代はくだる杭大

正 1 3 年調査の 5 0 町歩以上貸付地主の調査では、県下第一位の 4 1 6 町歩という巨大な貸付地の

所有者。

また、明治2 ~年の県多額納税者 1 5 名のうち第5位。政治的活動としては、明治 1 2 年～ 1 5 

年、県会議員。明治 3 6年3 月 1 日～3 7 年 5月 18、衆調詫議員（自由知事？属

以上の点からして、米沢も小沢もともに、下新川郡を代表する全県有数の有力者であるととがわ

かる。

馬場道久。上新川郡東岩瀬町、回漕業・肥料商、大地主。大正 1 3 年の調査で、 2 0 7 町歩の貸

付地所有。

明治2 3. 年以来、県多額対穆捕のうちで、永年第 1 位を占めていた、県下、一、＝の高額所得者。

馬場家は、天保 4年（ 1 8 3 3 年〉に、 7 代目久兵衛治、海運業〈北前船）をはじめ、下関、関

西、北海道を結ぶ日本海貿易で産をなした。はじめは 4 5 0 石｛ 4 5 ton ）の船一隻だったが、

明治維新ごろには、すでに 1 6 隻を所有。久兵衛の三男、道久が当主になったのは、新鋭蒸矧frt•

北前航路にわりこみはじめた、明治1 0 年代であった。道久は、所有のすべての和舶を蒸気船にか

え、経営方式も洋式に切替えた。明治 1 8 、 9 年、三菱の日本海航路への進出にたいして、静トの

北前極主の大同団結をはかk 高岡、伏木港を根披馳に、越中商船会社を設立して、日本調嚇（三

菱会社の後身〉に対抗し、侠木、直江津間の航路を確保した。

ヨ清日露の戦争で、海運界は異常な好況に恵まれ、馬場は全国の多額納税者のうちでも明治中期

から約2 0 年間、上位7 、 8 位を保持していた。
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このように馬場は、北前船貿易で産をなし、それをもとにじて土地集積をしたのであり、もとも

との大地主であったのではない。

経済界では、上述の越中商船会社の他に、高岡共立主断、明治商業銀行、岩瀬銅？の頭取、北陸

商業主断、十二銀行、日本海上保険会社の監査役、園鳥船渠取締役、富山米朝肥料株式会社理事等

を歴任している。

政治的には、東岩脚丁長、県会議員、貴族院議員（貴族院第 1 回議員として明治 2 3 年 6 月 1 0 

日当選）、自由党系。

武部尚志。嘱波郡三清村。旧十村の家柄の大地主。明治 1 2 年～ 1 5 年、明治 1 6 年～ 1 7 年、

県会議員、明治1 6 年 8 月～ 1 7 年 6 月、県会議長。自由党。

武部は、高岡米商会所設立出願には、璃波を代表するかたちで名をつらねているものと考えられ

る。

堀田善右ヱ門。射水郡伏オ事了。幕調時代以来、 「鶴畳」の慶号で聞こえた伏木港の代表的な回漕

問層。明治2 1 年度の射水郡役所による「所得金高下調書J によれば、堀田善右エ門の所得とその

内訳は次のごとくである。所得高 1 0 0 9 円、内訳、公債 4 2 円、株式 1 3 2 円、貸金 2 3 7 円、

漁業5 円、船荷 3 5 3 円、壬弛 2 5 0 円（地租 1 8 4 円）である。このように、所得内訳は多様で

あるカ込船荷の所得 3 5 3 円を第 1 として、ついで土地、貸金、株式、公債の 4 つにわけることが

できる。ここで注目したいととは、代表的な大回漕問屋である堀田の場合も、土地所有と貸金の所
2 得のそれぞれが、船荷所得の7前後を占めている烹である。逆にいって、全所得の約士にすぎない

3 5 3 円のみカ帯荷所得で、他の争がそれ以外の所得なのである。地租の 1 8 4 円を

土地面覆E ー且ー租~額一一＝ －~~ －、一五庄一一
収×石当米価× 1 Ox0.025 1.5反×2?7 6 2苛xO.

で計算すれば、 1 7. 7 町歩であり、こうして堀田は、明治2 1 年当時、大商人、大地主、高利貸で

2らったことがわかる。

八阪金平。射水郡伏フ村町の大地主、回漕問屋。八阪についても、同じく明治 2 1 年度の射水郡役

所調の「所得金高下調書j によれば、年間所得の終額は 1, 2 9 6 円であり、その内訳は、土地 636

円、船 3 3 0 円、公債 9 1 円、株券9 2 円、貸金 7 5 円、漁業 4 8 円、貸家2 4 円止なっているの
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N反にとって広総所得 1 2 9 6 円のうち、半額は土地による所得であり、をはj拾による所得であ

る。地租の支払額は 3 5 8 円で、これは土姥新有規摸にすれば、 3 4. 5町歩にあたる。つまり八阪

は、土地努有が3 ～4 0 0 石の大地主であり、かつ、船の所得3 3 0 円をもっ、回漕問屋であると

とがわかる。

折橋ニ策。射水郡島村の人で、！日十村の家柄。明治 1 3 年～ 1 5 年の県会議員。

竹脇篤敬。射水郡明神新村の人で、！日十村の家柄。上述の、明治 2 1 年4 月に、海防献金）0 0 0

円によって、賞授章をうけた、竹脇茂三郎の養交であろ占

明治 2 1 年の f所得金高下調書J によれば、年所得総額はろ 1 9 8 円であり、その内訳は、土地

1, 8 8 9 丹、俸給2 3 0 円、株式 5 0 円、貸家 2 5 円となっている。なお地租額は 8 8 8 円であり

これは 8 5. 7 町歩にあたる。つまり竹脇は、旧十村の家柄として、明治2 1 年には 8 5. 7 町歩とい

う大地主で、射水郡を代表する有力者であ守た。

朽木清平。この朽木清平のことは立灘にはわからないが、『高岡市史』の著者、和田一郎氏によ

れば、馬場道久の番頭であったのではないか、という。

また、明治2 1 年の［所得金高下調書J によれば、朽木清次郎の名がみえる。この両者の関係は

未詳であるが、あるいは近親者ではなかろうか。朽木清次郎の住所は射水君~渡寺（伏木の庄川を

へだてた対岸）である、、所得総額は 5 4 1 円である。その内訳は、船荷2 9 1 円、土地 2 4 9 円、

公債 1 円となっている。地租は 1 7 8 円で ~I) ， これは 1 7.. 2 町歩の土地所有にあたる。つまり、

朽米清次郎は、船荷による所得としては、堀田や八阪にちかい所得をあげている囲漕業者であり、

また、 2 0 町歩ちかくの土地所有をもっ大地注の一人であるわけである。もし、朽木清平が朽木清

次郎の近親者であるとすれば、朽木命者平も大回漕業者、大地主の一人と考えられる。

藤井能三。射水郡伏畑丁。明治初期の伏木最大の回漕問屋。明治2 0 年ごろまでの富山県の代表

的実業人であり、政治、経済、社会、文化、教育の各方面にわたっての多彩な活躍は、先覚者とい

う名にふさわしいもので、あった。富山県の産業界において、明治初期から 2 0 年ごろまでは、 H 藤

井時代N と称してもいいなどの広汎、多彩な活躍をしている。明治 1 2年4月～ 1 5 年 5 月の最初

の石川県会議員であり、富山県の分県運動の立役者の一人。高岡米商会所創立当時の頭取。日月溜6

年、中越鉄道敷設の発起人の一入。北陸地方最初の国立銀行、第十二国立銀行創立（明治 1 0 年）
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の発起人の一入。明治 1 4 年、三奏会社に対抗して、共同運輸会社の支店を伏木において、はげし

く競争するが、明治 1 8 年 1 0 月、ついに三菱に敗れて、共同運輸会社は三菱会社に合併され、伏

オで支店は、日本郵船株式会社伏木支店となる。そこで藤井は、明治2 1 年5 月に、 「地所、旧高千

百石余及び祖先伝来の財産売却iJ （能三、自筆の履歴書）するということになる。とれは、創生期

の日本資本主義のチヤシピオンにたいして、地方経済の利益のためにたたかい、惨敗する地方資本

の典型的な←伊jである。

（注デ藤井能三については、吉岡英明氏のつぎのすぐれた労作がある。 「明治初年の海運と藤

井能：：：：J （『越中史壇 J 1 3 号、昭和 3 3 年）

ともあれ、藤井能三は、明治初期の伏木の最大の回沼間I室で、あり、また旧高千百石余（ 1 1 0 町

歩）の大地主であった。

宮林彦九郎。射水郡三日曽根村の旧十村の家柄で回漕業者。明治 1 2 年4 月～ 1 3 年7 月、最初

の石川県会議員。藤井能三とともに第十二国立銀行創立委員。

なお、明治2 ·1 年の射水郡役所調の「所得金高下調j には、宮林彦九郎の名はみえないが、同じ

村に宮林伴二郎の名はでており、伴次郎は地租4 8 2 円を支払っている。これは土地面積 4 6. 5 町

歩にあたり、大地主であることがわかる。もし、伴二郎が彦九郎と近親者であるとすれば、彦九郎

も、回漕業者であるとともに、地主であるわけである。

以上が署名者 1 5 名のうち、高間以外の 1 1 名である。つぎに高岡側をみよう。

島山敬ニ郎。回漕業者（飛見丈繁氏からの間取りによる）で、明治 2 1 年の「所得金高下調j に

よれば、所得総額は 3 1 6 円で、その内訳は、米商2 4 0 円、株式7 6 円となっており、米商をし

ていたことがわかる。またこの所得内訳からもわかるごとく、鳥山は土地からの所得はまったくな

く、地主ではない。

なお、鳥山は、高間の自由党（政友会）系の代表的政治家の一人であり、高岡市長、衆議院議員

を歴在している。飛見丈緊氏によれば、もともと鳥山は、松前から馬関までの日本海航路の船乗り

として産をなした。彼は賂祭りとしての豊かな体験を生かして、政治活動をやったカ、結局、政治

で財産を失った人であり、高岡商業界の代表者である菅野家・木津家の政治的代弁者であった。

大橋十右ヱ門。越中改進党の草分けの一入で、県会議員、衆調詫議員を歴任。大橋は、明治 1 4 

年 1 1 月に御原横町に、越中でもっとも早い私学の一つである越中義塾を開き、英漢の専門の教師

円
unU
 



を招き、青年子弟を教育。

明治 2 1 年の｛所得金高下調j によれば、総所得 5 5 0 円であり、それは、すべて土地所得であ

る。地租5 6 5 円であり、これは、 5 4. 5 町さかの土地面積にあたる。この点から、i 大橋ば大地rで

あったことがわかる。飛見広繁氏によれば、大橋家は、高岡の士分の資格をあたえられていた家

柄。また、回漕業と材木でもうけたが、米相場と政治で財産を失ったという。

正村五平。正村平兵衛。正村家は、幕末以来、高岡の綿の専売権をあたえられていた。高岡商業

界の名門。

以上の 1 5 名の顔ぶれをみれば、いずれも、富山県分県（明治1 6 年〉当時の、全県的な有力者

ばかりであり、大地主、大田潜業者、大地主たちである。しかもこの 1 5 名のうち、高岡側の人は

4 名のみで、あとの 1 1 名は、高間以外の人たちであるカ王、いかに全県的に有力者が顔をならべて

いるかは、次の彼らの県政界、財界に占める位置をみればわかる。これら 1 5 名のうち、県政界の

桧舞台である県会に名をつらねるのは、小沢、米沢、馬場、武者民折橋、大橋、藤井、宮林の 8 名

であり、また衆議院議員となるのは大橋、鳥山、米沢であり、：貴族院議員になるのは馬場である。

また明治2 3 年の県多額納税者1 5 名のうちには、馬場、小沢、米沢の 5 名が入っており、しかも

馬場は第 1 位、米沢は第2位、米沢は第5 位という上位にくらいしている。

高岡以外の 1 1 名を地域的にみれば、璃波からは武紘新川では、下新川からは小沢、米沢、上

新川からは馬場がでている。また射水郡からは、伏木、新湊関係で大回漕業者である藤井、堀田、

八阪、宮杭朽木がでており、射水の大地主としては竹脇、折橋がでているo· このように高間以外

の 1 1 名の地域をみると、上新川、下新川、射水、嘱波ということで、それぞれの地域を代表する

有力者であることがわかる。ただ、ここに注目すべきことは、これら 1 1 名の所属している地域は

いずれも、旧加賀百万石の領下に属する所のみであり、！日富山十万石の領下に属するところからは、

一人の代表者もでていないことである。すなわち、これら 1 1 名は、いずれも当時の全県的な有力

者ばかりであるが、とれらの人たちが集って、高岡米商会所創立願の署名者として名を連ねている

所に、当時の宮山県経済に占める高岡の位置を知ることができる。と同時f亡、富山県下にただ一つ

の米商会所の創立にあたって結集された有力者の顔ぶれに、ただの一人も旧宮山十万石領下から名

を連ねていないことが特徴的なのである。これは、米作において、旧富山十万石領下の占める位置

がいかに小さいかを物語るものである。

つぎに注目すべきことは、高岡以外のこれら 1 1 名の顔ぶれは、大別して、大地主之、大回漕業
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者に二分しうることである。すなわち、大地主』士、下新川の小沢、米沢、嘱波の武部、射水の竹脇

折橋の 5 名であり、他の 6 名はいずれも、伏木、新湊、東岩瀬の大回潜業者てeある藤井、堀田、八

阪よ宮林、朽木馬場である。との地主の 5 名はいずれも、それぞれの地方を代表するような大地

主であるカ1、旧幕時代において、農民としては最高位の！日十村職についていた家柄のものばかりで

あり、いわゆる新興の地主たちは入って＂~ない（明治2 6 年の中越鉄道の発起人 3 2 名の場合は大

分色合を異にしてくることは後述する〉。大国漕業者の方は、いずれも商人資本家であったが、彼

らはまた、一方では大きな土地集積をしている大地主でもあった。もちろん、中心は回漕業者とし

ての商人資本家であったカ込商人＝地主の性格をもっていた点は注意されねばならない。

このように、高岡米商会所創立には、高岡側の 4人と、高岡以外の 1 1 名が結集したのであるが

彼らのいずれもが、当時の県産業の死命を制する物産である米と、米作のための肥料としての緋の

売買と価格決定に運命をかける大地主と大商人〈回漕業者、米穀肥料商人〉たちであった。

2 項 目清戦争前後における、高岡市の県経済に占める位置

本項では、中越鉄道の発案・計画から、着工・完成にいたる時期である日清戦争前後における、

高岡市の県経済に占める位置っ・けを検討しよう。当時の高岡市の位置づけを、当の高岡商人たち自

身がどう考えていたかを示すのは、つぎの文書である。それは、明治26 年に取引所法が発布せられ

定款変更が必要となり、同年子月 1 8 日付で、高岡米商会所および高岡取引所（明治2 0 年創設）

の両代表の連名で、両所の改称の件を出願した内申書である（同年9 月 2 6 日認可）。

との内申書において強調．力説されている第 1 点は、高岡市は‘これまで、a 県の米、肥料を中心と

する商品（米、肥料、塩、石油、有価証券）取引の独占的地位を占めてきたし、今後もひきつづき

その地位を保持すべきことの主張である。明治 1 6 年の分県当時において、高岡市は、商業上の独

占自悌位の確保を条件として、富山市に行政上の中心を認めたのであり、富山市には、経梯句には

売薬以外にはみるべき何らの産業も存在しない点を強調し、また伏木港については、ただ伏木港単

独では無意味なのであり、嘱波を背後地とする高岡市の付属物として、はじめて存在価値があるの

だ、という高岡市オールマイテイの主張カ丸傍若無人の調子で主張きれている。

以下その点を若干、引用しよう。

「我高岡ノ地ハ越中国商業ノ集合点ヲ占メ、四通八達ノ頻繁ナルコ入越中国二於ケル他都市ノ

企テ及フ所＝非ス。－---－一一

越中＝於ケ ft/著名ノ物品ヲ売買取引Y公定相場ヲ平準ヌベキハ此商業ノ集合点ナル高岡＝外ナヲス

1' ＂＂実エ是v越中実業人一般ノ輿論ナ九一ーーー一ー
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抑伏木ハ良港F Jνニ相違ナキモ~a離僅少ニ yテ高岡市場ノ埠頭F Jνエ過ギス二其商人二於ケ Jレモー

ニノ人ヲ除クノ外ハ大低小商人ノミ。之ヲ我高岡ノ内ニハ越中五郡ノ：花主ヲ相手トジ外ニハ各地ノ

商売ト対持γ取引ノ大ナJν商人多キニ比ス Jレニ巨Jfl ノ泊滴ニ於ケルガ如シo －－ー一吋一一一富山ニ至

ヅテハ売薬営業ノ、感ナ JVモ其他ノ商品二付テハ古来同地ト日ス JV者ハ之Vナカ Jνべ γ。如何トナ V

バ同地ハ我高岡ノ如ク伏木ノ良港、璃波ノ大郡ヲ前後ニ控へ物貨集散ノ焼点タ ルエ非ス・。富山ヲ桓

JV二塁余東岩瀬港アリト難毛港湾不良ニジテ船組ノ碇泊ニ適セズ。一一一ー一一…一

試ニ肴ヨ富山ハ維新前加賀藩支封ノ居城ニジテ其領地拾万石ニ属セリ大ナラズト云フペカラズ、然

v共古来其封内エ於テ一人ノ商業家ト称ス可キ者ヲ出シタルコトナシー

明治九年新川県ヲ廃γ、越中国ヲ挙テ石川県ニ属セラ νジヨ九越中ノ人民之ヲ便トセズ、五郡ノ

有志者東馳酉奔周旋ノ労ヲ辞セズシテ漸ク富山市ノ有志者ト各有志者ト相謀リ、今ヤ分県ヲ請願ス

/lノニ際ジ予メ将来ノ：企図ヲ定ノ置ク、富山市二ハ県庁ヲ置キ永ク県治総括ノ地トナスペジ商業ノ事

ニ至リテハ高岡市之ニ任ジ地方ノ発達ヲ計1νベキ事ヲ約セリ、是故ニ明治 1 7 年高岡米商会所ノ創

立ヲ出願スルエ際γテ毛曽テ之ヲ富山市人ニ謀リタノレコトアヲズ、富山市人モ亦進テ之ニ加ハルヲ

望マズ。即此発起人中ニ富山市人ナキ所以ナリ。富山市ノ如キハ今日ニ於テニヲカニ進テ商業地タ

ラジ ト欲スルモ形勢ノ許サザル所以ナリーー一－－ J c 『高岡史料』下3 1 4 ~ 3 1 8 頁）

このような、ょうすで県内商業における高岡市の独占的地位を強調するのは、一つには、実状と

して、高岡市がこれまで独占的地位を維持してきたととにもよるが、また一つには、かつての後進

地であった富山市が、しだいに発展し、高岡に迫る状況となりつつあり、現に、との内申書にも暗

示されているように、富山市でも米穀肥料取引所の設置の動きカヰ舌ばつであったから、なんとして

も、これを阻F止して‘高岡の独占的地位を保持したいという熱望のあらわれであろう。しかし、高

岡市の他に、富山市においても、米穀胆料取引所設立が認可され、明治2 7 年4 月 2 0 日には、常

盤町の佐市場において開業した。かくして、高岡オールマイテイ性の力説・願望にもかかわらず、

事態はすでに商品取引所において、高岡の独占的地位の去ったことを示しているのであるィしかし

そのことは、高間取引所の圧倒的優位を否定するものではない（後述〕。

内申書において、強調されている第2 点はつぎのごとくである。

それは、第 1 の主張点である高岡の全県下における商業的独占の保持の上にたって、米穀取引に

おいて、金沢市に対決する姿勢を示していることである。金沢市との対決にあたっての、高岡市の

意図するものは、幕欝時代の刀匠貿百万石の穀倉であった嘱波地方の米の取引を独占するということ

であすた。そのためには明治 1 8 年以来、高岡米商会所の区域に入っていた能登の翻ト羽咋の荷

郡の金沢への引渡しを条件として、全璃波の米は高岡にまかせるべきであると強調

-103 -



らく高岡にとって、第 1 点の富山市との対抗以上に重要であったのは、全璃波の米を独占しうるかど

どうかということであったろう。以下、内申書の主張をきとう。

I現高岡米商会所受渡蔵所ノ区域ハ越中一円ノ：外能登国劇急、羽咋ノ両郡ヲ加へ夕日。然v共今

回出願セジ取ヲ｜所定款ニハ能登国ヲ省キテ加ヘズ。最初能登国ヲ加ヘタノレ所ハ唯七尾、羽咋両港ノ

米ヲ市場取ヲ iノ受渡ニ供スルノ便ナルヲ思量ジタ JVエ出ダリト量産毛近来大エ思考スベキ一事ヲ発見

セリ。越中国璃波郡ハ高岡米商会所ノ受渡蔵所ニ属ス Jνノミナヲズ、文金沢米商会所ノ受渡蔵所ニ

属ス Jレヲ以テ、自然競争の弊ニ陥リ同一ノ米エ於テ受渡上双方ノ品位格定エ差異ヲ生人其結果ハ

米ノ改良ヲ計リ品位ヲ一定セント欲スルモ双方ノ格定不同ナル為メヱ索乱セラ v －ー一一司一一今回

高岡米穀取引所ニテハ能登国ヲ省キテ加ヘサリジハ受渡蔵所ヲ越中一円ニ止メ予メ璃設郡ノ覆轍ヲ

戒メジメシ干欲ス JVニ過ギズ。今後ノ企望ハ金沢米穀取引所モ其受渡蔵所ヲ其県内ニ止メ同一ノ地

ニ於デ両取引所ノ蔵所ヲ並置セザヲシムニアリ J ｛『高岡史料』下2 1 9 頁〉

では、現実の米穀取引において、高岡の占める位置はどうであったか。明治 2 7 年？と富山米穀把

料取引所が開設されて以来の高岡米穀取引所（明治 3 6 年、改称）との出来高の比較をしよう。第

7 表によれば、富山取引所が開設された明治 2 7 年の出来高石数は、高岡の二倍近くの高さを示し

ている。その点を r越中史料J ではつぎのようにのべているの 「4 月 2 0 目、富山米穀把料株式会

社取引所を常盤町仮市場に開設す。米商蟻集し議価紛沓たり。 J しかし富山の方が高岡よりも石数、

金高のいずれにおいても高いのは、特殊にこの 2 7 年のみであり、それ以後は高岡は常に富山の幾

倍かの出来高を誇っている。それでも、 2 7 年につづく 2 8 、 2 9 、 3 0 年の 5 年間は、まだ石数

にして、高岡は富山の 2 倍前後にすぎないヵ、 3 1 年以降はその格差はますます大きくなり特に37

・ 8 年以降は 5 ～6 倍という大きな格差になっている。このように富山取ヲ｜所が明治2 6 年に開設

されても、この年のみを例外として高岡取引所の断然たる優位はゆちいでいない。しかしそれにし

ても、明治1 8 年以来 2 6 年までは、県下で取引所はただ一つ高岡米商会所のみでまったく独占し

ていたとろにくらべると、富山取引所の開設によって県下に両取引所が並存しているところに高岡

の位置の相対的低下をみることができる。
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商取引所の出来高対比第五一 7表
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1 1,2 1 8,9 8 1 

1 4,7 2 7, 5 1 1 

4,081,723 

3,8 4 8β ？？ 

4,5 5 7, 1 1 2 

2 2 1,5 0 1 

6 t 2;3 5 5 

2,4 7 4,2 0 6 

2,7 2 4,175 

1,919,710 

. 1,8 5 3,2 0 6 

4 2 8,3 0 0 

440,720 

1 9 3,8 0 0 

1 9 2,3 7 0 

5 3,9 0 0 

157,400 

1 9 2,2 5 0 

2 2,2 9 0 

明治27年

2 8 

2 9 

3 0 

3 1 

3 2 

3 3 

3 9 

3 4 

3 5 

3 7 

3 8 

3 6 

3,6 2 3,718 2 2 8,4 0 0 4 0 

3,128,6 6 9 

『富山県鯖十書』より作成

204,950 4 1 

高岡商人の性格とその土地所有規模3項

つぎに、この時期における代表的な高岡商人たちの所得内訳をとおして彼らの商業活動および土

地所有規模を検討しよう。このことは高岡商人のカ量を示すとともに、倒厨から高岡市の位置を

らしだすのに役立ってやあろう。

当時の高岡の代表的商人たちを、網ら的に集めていたのは、前述の米穀取引所および日清戦争

の明治 2 9 年において全高岡商業界のカを結集する目的で設立された高岡商業会説者である。両
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の役員、委員は、大体において重なりあっているがもより網ら的に有力者が結集されていたのは高

岡商業会議所であった。明治 2 9 年5 月 3 1 日の商業会議ヲ干の第 1 回選挙で挙出された会員はつぎ

の 3 0 名であった。

高間米穀取引所〈代表者、鳥山敬二郎） 高開銀行（代表者、荒井荘蔵）

高岡共立銀行（代表者一木津太郎平）

正村義太郎 菅野伝右エ門 堀井仁右エ門 篠原善兵衛 塩崎末l円Z

志摩喪平 盤若党兵衛 室矧商平 本間常吉 金森七郎

菅野庄太郎 梶村字平 梶川伊兵i清 菅弛貞次郎 野i埼佐七

国上佐太郎 正村兵太郎 大場庄三郎、 神初大作 平能五兵衛

事次郎七 高岡漁業説法会社（代表者、松沢元吉） 志甫三郎平

広岡庄二 関与平 清水伊三郎 中条金

木津太郎平
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病気静任

菅野伝右ヱ門

正村義太郎

〈『高岡史料JP564 ～ 5 6 5 ) 

（世） 会員として名を連ねている高岡銀行は、明治 2 2 年7 月の開業であり、この銀行の役員

の中心であったのは、 E村家‘菅野家であったカ主、商業会欝努設立当時の代表者は荒井荘蔵で為

った。高岡共立銀行の開業は明治2 8 年 1 2 月 2 5 日であり、高岡の木、港、平官弘志摩‘筏井、

橘ι 鳥山らを中心とし、高間以外では、馬場道久や婦負郡速星の代表的大地主の浅野清三郎、璃

波地方の代表的大地主の高広次平、菊野久太郎、桜井宗一郎、佐藤助九郎、吉田仁平、蓑彦助ら

が、役員として名を連ねていた。

この会員 3 0 名のうちの主だった人たちについて検討しよう。

まず、代表的高岡商人の一人である菅野伝右ヱ門について。

菅野については、すでに大島村のところで一応のベた。大田商業者で大地主で売薬の元締。高岡

電灯紡績会社役員（明治 2 7 年）。高岡商業会議芽、初代会頭。県有数の多額納税者。県会議員。

明治2 1 年度の射水郡役所の f所得金高下調j によれば、所得総額は 2, 0 0 0 円で、その内訳は、
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土地 1 0 6 5 円、税式 3 4 0 円、船荷 2 6 5 円、貸金 1 6 0 円、加営業 1 4 0 円、公債 3 2 円とな

っている。なお地租は 1 4 3 5 円であり、これは 1 3 8. 3 町歩の土地所有にあたる。この所得内訳

でみると、菅野伝右エ門は明治 2 1 年には、経所得 2 0 0 0 円のうちの半分を上回る所得を土地か

らあげでいるのであり、 1 3 8 町歩という巨大地主であることがわかる。菅野は安政6 年生れであ

り、明治初期に回漕業者として北海道貿易で百万の富をつく勺たといわれる治、それを土地集積に

まわしたのであろう。われわれは、この菅野伝右ヱ門において、回漕業者として冒険的な北海道貿

易によって、巨万の富を獲得した商人資本家が、土地集積して巨大地主化していく一つの典型を

みることができる。なお、飛見丈繁氏によれば‘一般に高岡商人の集積した土地の所在地は4 ほと

んど高岡市内かまたはその近郊にあったという。大正 1. 3 年の調査では、菅野の貸付規模は 1 6 8

町歩となっているから、明治 2 1 年の時点より、さらに集積を拡大したことがわかる。との大正13

年の 1 6 8 町歩というのは、呉西地方では、同じく高岡市の金田眉丈の 1 7 5 町五去につぐ第2番目

の規模である。

（注） 1 、菅野が北海道貿易で巨万の富をえたことは、一般にいわれていることであるが（たと

えば『高岡史話』下、昭和 3 9 年 1 0 月 1 百発行）、飛見氏は、この点について疑問をもってい

る。すなわち、 「菅野は通称H あめ缶II （飴伝、糖伝）といって、砂糖でもうけた。しかもそれ

は、大阪の砂糖取引の仲間に入ってであり、北海道貿易でもうけたとはいえない。 j と。なお、

飛見氏も、菅野が米の定期取引でもうけた点は認めているG （氏よりの聞取り）本稿では、一応

北海道貿易説をとっておく。

（注） 2 、菅野をはじめ、高岡の有力商人たちが、いかなる経路をへて巨大な土地集積をしたか

は、資料の裏づけがないので断定的なことはいえないが、考えられるのは次の点である。高岡商

人が、商業活動で箆専した金を、農民に土地を抵当で高利で貸し、支払不能の際に手を入れたの

ではないかということである。これは、おそらく直接に土地を買収した場合よりも多かったので

はなかろうか。それを示すのは、例の明治 2 1 年の所得下調において、有力商人たちの所得内訳

のなかに、その大部分の場合、相当大きな比率を占める貸金所得がみられることである。なお、

高利という点では、明治 2 4年？月 1 4 日付で、北陸自由党の提出した請願書中の「地租軽減J

の項目中にみえる次の文句は、一つの傍証となるであろう。

かくのごとく、農家（地主のこと一一号！用者）の収利は一年わずかに玉歩6 厘余なるに反して

富山及高間における金利をいかに、土地を抵当とするもの富山にて 1 割2歩8 屋、高岡にて、 1

割 4歩 2 直、家屋を抵当とするもの富山広て 1 割 4 歩5 庫、高間にて H喜1)5 歩 5 庫、米穀を抵当

とするもの富山にて 1 割 4 歩なりというく 2 .2 年調）。 J （『県政史』第4 巻、 p 3 5 4 ) 
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ことで一つの仮説として考えられるのは、明治 2 1 年度の所得下調で、高岡の有力商人たちの巨

大な土地所有の多くのものは、高利で農民に士弛を抵当として貸した金の支払カ~丁度、明治10

年代の松方デフ V期にぶつつかつて、支払不能となり‘抵当流れとして集積されたものではなか

ろう＇／；、ということであるe

平能五兵荷＠米の北海道貿易で大成功した回漕業者で、米穀、胞料商人。県有数の多額鮮税者で

ある。明治3 0 年、県多額紛税者 1 5 名中の第 1 3 位。 3 3 年、第 9 位。 3 6 年、第品位。 3 7 年、

第7 位。 3 9 年、第8 位。

明治 2 1 年度の所得下調によれば、所得総額はち 3 5 0 円で、その内訳は封也 6 1 8 円、把物商

3 8 0 円、貸金 3 0 0 円、株式 4 8 円、公債4~となっている。地租はる 8 0 円で、これは 65.5

町歩の土地所有規摸にあたるe 平能の場合も、菅野と同様に、北海道貿易で百万の富をつくり、そ

れを土地集積にまわして大地主となっている。平能も、その総所得の約半分は土地からの所得であ

り、残る半分は、肥物と貸金が大体折半した形になっており、貸金による所得の大きさが自をひく。

（菅野の場合も貸金所得が 1 6 0 円あった。）このように、明治 2 1 年の時点では、平能の総所得

1, 3' 5 0 円のうち、 4 分の 5 は土地、貸金、株式所得となヲており、直接の商業活動（把物）によ

る所得は、わずかに 4 分の 1 にすぎないの 0 

う巨額のうち、船関係は 5 分の 1 にすぎず、 5 分の 4 という圧傍駒比率は、土地所得を筆頭に、株

式、貸金によるものであり、その点、平能の場合と同様である。菅野の場合と同様に、平能におい

ても、われわれは、北海道貿易で巨万の宮をえた大商人カミ、しだいに大地主、高利貸、株式投資家

に重心をうっしていく、典型的例をみるのであるe 彼らは、その所得内訳にみるこのVントナー化

の強い傾斜によって、菅野にみられるごと〈、かりに新しい企業活動（高岡電灯

ても、それにすべてをかけることがむづかし〈、結局、消極的姿勢を脱しえないというととになる

のではないか。とのVントナー化への強い慣斜とともに、彼ちが商業活動において、全県下で独占

的な地位を占める高岡を基盤にして巨利をあげえたということカミ、高岡商人たちを主体とする新産

業の確立をみなかった有力な理由の→つであったと考えられる。

E村畿大良E。正村家は幕末以来、高岡の網場の専売権をもっ、特権商人の家柄であり、明治初期

には、菅野家よりも上位に位置していた。明治2 1 年の例の所得調によれ~t.. 総所得は 2, 2 4 7 円

であり、菅野信右ヱ門の 2,0 0 0 円を抜いて、高岡蝿ーの高所得者であるe との 2,2 4 7 円の内訳

は、土地9 3 2 円、株式7 3 0 円、長債2 7 0 円、貸金 2 8 0 円、電信改芹
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ζの内訳Kみられるごとし E村の場合もすでに明治2 1 年の時点では、土縄問得が第1 位であり、

街努得の章枠分を占めている。地租額は 8 7 9 円であり、これは 8 5町歩の土封断有にあたり、正

村も巨大地主の一人であったことがわかる。この正村と菅野、平能との相官婁は、菅野は船関係、平

能は胆斜とそれぞれ商業活動による所得が、総所得の一部分を占めていたのにたいして、正村は、

その全庁糟は、土地所得を筆頭に、株式、公債、貸金となっており、全く事業所得を含まないので

あり、金所得が寄生化による v::.-r ナーとしてのものであることが注目される。これには、次の事

情も大いに関連しているであろう。すなわち、正村家は幕藩時代、高岡の綿場の専売権をもっ特権

商人の家柄であづたが、すでに明治 2 1 年の時点では、内地綿の需要の激減によって、締取引がふ

るわなくなったことから、正村は急速に寄生化の傾斜を強めたものと思われる。『高岡史料』下、

3 1 3 頁には、高潤米商会所とは別困に、明治 2 0 年、高間取引所が創立され、米、胴緋、熱鳴、

石油‘食塩、公債証書、有価証券の定期取引をおとなったカ、業務ふるわず、休業にいたったこと

また、明治 2 6 年には、との取引品目から｛穂綿j が削除されたことが述べられている。このこと

は、米の定期取引をする高岡米商会所にたいして、米以外に重点をお〈高間取引所の運命をしめす

とともに、古〈からの特権的綿商人としてのE村のVY トナー化の急速な傾斜と、それ以後の彼の

地位の低下の必然性を暗示するものである。

なお、正村は、明治2 3年の県多額料説者 1 5 名のうち第9 伎に位いしており、この2 3 年に、

県内 1 5 名のうち高岡市から』主、第5位の菅野と、との第宇位の正村のエ人のみが名をつらねてい

るのである。正村カミ、 2 3 年以外に、県多額納税者のうちに入るのは、明治3 3 年のみであり治そ

の時は 1 5 名中の第 1 2位である。それ以後は多額納税者のうちには入ちな〈なづてトる。つまり

事業所得をもたなくなった正村は、次第に多額縁税者の位置から脱落してい〈ことになるのである。

（注〉 なお、正村は、菅野についで、第2代田の高岡商業会議所の会頭をつとめている。しか

し、その在職期間は会〈短期でおわっており、また辞職の理由としてあげられているのは、 r高

岡史料』によれば、 作去籍辞任J となっている。との点、『高岡市史』の著者・和田氏からの間

取りによれば、 E村は高岡市以外に移住したことはないというととからして、その聞に、＿ IE村の

地位をめぐって、微妙な事情があったものと考えられる。

木津大良評。回漕業と肥料商で宮を蓄積。明治2 1 年度の所得調では、総所得9 1 9 円で、その

内訳ft，土地6 4 5 円、商業 1 8 0 円、貸金 8 0 円、公債干 4円＂i:ある。この木津の場合必、菅野

2 
平能、正村と同様t亡、最大の所得項目は土地所得であり、癒所得の玄を上回る巨大な比率を占めて

いる。地租は5 4 1 円であり、これは 5 2.1，町歩の土地所有にあたり、木津も 5 0 町歩以上の大地

-109



主であるととがわかる。このま弛所得についで、木津の場合、商業所得は第2位を占め、これは2

害jの比三容である｝なお、大正 1 3 年の調査では、木津の貸付地所有規膜は 1 4 9 町歩であり、呉西

第5 位、高間関係では金田属女（ 1 7 5 町歩〉、菅野伝右エ門（ 1 6 8 町歩入橘清治郎（ 1 5 0 

町歩）に次ぐ第4番目の巨大地主である。すなわち木津は、明治 2 1 年の 5 2 町歩から、さらに土

地集積をすすめ、大正 1 3 年には 1 4. 9 町歩までのし上っているのである。な才昔、 2代目木津大郎

平は、明治 4 3 年と大正4年に衆議院議員に当選している。

以上の菅野、平能、 E村、木津につぐ有カ者として件、篠原善兵衛、筏井甚兵帯、宮崎間平、塩

崎利平、吉野治平、正材兵太郎、堀井仁右手F耳、金森七郎ちiおよび志摩長三子、荒3存在君、官池貞

次郎らがある。

篠原善兵衛。呉服商で、明治 2 1 年度の鞠努得はり 8月定、その内訳は、土地3 7 3 円、期R

8 5 円であり、土地所得が圧倒的比率を占めている。地租は2 8 5 円であり、これは 2 7. 5 町歩の

土地面積にあたり、大地主の一人である。

筏井甚兵衛。筏井は、商業会議所の第 1 国会員にはなっていないカ、会議所設立の発起人 1 6 名

のうちに入っている。呉服商で、明治2 1 年度の総所得は5 0 0 同で、その内訳は、呉服 2 5 9 円

土地 2 ヰ 1 円でまblJ ..ちょう c;両所得が半々である。地租は 1 8 6. 円で、これは 1 z 9 町歩の土地

所有にあたり、 2 0 町歩近い大地主の一人である。

室崎間平。明治 2 1 年度の総所得は 5 8 7 円でその内訳は貸金 2 6 0 円、土地 1 0 7 円、船荷75

円、株式8 0 円、公債3 5 円、呉服3 0 同となっている。乙の室崎の場合も、商業活動としての船

荷 7 '5 円、呉服3 0 円の計 1 0 5 円にたいして、貸金、土地、株式、公債による所得が4 8 2 円で

あり、 5 傍ちかくの比率を占めている点では、上述の菅野、平能、正村、木津の場合と同様であるc

地租は 7 8 円でありーこれは 7. 5 町歩の土地所有にあたり、それほど大きな市有規摸ではない。な

お、室崎は、すでにふれたごとく、菅野、正村、荒井、吉野とともに、明治 2 7 年創立の高岡紡績

電灯会社に関係している。

塩崎利平。代表的金物膏の一人で、明治2 1 年度の総所得は 3 20.円で、、その内訳は、金物11 5 

円、貸金 1 1 5 円、土地 4 0 円、公債3 0 円、株式 2 .Q 円である。つまり金物と貸金による所得の

おのおの札納得の÷づつを占めているのであり、貸金による所得の大きいこと継目される。
それとともに、代表的金物商である塩崎の場合も、明治2 .1 年の時点においては、金物による所得

2 
が総所得のすの比率しか占めず、他のすがVントナー的所得である。なお地租は 4 5 円で、これは

4. 4 町歩の土地所有にあたり、所有規模は大きくない。
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吉野治平。吉野は筏井と同じく、商工会議ずTの第 1 回会員ではないが、会議庁議：立の発起人 1 6

人のうちの t 入である。明治2 1 年度の総所得は 4 7 5 円であり、その内訳は、公債 4 s a 問、呉

服2 5 円となっており、土地所得はない。

正村平太郎。明治 1 8年～2 1 年の県会議員。明治2 1 年度の総所得ば 5 2 8 円で、その内訳は

土地 3 4 0 円、俸給 1 a a 円、公債8 円であり、土地所得が大半を占めており、商業活動による所

得のないのが特徴的で、正村義太郎の場合と同様である。地租は、 2 a 6 円でとれば 1 虫 8 町歩に

あたり、約2 a 町歩の大土地所有者であることがわかる。

堀弁仁右エ門。明治 2 1 年度の総所得カ、 4 D 0 円で、その内訳は、土地 2 1 5 円、呉服 1 2 

円、宣J金 3 5 円、利子 3 0 円となっ、ごいる。このうち、貸金と利子とはどう異なるかは不明である

が、堀井の場合、総所得の半分九土地による所得であり、つぎが呉服による所得でそれば持で

ある。地租は 1 8 5 円で、これは 1 7. 8 町歩の土地面積にあたり，，＿ 2 a 町歩ちかい大土地所有者で

ある。

金森七郎。明治 2 1 年度の総所得は 5 4 1 円で、その内訳』士、金物5 2 5 円と土地 1 6 円になワ

ている。このように、その総所得のほとんど全部ヵ、金物商からあげられているのであるカ1、この

金森の場合のようなのは、高岡高人では、むしろ例外的なものであるといってよい。

つぎに志摩長平、菅地貞次郎、荒井荘蔵らであるが、志摩と菅池は料腸師として代表的な人た

ちであった。とくに志摩は、全国的にその名を知られた大相場師であった。志摩の明治2 t年度の

総所得は 4 5 0 円であり、その内訳は、金物 3 o a 円、貸金 1 5 0 円となっている。つまり、志摩

も明裕 2 1 年の時点では金物商をしていたことが知れる。土地所得はでていない。

（注） なお、荒井荘蔵については、詳しいことは判からない。ただ、北林吉弘氏の「ある紡績

工場の創業j （『越中史壇』 1 3 号、 1 9 5 8 年五月）によれば、高岡紡績電灯株式会社の発起

人（常務〉であったし、高岡商業会議所第 1 回会員としては、高岡銀行の代表者となっている。

明治 2 1 年度の所得金高下調によれば、総額 3 0 1 円であり、内訳は貸金 1 2 0 円、会債 9 3 問、

株式8 8 円となっており、貸金の多いことが自につく。しかし、所得総額 3 a 1 円というのは、

高岡商人としては、けっして上位の方ではない。つまりこの明治 2 1 年の時点では、荒井荘麓は

まだ上位の所得でないことがわかる。

以上が、明治 2 9 年の高岡商業会議所の第 1 国会員‘および発起人として、名をつらねている、

当時における代表的な高岡商人たちであった。
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なお、この他、有カ者としては、岡本清右エ門、橘清治郎、金田眉丈らがある。以下、簡単にふ

れよう。

岡本清右エ門。岡本は幕帯等代からの、高岡商人の名門で、杷料、綿の特権的問屋であった。一

般に高岡商人の場合、~の栄枯嘩表が激しく、幾代も持続しで栄えた例は稀であるカ、岡本家は高

岡でも最も古くからの家柄であり、正村家よりもその歴史は古い。土地所有規模も巨大であって、

天保改革の時に帯ζ没収されたものだけでも高 1, 0 0 0 石ぐらいあったといわれ、その他にも1000

石ぐらい残っていたという（和田一郎氏、増山氏からの間取り〉。しかし、明治時代に入ってから

は、その地伎は大到底下しているとみてよい。それを示すのは、明治2 1 年度の例の所得下調であ

り、とれによれば、癒所得 4 0 0 円で、その内訳は、I 売業 1 4 0 円、貸金 1 1 6 円、質 1 0 0 円、

土地 4 0 円、公債 4 0 円となっている。すなわち、明治2 1 年の時点では、，縮、肥料による所得は

なく、商業所得としては売薬の 1 4 0 円であり、残りの 2 6 0 円は、貸金、質、土地、公債による

ものであり、岡本も V::-' r ナ→句性格をつよめていることがわかる。なお、地租は 3 6 円で、これ

は 3.5 町歩の土地面積にあたり、幕末でも九 0 0 0 石といわれた巨大な土地所有ちの大部分をすでに

失っているととがわかる。岡本は、明治 3 1 年、高岡市会議員に当選し、＇ 3 4 年6 月～同年 1 1 月

2 0 日まで議長をつとめている。

橘清治郎。町溜業、肥料商で富を蓄積。橘は、飛見丈繁氏ーからの聞取りによれt丸米穀と肥料の

北海道貿易でもうけて産をなした者であり、もともとは小矢部Jllの舟運の舟をこいでいた、全くの

零細な回漕業からのびてきた人

平能、木樟らよりも大分おくれている。それを示すものとLて県多額が税者に名のつらなるのは、

明治4 4 年にはじめてであり、それ以前はでていないことである。この 4 4 年には、 1 5 名中の第

1 3 位であり、橋以外の高間関係では、菅野は第5位、平能は第？位にある。また、明治 2 1 年の

射水郡役所の所得下調には橋の名はみえていない。

ところが、丈n:1 3 年の 5 0 町歩以上貸付地を有する地主の調査では、橘清治郎は 1 5 0 町歩貸

付とあ川県西地方第4番目の巨大地主となっている。（木津との類似を注意せよ。）

金田眉丈については、第I舗の大島村のところですでに述べた。大IE 1 3 年の 5 0 町歩以上貸付

地を有する地主のうち、金田は呉西地方第 1 の大地主で1 7 5 町歩の貸付地をもっていた。

なお、時期は下だるカミ、大正 1. 3 年の時点で、呉西地方における 5 0 町歩以上の地主は 2 4 名で

あるカ王、そのうち高間関係は次の？名である。

第t位 金田眉丈 〈商〉 1 7 5町
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第2位 菅野伝右ヱ門 （商〉 1 6 8 町

第4位 橘清治郎 （銀行〉 1 5 0 町

第 5位 木津太郎平 〈商〉 1 4 9 町

第 1 2位南慎一郎 （弁護士） 6 9 町

第 1 3位荒野権四郎 （酒造〉 6 5 町

第 1 4 位南村七十郎 （農〉 6 1 町

第 2 1 位岩脇孫八 （銀行〉 5 4 町

第 2 3位今井兼吉 （農） 5 2 町

このように、高間関係はイ上位 5 名のうち第九第2 、第 4 、第 5位と 4 名を占め、また、全呉

西地方〈高岡市、両璃波、射水、氷見郡） 2 4 名のうち高岡市のみで？名という巨大な比率を占め

ているのである。いかに、高岡市に巨大地主（大商人）が集っていたかがしれよう。

こうして、明治 2 6年～2 9 年の B清戦争前後の高岡市には、高岡商業会議所を中心として、高

岡米穀取引所および高岡銀行、高岡共立主財？らの主要な役員、会員として、高岡の代表的な米穀商

肥料商、回漕業者、呉服、大物商、金物商ちの豪商たちが集って、活躍していたのである。しかも

これら豪商たちの多くは、一面巨大な土地集積をおこなった大地主たちであったし、また大きな高

利貸所得および株式、公債所得をもっていた。大地主としての土地所有規摸は、明治 2 1 年の時点

では、上述のごとく、菅野伝右ヱ門 1 3 8 町歩、正村義太郎 8 5 町歩、平能五兵衛 6 5.5 町歩、大

橋十右ヱ門 5 4.5 町歩、木津太郎平 5 2町歩、篠原善兵衛 2 7. 5 町歩、 E村平太郎 1 9. 8 町歩、犠

井甚兵衛 1 7. 9 町歩、堀井仁右エ門 1 7. 8 町歩等々といった巨大なものであった。彼らは、これら

巨大な商業所得、地代所得、株式投資所得を獲得することによって、県多額納税者のうちの上位を

占めていた。こうして、彼ら大商人＝大地主たちが中心となって、高岡市の経済を支配していたの

であり、たんに高岡市のみならず、高岡米穀取引所における米、肥料の価格決定と売買、さらにそ

の程度は劣るが、絹、縮、麻織物の売買を通して、呉西地方〈晴波、射水）の経済に支由権をふる

っていたし、また呉東地方にたいしても支臨権が及んでいたといえる。〈それ故にこそ、明治 2 7 

年、高岡に対抗して富山米穀昭料取引所が開設されることになったが、その点はすでにふれた。

第五節 中越鉄道敷設をめ守って

1 項中越鉄道敷設の 3 2 名の発起人について

第3章の第 1 節では、石川県より分県当時の富山県の経済を、磁波地方を中心として検討すると

-113 -



とによって、当時、璃？皮地方は農・工にわたって、県内の最先進地帯であることを知った。第2章

では、分県後において、はじめて設立をゆるされた高間米商会所の県商業界に占める位置を検討し

た。この米商会所、および明治2 6 年に改称された高岡商品取引所は、米、肥料を中心とする商品

・証券の定期取引によって、たんに高岡市のみならず‘全宮山県とくに呉西地方（璃波、射水地方）

の経済に支配権をふるづていたことを知った。また、この第 2簡では、高岡商人の土地所有規摸を

も検書ずした。

本節では、この高岡市と璃波地方の有力町村および伏木港を結ぶものとして敷設された中越鉄道

をめぐって、その敷設にあたって、当時の謂波、高岡、伏木の地主、商人たちがいかなる役割をは

たしたかを検討しようとするものである。

中越鉄道敷設について、参考にしうる文献としては、『中越鉄道開業 2 0 周年誌』（大正 5年5

月 1 白印刷〉、および、との『 2 0 周年誌』を中心として展開された北林吉弘氏のすぐれた労作「

中越鉄道創業史J （越中史壇 1 0 号、 1 9 5 7 年 3 月）がある。この他に、敷設問題に言及したも

のとしては、前掲、中島桃太郎『大矢四郎兵衛研究ん中明宗平『鷹搬す史』、『堀二作翁之生涯』

があり、なお、『出町のあゆみ』の中にも、一、二この問題にふれられている。

（注〉 『出町のあゆみ』を別にすれば、以上ぎげた 5 つの文献は、中越鉄道創業の発案、企画

者について、それぞれ力点のおき方を異にした鈍主をしていて興味ぶかい。①中明氏の『村史』

によれば、中越鉄道の発案から、敷設にいたるまでの一切の中心が大矢四郎兵衛であった、とい

う立場をとっているo すなわち、中越鉄道敷設は、大矢の思いつきであるとして、彼は「夜を毘

についで有力者を訪い力説したので、鉄道気遣いと」ばれたが．その熱意によって諒解する人もで

てきたJ r大矢翁の計画は奇想天外の夢物語と一般の者は開き流し、耳をかすものはない。ただ

島田孝之のみは賛成し翁をはげましたj としている。②『 2 0周年誌』では、鉄道に経験のあっ

た吉田茂勝が発案し、島田孝之に謀り、二人で「寓問、射水、東西璃波の一市三郡の資産家、有

志者を訪門し、説いたj ので賛意をえた、ということになっている。なお、北林氏の研究は、ほ

ほとの『 2 0 周年誌』の立場を、そのままとっておられる。⑤中島桃太郎氏の研究によれば、大

矢は、島田孝之、吉田茂勝らと謀り、有志者を説いたとしている。⑨『堀二作翁之生涯』によれ

ば、中越鉄道の敷設を思いついたのは、当時、県土木課に勤めていた野ロという入であり、彼が

堀ニ作を訪ね、その必要を力説したので、堀はそれに共鳴した。そこで堀は、自分は政友会であ

るから、反対党の根拠地である嘱波地方に鉄道を敷設するのに、自分が主唱したのでは、妨害さ

れるおそれがあるとして、野口をして、島田孝之に話をさせ、ついで＼島田をして高広次平を説か
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せせること、また伏木の藤井能三にも勧誘させるごとにしたとなっている。つまり、堀は主唱者と

して表に立たなかったが、舞台裏の演出者であったとして、あたかも鉄道計画の功績の一切を自

分にきするように主張している治元その点は疑問である。

以上、四つの文書では、発索、企画者について、微妙、財躍がみられるが、誰が最初の発案、企

画者であったかという点では、大矢ゐ吉田、または島田、堀、野口のうちの特定の一人というこ

とではなく、これらの人たちが推進者となって、計画をすすめたということであろう。ただ、誰

ヵ、中越鉄道の敷設事業に私財をなげうって、この事業を守りとおしたかといえば、それは大矢

四郎兵衛であったといえる。その意味においては、中越鉄道敷設は、大矢の事業であったといっ

て差支えないのである。

（注）でのベたごとく、誰が発案、企画者であったかは問題であるが、特定の一人ではなく、大

矢、吉田、島田らの人たちが中心となり、彼らが推進者となって、一市三郡の有力者を説き、明治

2 6 年？月に嘱波の出町において、会社創立の協議会が聞かれた。この協議会において、発起人と

してあげられたのは、つぎの 3 2 名であった。

吉田茂勝 原因金之祐 藤井能三 志摩長平 堀ニ作 正村義太郎 高広次王子

大平長平 失後孫ニ 島田孝之 松島与信 小幡直次安念次左ヱ門大矢四郎兵衛

藤井長太郎山田正景 桂弁他八郎西有撤回郎松村和一郎 河合八十八

中村林造 佐々木権四郎荒木文平 岡部長友ヱ門 大谷彦次郎 大谷次郎作

春田嘉一郎菊野久太郎 田上六大郎野村辰太郎 岩倉与吉郎 長谷川孫三

この 3 2 名のうち、高岡市関係は、堀二作、 E村義太郎、志摩長平の 3 名であり、伏木は藤井能

三、原田金之格の 2 名である。吉田茂勝については、その身許は不詳であるが、明治 3 0 年2 月 28

日認可の富山県農工鐙桁の株主人名簿によれば、富山市のところに入っている。吉田は『開業20

周年誌』によれば、鉄道に経験のある人となっており、彼に「線路の踏査並に出願の衝に当らむな！

とあり、かっ、彼の踏査活動にたいしlて、支払をしていることが誌されている点からして、彼は鉄

道工事に経験のある技術者であったとみられるa なお、『金問叉左ヱ門翁』によれば、富山市より

美濃国太田町に通ずる飛越鉄道の企画がなされ、明治 2 9 年7 月 2 8 目、富山市総岱輪で創立委員

会が開かれた時の顔ぶれの中に、吉田茂勝の名がみえる。とのことからしても、吉田』士、他の 3 1 

名とは異なって、宮山市の人であると考えられる。以上の高岡 3 名、伏木2 名、富山 1 名をのぞ〈、

2 6 名は全部、東西璃渡の人たちであった。

以下、吉田茂勝をのぞ＜ 3 1 名について、当時の呉西地方、または全県下における、彼らの社会
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的地位を検討しよう。

まず、高間関係について。

堀ニ作。諮問市の代謝悦治家で、自由党＝政友会の入。射水郡横田村、村長、高岡市長（ 2 回）

県会議員、県会議長を歴任。堀家は射水郡横田村の農家で、堀ニ作の一代で高 1 0 0 石ぐらいから

1 0 0 0 石以上に土地集積をとげた。明治 2 1 年度の例の所得金高下調によれば、総所得8 0 0 円

であり、その内訳は土地 5 7 3 円、俸給 1 7 0 円、貸金 3 8 円、貸家 1 9 円であり、土地所得が全

体の 7 割以上という大きな比率を占めている。地租は 4 2 0 円であり、これは 4 0. 5 町歩の土地所

有にあたり、すでに明治 2 1 年の時点で巨大地主になり上っていることがわかる。このように..嫡

の所得内訳をみると、その大部分が土地所得であり、他に俸給として 1 7 0 円あるが、高岡商人の

場合に一般的であった株式、公債所得が、まだこの時点ではみられていない。このことから、高間

近郊の地主である堀二作は、地主としての所得が圧倒的比率を占めるとともに、彼の場合、役職者

としての所得が重要な位置をしめていることに注意されねばならぬ。なお、多額納税者としては、

大正 1 4 年に 1 0 0 名中の第 6 2 位、昭和7 年には 1 0 0 名中の第 2 5 位である。

ところで、堀が、第 1 回目の高岡市長になるのは、明治 2 5 年 1 1 月 8 日であり、それ以後、明

治3 1 年 1 1 月 7 日まで、満6 年間在職している。中越鉄道敷設治勢案され、城端一高岡閣の開通

をみるのは、彼の市長時代と重なっている。

正村義太郎。志摩長平の両名については、すでに高岡商品取引所の第 1 回会員の検討のところで

述べた。正村は、幕末以来、高岡の綿揚の専売権をもっ代表的な高岡商人の一人であり、第 2代目

の高岡商業会議所の会頭をつとめる。また、正村は、一面、明治2 1 年に、 8 5 町歩という巨大な

土地所有の対也主であった。志摩長平は、高岡の代表的な米相場師として、全国的に名のひびいた

人であった。

堀ニ11=.. IE村義太良E、志摩長平の玉名で、当時の高岡市の政、財界の代表者が、この中越鉄道敷

設に名をつらねていることがわかる。

伏木関係。

藤弁能三。藤井のことはすでに述べたが、明治1 7 年申請の高岡米商会所の発起人の一人であり、

明治初年の伏木最大の回酒業者であり、明治 1 0 年代の富山県を代表する実業人であった。しかし

明治 2 6 年の時点では、経済的にはすでに、往年の力はなかったが、社会的影響力の点では、なお

伏木のみならず、県下有数の人であったろう。
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原田金之祐。伏木伊了の入で‘明治 2 1 年度の所得金高下調によれば、総所得 2,2 3 5 円であり

その内訳は俸給 1 8 0 0 円、株式 4 0 8 円、土地 1 5 円、貸金 1 2 円となっている。この所得をみ

て、まず気のつ〈のは、総所得の 2 2 3 5 円という巨大な額である。これは、一高岡の代表的豪商で

ある、菅野伝右ヱ門の 2 0 0 0 円をも上回るものであり、 E村義太郎の 2 2 4 7 円よりわずかに下司

e回る所得である。つまり、全射水郡の、上位所得者中でも一、ニをあらそう大所得者であることが

わかる。しかも、その内訳をみると、その大苦扮を占める 1 8 0 0 円は俸給となっておりーこの大

きさにも驚かされる。原田はいかなる佼職についていたかは未詳であ:6が、おそち宅、当時におけ

る県下有数の高給をどる、重要な役職についていたのであろう。（それにしても、との俸給額は相、

あまりにも大きすぎるので、この点再検討を要するであろう。）い安一つ、大きな項目としてもv株

式所得の 4 0 8 円があり、株式投資所得の大きかったことがわかる。とに角、伏木湊町ぬ原田金之

祐は、伏対議一、県下有数の高給をとる有力者であることがわかる。

それ故に、藤井能三と原田金之祐のこ人が伏木から、発起人として名をつらねていると卸会事伏

木を代表しての参加であると考えてきしっかえない。

次に、東西嘱波関係をみよう。嘱波からは、 2 6 名の多きカ’境起人となっているので、以下、高

岡から城端への中越鉄道の線路ぞいに、戸出ー出町一福野一福光一城端、井波の順をたどってのベ

ょう。

まず、戸出町関係。ことでは、たんに戸出町のみならず、その近隣の町村をもふ〈めての発起人

を検討しよう。

大井長平。 E東璃波制b般若村田吉住村（現戸出町〉）

大井は、嘉永4年、油田村の桜井家に生まれ（長兄、宗一史的、大地主、大井家の養子となる。

明治6年 1 0 月および 1 3 年 4 月に、それぞれ戸長に‘ 3 0 年 1 0 月に北般若村村長に就住。明治

1 5 年、島田孝之が改進党の組織を唱道したのにたいして、共鳴賛同して、同年 1 2 月入賞弘

産業関係。明治初年より酒造業をはじめ、 2 4年に廃業。明治2 5 年に製糸業をはじめ、繭蒸殺

所を設置して、生産につとめる。

明治22 年、 f戸出ー中田j 聞の橋梁設置に努力。

経済界での授職。、戸出貯金銀行取締役、共通銀行常務取締役、中越銀行監査役を歴任。

以上の略歴は、明治3 6 年 1 1 月発行の『現今北雷人物志』を参考にしてのベた。この略歴かち

してもわかるごとく、大井は声出町近辺の大地主として、政治、経済、社会の各方面に多面的な活

躍をした有力者・であったe とくに大弁の場合、注目すべきことは、製糸業をはじめ、新設備を導入
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して、経営粍打込んでいることである。この点たついて、 r現今1国人物志 j より事閲すれば一次

のごとくである。

「明治2 S&jぇ君、製糸業を創め、繭共同蒸殺所設置あるいは韓共同賀入所の議を首唱し、福光

地方の同業者と謀る所あるも、今なお実施するに及ばず、君、因りて独立して蔚蒸殺所を設け今に

至るまで製糸業に従事す。 J

なお、『富山県統計書』明治3 4年によれば、大井製糸場の創業年月は明治 2 0 年6 月となって

おり、製造品種は器械細糸、職工数は 14才以上の女子 2 4 名、 1 4 才未満の男子の従弟5 名のマ

エ ：＞."7 '1' クチャ工場であるととがわかり、上の『現今北国人物志』の叙述内ほほ事実に合致して

いることがわかる。

われわれは、この大井長平において、戸出町近辺の大地主カ込マニ且ファクチャ経営主として、

実際に経営にのりだしている顕著な 1 例をみるのである。

矢後孫二。〈西明波郡醍耕す大字横越村（現戸出町））

矢後家は地方の豪農であり、部二は明治2 7 年7 月～同年 1 2 月の集会議員〈自由党）。また中

越銀行発起人の1 入。息子の孫人は、明治2 9 年7 月、西嘱波郡会大地主議員となり‘明治3 2 年

9 月～3 6 年？月、 3 6 年？月～ 4 0 年9 月のコ期連続県会議員。

このように失後事長二は、醍醐村における大地主であり、県政界においても県会議員となり、また

中越鉄道と中越銀行の両者の発起人となっている有力者であった。

島田孝之。｛東璃波郡島新す盟諸村）

島町士、明治時代の富山県の代表的政治家であり、県改造党の倉胎者で、その首領であった。県

自由党の創始者で射水郡の稲垣示とともに、明治時代の県政会を二分していた二大政治家の一人。

県会議員、県会議長、衆議院議員（当選4 回）。嘱波地方は、との指導者島田の彫響で、改進党の

強聞な地盤であったし、中越鉄道教設当時は衆議院議員であ eったから、島田が発起人に入り、その

中心人物となるととの意味は大きかった。彼は明治 2 8 年 4 月 2 5 目、出町で創業総企において会

長に就任している。

また彼』士、富山県農工銀行の設立委員であり、頭取に就任（明治3 5 年 1 月〉し、在職中に死亡。

『富山県政史』第4巻には、明治4 0 年 1 月 1 5 日の島田の死亡にたいして、全〈異例めことであ

るカミ、突に 1 1 買におよぶ長文の経歴をのせている。とのことからしても、彼の県政界に残した足

跡の大ききがしれる。島田』士、大地主の出身ではなく、中農出身であったfJ＇、官界で名を挙げ、の
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ち政界に投じた人であった。

出町近辺の発起人をみよう。

小幡宮次。〈東璃波郡印了（現購波市））

小幡については、詳しいことはわからないが、『越中史料』巻4 の 2 2 頁には、 戸月治5年、新

川県より大蔵省御調理に付書上j の文書中の「米蔵之事j の項に嘱波郡借蔵として、

「2 7 7 7 石余杉本新町小筒宣次蔵J とあることからもわかるように大地主。

また小幡は中越銀行の発起人でもあったし、明治 2 9 年 8 月～ 3 2 年 7 月の県会議員。

安念次左ヱ門。（東璃波郡太田村（現婿波市））

安念は、県会議員、衆議院議員を歴任。改進党であったが、大矢四郎兵衛とはヲイヴアルであっ

~~ 
，』。

安念の明治時代の土地所有規摸はわからないが、大正 1 3 年の例の調査では貸付耕地 5 2町をも

っ力也主であった。また大正 1 4 年の県多額納税者 1 0 0 名中の第 1 0 0 位であったい昭和7 年

には第 7 1 位。

とのように安念は、呉西地方有数の大地主で、県政界においても県会、衆議院の議員として活躍

し、また中越鉄道の他にも中越主貯？の発起人として名をつらねていた有力者であった。

藤井長太郎。（東璃波郡中野村（現璃波市））

明治2 7 年7 月～同年 1 2 月、 2 8 年 1 月～2 9 年 6 月、県会議員。中越鉄道のみなちず、中越

主桁の発起人にも名をつらねている。土地所有規模は宋詳である札県会議員をしているところか

らみて、相当の大地主であったと考えられる。

松島与信。〈東璃波郡栴檀野村大字権正寺（現璃波市〕〉

桧島家は代々の村投入の家柄で、与信は慶応元年生れ。桑簡を開き養蚕、植林、耕牛飼育等につ

くす。 「出町一長沢一富山j 間の道路改修に尽力。明治 2 4 年璃波水利土工会議員。 2 8 年、庄東

織物合資会社社長。 2 9 弘中越主桁監査役。 3 0 年、高岡米穀取引所常務理事。

明治2 3 年、村長。 2 9 年主東璃波郡会議員。同年、県会議員。明治3 6 年、再度県会議員。（

改進党）また、福野農学校の創立者。

とのように桜島は、代々の村役人の家柄の出身の地主であり、政治、経済、社会の各方面にはな
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ぱなしい活擢をした有力者であった。

大矢四郎兵衛。既出。

福伊T近辺の発起人についてはどうか。

山田正景。｛東璃波郡福野町〉

山田は代々、旧十村の家柄であり、明治蒋代に入ってから、酒造業を営み、また桑園を開き、養

蚕に従事。

明治 1 2 年 4 月、第 1 回石川県会議員となり、中途で辞職。明治2 2 年 6 月 1 4 日～2 4 年2 月

27 目、初代の福E話術了畏。忠子の正年は、明治 4 4 年？月～大正5年の県会苦品。

大1E1 4 年の県多額納税者 1 0 0 名中の第 4 1 位。昭和7 年の第 3 2位。この県多額納税者表で

の山田の職業は酒造業となっている。

このように山田は、旧イ味ずの家柄の地主であり、明治時代になってからは積極的に他産業（酒造

業、養蚕業〉に手をだし、酒造業者として成功し、また県会議員にも選出された有力者であった。

なお、福野町には、福野銀行、両璃銀行および田中毒桁が設立されている杭これらの銀行の

設立に山田の関係したことは十分に考えられるカミ、その点、未詳。

桂弁他八郎。〈東璃波郡福野町〉

桂井は、 「明治5 年、新川県より大蔵省御調理に付書上J の文書中の「米蔵之事J の項に、踊波

郡常蔵として

「2 6 0 0石福野町 桂井他八郎庸j とあり‘大地主である ζ とがわかる。

な九桂拘主、明治2 4 年から 2 6年まで、山国王景についで、第2代目の福野町長であり、明

治 2 5 年7 月～2 7年 1 2 月の県会議員。

西能源四郎。〈東嘱波郡広掛す〈現福伊丁〉〉

明治f 9 年？月～ 2 1 年2 月、 2 1 年 3 月～2.5年 6 月、 29 年8 月～同年 1 0 月、いずれも県

会議員。明治4 1 年5月＇f.5 目、衆謂完議員（改進党）。なお、西能』士、明治 3 3年に福野町で創

立きれた両嘱銀行の初代頭取であった。〈『福伊了史』 3 9 9 頁〉

福光町近辺の発起人について。

松村和一郎。〈西橋渡郡福う伊J}
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和一強引土、現衆議員議員松村謙三の交で、売薬と高利貸で産をなした中規模の地主。〈飛見氏よ

りの聞取）

中村林造。（西嘱波郡福光町）

『越中史料』巻4 の 5 0 6 頁によれば、中村林造は、明治2 6 年 1 0 月 1 0 目、産業に貢献した

ことによって、緑経褒章をうけている。それは、中村カミ、養蚕、製糸の改良につくし、製糸会社を

創立し、製糸器械を備付けて生産につとめ、横浜市場の好評をはくし、蚕糸業を富山県著名の物産

としたからである。とされている。

なお、『富山県統計書 j 明治2 6 年によれば、中村の製糸業の創業年月は明治8 年 7 月となって

おり、資本金は 4 5, 1 1 0 円、職工人員 1 5 6 人、蒸気機関数人罵カ数 1 5 となっている。つま

り、中村は当時としては、最大規模の製糸工場を経営していたし、また当時の福う伊Tにおける数多

くの中小のマニ且ブアクチヤ製糸工場の経営主たちの代表者の一人であったと考えられる。数多く

のマエ且ブアクチャ経営主たちの代表者の一人として、中村林造が中越鉄道の発起人に名をつらね

ている点』士、十分に注意されねばならない。

なお、中村の場合、そのマニ且フアグチャ経営の創業資金をどこからえたかは、未詳である。彼

は、大井主要平のごとく地主として他産業への進出としてマニユフ yクチャ経営にのりだしたのヵ、

それとも商業活動によって資金をえたのか、または「下からj の生産者として零細企業から出発し

たのかは、興味ある問題だが、未詳。

『越中史料』巻4 の 1 3 7 頁によれば、明治8 年に福光町において製糸業の一社が創立されたが

「営業 2 年、収支相償わず、会社解散せり、設に於て中村材誼独力この事業を継承し、中村製糸と

称し、製糸の方法悉く最新式の方法を用い、尋で清光社、拡福社、盛社、有光社組織等の工j蕩設立

さるに至りぬJ とある。なお、この 1 3 7 頁には、福光町における明治 3 9 年末の現況として、

2 5 6 戸

生糸製造 数量 ちる 5 0 貫

価格 497,250 円

1 5 戸

玉糸製造 数量 3 5 0 貫

価格 s, 7 5 0 円

とでている。
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佐々木権四郎。（西嘱慨陪江村荒木（現福朔T) ) 

佐々木については、くわしいことは未詳であるが、明治 2 9 年8月～ 2 9 年？月に県会議員をし

ている忌と介ら、福光地方の有力者で、おそ，らく相当の地主であったろう。

河合八十八。（西嘱波郡石耕す＝川合田村（現福野町）〉

河合の場合も、くわしいととは未詳であるが、明治 2 7 年7 月～同年 1 2 月、 2 8. 年 1 月～2 9 

年6 月の二期連続県会議員をしていることから、福光地方の有力者で、おそらく相当の地主であっ

たろう。

城端町関係。

荒木文平。 （東矯波郡城端町）

『城端町史』によれば、荒木家は善徳寺を福光から勧請した荒木大膳の後奮と伝えられる名門。

荒木文平（？代目〉は、嘉永2 年3 月 1 5 自に福光町の石崎平九郎の末子として生まれ、明治3 年

7 月、荒木家へ入籍。 7 年7 月、家替相続。町会議員に当選数回、地主総代、富山県農会名誉会員

を歴任。明治 2 6年 1 2 月 6 日、株式会社璃波銀行を創設、頭取に就任。 2 9 年、県会議員に当選、

3 4 年 1 2 月再選、県会副議長となる。家業は従来の酒造業を廃して、米穀倉庫業を営む。

1 0 代目文平は、明治元年4 月 8 目、父文平（ 8 代田〉の 2 男として生まれ、明治7 年文平（？

代田〉の養嗣子となり、明治 4 4 年8 月、家替相続。 2 6 年、究と共に璃波銀行を創設し、 4 5 年

1月？代目文平の死亡により、頭取に就任。大正8 年 1 2 月、域棚T長に就任。

『越中史料』巻4の 2 3 頁によれば、 「明治 5年、新川県よaり大蔵省、御調理に付書上」の文書中

の f米蔵之事J の中に、

「 3,2 8 8 石余城欄了 荒木文平蔵j とあり、大規模な米蔵をもうていた乙とがわかる。

このように、荒木文平は、城紳Tの名門の大地主であり、また米穀倉庫業を経営し、地方銀行を

設立するなど他産業にも積極的に手をだした人であり、政界活動においても城端を代表する有力者

であった。

岡部長佐ヱ門。（東嘱波郡城棚J)

『城端音了史』によれば、岡部は慶応3 年 1 0 月 2 目、域締T西新田に誕生。素封家で米穀肥料商

をいとなむ。明治 2 5 年、 2 6 才で城端町会議員に推された。

翌 2 6 年、当時の生絹問暦と仲買人のうちの青壮年層を税き、生絹組合を創立し、組合長となる。
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その主たる業績の一つtら1全町1 0 0 戸の約？寄jを占めていた旧手織機（俗称チンカラ機）の機産

を組合の傘下に組織。明治3 9 年、越後五泉より佐々木兼助を招いて技師とし、始めて城端羽こ重

の製織を開始奨励。 4 2 年、従来の生絹組合を域端織物組合に改組し、共同乾燥場を造って乾燥を

統一L乍責任量目を標記し取引の正確を期し、製品の価値を高め、京都市場で好評をえた。大正初

年、手織機を電化し、動力織機に入れかえ、城端機物界に新紀元を画した。

、明治 3 1 年 1 月、町長に推され、大正 2年まで 4 期連続町長。明治 4 0 年？月より 1 期県会議員。

中越鉄道敷設の関係では、たんに発起人に名をつらねているのみならず、当初、福光より井波へ

予定されていたのを福光より城端へと変更させるのに尽力したことが注目される。（『城端町史 J

p 1, 2 7 2 ~ 7 3

以上のように、間部長左エ門は、名門の出で地主であったのみならず、米穀把料商をいとなみ、

かっ城端機物界の指導者、組織者として大きな足跡を残した点は注意きれねばならぬ。

井波、青島近辺の発起人。

大谷彦次郎。（東璃波郡井波町）

大谷は、明治2 3 年の県多額縁税者 1 5 名中の第8 位を占めており、明治 3 0 年には第 1 5 位で

あった。とのことからして、大谷は明治 2 、 3 0 年代には、県有数の荏額所得者であることがわか

る。なお、県多額納税者名簿には職業は商業とでている。

『越中史料』巻4 の 5 0 9 ~ 5 1 0 頁には、大谷は明治3 1年 5 月 2 6 日に、産業に貢献した功

績によって糠綾褒章をうけている。その時の主旨は、 「つとに祖業を継承し、力を織遣に致す。土

産生絹の李鵬2に流れ、声価失墜するを憂い、同業者を奨励して製絹組合を設け、推されて組長とな

り、品質を改め販路を拡め、更に輸出羽二重織伝習所を創め四日宇時一ー井波羽二重の名漸く世に揚

り、遠近模倣する者多しo －一一－ -－一ーー j ということであるふ

また『宮山県統計書』明治 2 6年によれば、大谷の絹織物業の創業は明治 2 1年7 月となってお

り、資本金 3 5 0 0 円、職工数は 2 0 人である。

とのように、大谷彦次郎は、井波羽二重の有力なマエユブアクチャ経営者であり、県有数の寓額

所得者であった。なお彼の土地所有関係は未詳である。

春田；嘉一郎。（東璃波君併糊T)

『現今北国人物志』によれば、春田は慶応2年 7 月 2 2 日の誕生。明治 1 7 年、生糸製造所を設

立し、製糸業を営み、また生糸仲買業にも従事。 2 0 年、富山県蚕糸組合璃波郡部議員および組合
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本部評議員に当選。 2 3 年8 月、庄川運漕会社副社長、 2 7 年取締役に就任。 2 8 年、共済生命、

大阪火炎保険株式会社の代理店を営む。 2 9 年、県絹織物業組合西部〈東西璃波郡一円）組長に当

選。 3 0 年、製糸業を廃業。 3 3 年‘県西部輸出絹織物同業組合長に当選、 3 4 年辞職。

一方、明治 2 5 年4月、井鹿町会議員補欠一級選挙に当選。 3 1 年 4 月町会議員一級議員に当選。

また太JE1 .2年？月～昭和 2年？月の県会議員。

『富山県統計書』明治 2.6 年によれば、製糸業の創業年月は明治 1 5 年 6 月となっており、資本

金丸 0 0 0 円、職工数 6 0 入、蒸気機関 1 で、馬力数は 3 馬力となっている。

このように、春田は明治2 6 年の時点では、職工数6 0 入、蒸気機関 1 をもっ製系議のマニュフ

アクチャ工場の経営主であり、また蚕糸業組合璃波郡部議員、組合本部評議員等をしていたことか

らみて、当時の井波町製糸業の代表者の 1 人と考えてきしっかえない。

なお春田の場合も、大谷と同様、その土地所有関係は未詳。

菊野久太郎。（東璃波郡松原上野村（現福野町）〉

菊野は、明治 2 3 年の県多額納税者 1 5 名中の第 1 4 位であった。この 2 3 年より 3 9年まで、

県多額対税者のうち大体第 1 3 、 1 4位の位置を占めており、県内有数の高額所得者であることが

わかる。この県多額縦税者名簿での菊野の職業は農業となっており、大地主として巨大な地代収入

をあけ・ていたことがわかる。土地所有規摸については、時代はくだるが、大正 1 3 年の例の調査で

は菊野のみ、 1 0 5 町歩となっており、呉西地方第8位の大地主である。

菊野は、この中越鉄道の発起人の他に中越銀行の発起人にもなっており、また高岡共立餅子、北

陸人造肥料株式会社の各監査役をも歴任している。

岩倉与吉郎。（東璃波郡弁波町〉

岩倉について、詳しいことはわからない仇例の「明治5年、新川県より大蔵省御調理に付書上j

の中の「米蔵之事J ？とは、

「 3 0 4 9 石井伊T 岩倉与吉郎蔵J とでており、巨大な米蔵をもっ地主であったと考えら

れる。

田上六太郎。〈東碕波君陳山見村〉

田上についても、詳しいことはわからないが、ただ第 I編第 2 、 5章ですでに述ベたごとく、明

治4 0 年2 月、野村島村の不在地主たちが、野村島村の小作人の分与米廃止を申入れた時の、不在
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地主の一人として彼の名がでていることから、かなりの大地主であったとみられる。

野村辰太郎。

未詳であるが、野村安太郎というのが、大正8年？月～ 1 2 年？月に、青島村からでて民主会議員

になっている。もいこの両者が近親者であるとすれば、野村辰太郎は青島の人ということになる。

大谷次郎作。

未詳であるが、大谷姓ということで、一日吉井波、青島近辺の関係に入れておく。

長谷川孫三。〈東璃波郡山野村（現井波町））

それ以外は米詳。住所は中明宗平氏からの聞取りによった。

以上で、中越鉄道発起人のうち、璃波関係の26名のうちの 2 5 名をみたわけであるが、璃波関係

でなお残るのは、福岡町の高広次平のみである。他の 2 5 名は、すべて中越鉄道の高岡一城端閣の

駅のある町村、または沿線の町村と井波近辺の人たちであったが、高広のみは沿線から相当離れた

福岡町の人である。

彼は、明治 2 3年の県多額納税者 1 5 名中の番 7 位を市める県下有数の直額所得者であり、その

職業は農業とでていることからみて、大地主であろう。彼は、この明治 2 3 年以来、大正、昭和を

通じて、県下有数の高額所得者の位置を保持しており、たとえば明治3 6 年には第 2位、大正5 年

には第4位、昭和7 年には第 1 0位のごとくである。明治時代の土地所有規模は未詳であるが、例

の大1E 1 3 年の調査では 1 6 5 町の貸付耕地を有する、呉西地方第五位の巨大地主であった。

なお高広は、福岡同盟銀行の頭取であったし、高岡共立銀行の取締役、頭取、北陸人造肥料株式

会社取締役等々の役職を歴任している。息子の高広次平は、昭和 1 8 年に県下の諸地方主桁が合併

して、北陸長桁が創立された時に）高開銀行（大IE 9 年、高岡共立鈎？と合併）の代表であり、北

陸主桁倉I位当時の副頭取に就任している。このことからもわかるどとし福岡町の巨大地主、高広

家は、県下の金融界においても代表的な有力者の位置を保持してきたのである。

政界では、高広次平は、明治3 3 年 6 月 2 目、貴族院議員に当選している。ー

以上が、発起人の 3 2 名であるカk との明治2 6 年9月の出町における協議会で、発起人の 3 2 

名でもって、株数 1 9 2 0 株、株金 9 6, 0 0 0 円を引受け、残りの 2,4 8 0 株、株金 1 2 4,0 0 0 円
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は一般に募集することになった。このことからして、発起人の 3 2 名は、単に形式的に発起人とし

て名をつらねたのでないことがわかる。ついで、翌 2 7 年 4 月 4 B発起人会を開札創立事務所を

高岡市片原町におき、次の創立委員7 名を選んだ。

E村義太郎 藤井能三 期二作 島田孝之 大矢四郎兵衛 ノj、幡直次 吉田茂勝

〈なお、 7 月 1 1 日、高広次平を加えて、創立委員は 8 名となる。）

明治 2 8 年 4 月 2 5 日、出町において創業総会を開き、島田孝之を会長に推し、定款及創業費等

を議定し、取締没 7 名、監査役2 名を選挙した。（『開業 2 0 周年誌』）

取締役7 名と監査役2 名の氏名は『開業 2 0 周年誌 jにはでていないが、中島氏の研究によれば

次の人々であった。

取締役

監査役

大矢四郎兵衛

矢後孫ニ

菅野伝右ヱ門

正村平太郎

安田善四郎

島田孝之

佐々木権四郎

志摩長平

正村義太郎

この取締役の主選で、大矢は社長に就任した。

きて、上述のごとく、発起人の 3 2 名は、当時における嘱波地方と高岡市、伏オザ告のそれぞれを

代表するような有力者、著名人たちであった。このうち、確波地方からでている 2 6 名It，. そのほ

？とんどが、各町村を代表する対自主たちであったし、また彼ら大地主の多くは産業開発に意欲的な

開明的地主として、他産業（米穀・肥料商・酒造業・養蚕・製糸業・皇桁業等〉に積極的に乗りだ

していた人たちであった。この発起人2 品名のうちの多くは、県政界の重要人物たちであり、県会

議員に名をつらねるのは 1 6 名の多きをかぞえ、衆議院議員には 4 名、貴族院議員には 1 名が名を

つらねる。いかに璃波地方の有力者たちか網羅的に集っていたかがわかるのである。

こうして、璃波地方の中央部平場地帯の有力町村の代表的大地主たちと、背後地帯宇である山寄り

山ろ〈の有力町村の代表的なマエュファクチャ経営主たちカ結集して、璃波地方を商業都市高岡と

伏オ鳴に結ぶために、発起人として参加したのである。つまり、璃波の米と米作のための魚杷、お

よび生糸、絹織物等々を輸送するという点において、彼らは共通の利害関係に立っていたのである。

中越鉄道が実際、に普工されるのは、明治2 9 年 6 月からで、高岡、城端間の開通するのは、 3 1 

年 1 月であり、また高問、伏オマ習まで延長きれたのは 3 3 年のことであった。この間に、工事着工

直後の 2 9 年 7 月の大洪水をはじめ、幾多の困難に直面し、ついに社長の大矢が私財をなげうっこ
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とになるのは、明治 3 3. 年である。

この点について、中島氏の文章を引用しよう。

「中越鉄道は創設当初は、資本金 3 5 万円をもって着工せしも、城端線開通の噴には、すでに資

本に不足を告け’たので。あった。きれば 3 0 年、社債 1 5 万余円を起したが、更に 3 1 年上半期に資

本不足となり、加うるに伏木繰計画ありて~7 0 万円に増資することとした。然る処、営業振わず、

配当率低く、更に払込金延滞者続出し、加うるに伏木線の建設をみるや、またまた約 2 0 万円の不

足をみるに至った。ここにおいて中越鉄道の名声振わず、株式は下落し、その停止するところを知

らなかった。章言、痛く憂慮し、その暴落を防止せんとして盛んにその買収を試みたのである。然る

に突如であった。債権者は支払を迫った。翁ことにおいて、諒々と自己の信念をのベ、中越線の将

来は有望であり、更生の道、確然たるものありと説くも、遂に容るる所とならず。翁ここにおいて、

万事運命と諦め、父祖伝来の田畑山林を売却して中越銀行その他と清算L、一切の関係を絶つに至

ったのである。 J

すでに、第5章第 1 節の分県当時の明治 1 6 、 1 7 年の嘱波地方の県経済に占める位置づけを検

討したことからもしれるごとく、この中越鉄道敷設の時期においても、璃波地方は、依然として農

工業のいずれにおいても、県経済の先進地帯であった。（相対的には若干地位の低下のあったこと

は確かだが。）それ故にこそ、官線である北陸線の富山県への敷設に先きがけて、県下に唯一つ、

この鉄道が敷設されたのであった。次節では、この中越鉄道敷設と相前後して、璃波地方の有力町

村において続出した地方銀行の設立と地主層との関連を追求しよう。

2項 嘱波地方における地方銀行の設立と姥注層との関連

1 項において、中越鉄道敷設の発起人 3 2 名の略歴を検討した際‘暗波地方関係の 2 6 名のうち

？名までii＇ 明治 2 7 年創立の中越銀行の発起人であったことを知った。中越鉄道敷設の発案、計

画からに着工・完成にいたる日清戦争前後の時期は、中越銀行のみならず、県下において、地方銀

行があいついで設立された一時期であった。この地方鏑子の設立期にあって、嘱波地方は他の地方

に〈らべて、設立数が多く、その有力町村において地方銀行が続出した。

いま、明治3 0 年 1 2 月 3 1 日現在における、富山県の地方銀行の一信表を示めせば、第8 表の

ごとくである。この第8 表によれば、明治3 0 年において、県下？と 3 2 の地方銀行が営業している

治、このうち、 3 0 年前後より以前の時期に設立されているのは、富山市の第十二銀行、第四十七

国立鏑守、高岡市の高問主開、下新川郡の拍車桁‘婦負郡の八尾錦子、東璃波郡の福野皇貯？、共通
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合資会社、野村銀行、西璃波郡の福岡同盟主防？の9 行である。残りの 2 3 行、すなわち、 3 2 行の

うちのを以上は、日清戦争前後の時期日いて設立されているのであり、いかにこの時期仇地方
ι 

銭桁設立のプームの時期であったかがわかる。

きて、この時期以前に設立された？行のうち、すでに銀行としての形式、内容の整っていた富山

市の第十ニ銀行、第四十七国立銀行と高岡市の高問主桁の·3 行を別にすれば、他の 6行の場合、『

県統計書』にでている創立月 B というのカ込どとまで正確であるか、また創立当時と明治 3 0 年12

月 3 1 日現在の時点とでは、名称ミ組織が同一であったかどうかは、疑問である。その点で参考に

なるのは『北陸S扇子 2 0 年史』にかかげられている「北陸S尉守合併系統図J ( 8 頁と？頁の間には

さまれた図表｝である。

第 3 -8 表 銀 行 覧 表 〈明治3 0 年 1 2 月 3 1 日現在）

名 称 本店所在地 創立年月 i 株 金

株会式社 第十二銀行 富山市袋町 明治 1 0 年 8 月 I 2,0 o o.o o o円

,, 第四十七国立銀行 富山市中町 1 0 年 8 月 30 0,0 0 0 

,, 富山貯蓄銀行 宮山市姥町 2 5 年 1 0 月 3 0,0¥) 0 

,, 富山橋北銀行 富山市愛宕町 2 9 年 2 月 1 5 o.o 0 0 

II 富山倉庫銀行 富山市殿llJ 2ι 年 2 月 1 0 0,0 0 0

,, 密 回 委員 干す 富山市部T 2 9 年 6 月 7 0,0 0 0

II 高 岡 銀 行 高岡市御罵出町 2 2 年 4 月 3 0 0,0 0 0

II 高岡共立銀l行 高岡市守山町 2 8 年 1 2 月 3 0 0,0 0 0

,, 高岡貯蓄銀行 高岡市源平板屋町 2 8 年 1 0 月 5 0,0 0 0

,, 滑 JI! 銀 行 中新川郡滑川町 2 6 年 1 月 1 0 0,0 0 0

,, 
新 JI! 喜良 行 中新川郡五百石町 2 8 年 1 2 月 5 0,0 0 0

,, 桜 庄 銀 行 下新川郡三日市町 2 6 年 5 月 1. 0 0,0 0 0

,, 1白 銀 行 下新川郡1酔T 1 7 年 2 月 6 0,0 0 0

,, 越中商業銀行 婦負郡八期T 3 0 年 1 2 月 2 0 0,0 0 0

,, 
!¥ 屠 銀 行 婦負郡八尾町 2 4 年 4 月 3 0,0 0 0

II 氷見貯蓄銀行 氷見郡氷見町 2 9 年 8 月 1 5,0 0 0

,, 新 湊 銀 行 射水郡新開T 2 8 年 1 2 月 2 0 0,0 0 0
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名 称 本店所在地 ~－型主より－＋_J聖一一生一一トー

株会社式 調隅 波 銀 行 東璃？頗1城端町 明治 2 7 年 1 月 7 0,0 0 0 円

,, 中 越 銀 行 東隅波郡出町 2 7 年 1 2 月 3 0 0,0 0 0

,, 福 野 銀 行 東璃波郡福野町 1 3 年 1 2 月 1 8,0 0 0

,, 福岡同盟銀行 西璃波郡福岡町 2 3 年 8 月 100,00 0

勧農合資会社 東腐波郡野跡す 2 8 年 1 1 月 2,5 0 0

共通合資会社 西璃波郡戸出町 1 6 年 1 1 月 2000 日

合会社名 抵一一 村 銀 千子 東璃波郡城端町 2 0 年 1 2 月 5 0,0 0 

株式魚
fl;士tキ.L. 津鐸 行 下新川郡魚瀞丁 2 9 年 7 月 150000

II 荻生 銀 行 下新JI悶暁生村 2 9 年 7 月 30000

,, 黒 東 喜良 行 下新川郡f閉T 2 9 年 6 月 5 0,0 0 0

,, 伏 木 主畏 行 射7郎伏相了 2 9 年 7 月 1 0 5,0 0 0 

,, 水橋 銀 行 中新川郡:rkl喬町 3 0 年 5 月 2 0,0 0 0 

,, 入 善 銀 行 下新川郡入善町 3 0 年 2 月 7 0,0 0 0 

,, 五箇座銀行 下新JI惜庇笛村 3 0 年 8 月 3 5,0 0 0 

合資鷹
会社

栖 銀 行 西璃湖官鷹樹オ 3 0 年 1 1 月 1 0,0 0 0 

（『富山県統計書』明治 3 0 年より）

（往） 共通合資会社の本店所在地は、との『県樹書』 3 0 年では、本店所在地が東璃波郡庄

下村〈矢対す）となっていた仇『県統計書 j 3 4 年～ 3 9 年では東璃波郡油田村、 4 0 年以降

では西璃渡郡戸出町となっているから、ととでは戸出町としておいた。

なお、共通合資会社（共通量桁）の校長は油田村の桜井宗一郎、常務取締役は大井長平（吉住

村田戸出町の隣村〉であったから、本店所在地が庄下村というのは問題である。

以下、その点について検討しよう。

拍車桁は、『県統計書』では、創立月日は明治 1 7 年 2 月となっているカ、 「合併系統図j によ

れば、泊銀行と改称されるのが 2 6 年 1 1 月となっており、との泊鏑？の前身である保久社の創立

は 1 7 年 2 月となっているのである。すなわち、『県統計書』にでている泊銀行創立の明治 1 7 年

2 月というのは、 「合併系統図j の場合の、泊銀行の前身、保久社の創立年月と一致しているので

あるから、『県統計書』にでている、泊主財？の創立年月日の明治 1 7 年2 月というのは疑問である。
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との泊銀行の創立年月については、同じく「県統計書 J であっても、年次によって相違している。

『県統計書』に泊室町？の名がはじめてみえるのは明治2 2 年からであるが、この 2 2 年から 2 5 年

までの『県統計書』では、その創立年月は 2 2 年 4 月となっているのにたいして、 2 6 年からは、

明治 1 7 年 2 月の創立となっている。この点からしても、『県統計書』にでている創立年月は疑問

である。したがづて、明治 1 7 年 2 月の創立というのは、泊銀行の前身の保久社のことであり、そ

の後、泊銀行と改称されたのであろう。【ただし、その改称の年次については、なお検討の余地が

ある。）

共通合資会社は、「県統計書 j ( 3 0 年）では、明治 1 6 年 1 t 月の創立となっているカ2、これ

も「合併系統図J では、共通株式会社の創立は明治 2 6 年となっており、後、明治 4 0 年 1 月に共

通銀行に改称されている。このように、共通合資会社の場合も両資料で創立年月刊臆しているの

であるカ、『県統計書』の 2 9 年以前を調べてみると、共通合資会社の名がはじめて記載きれてい

るのは、 2 9 年においてであり、創立年月は 1 6 年 1 2 月となっている。このことは、かりに創立

は明治 1 6 年に間違いなかったとしても、 2 9 年まではみるべき営業活動がなかったということか

または、 2 9 年以前は、その前身としてのものにすぎなかったということであろう。どちらにして

も、明治 1 6 年の創立ということには、あまり重要性がないということになる。本稿では、共通合

資会社（または共通株式会社）として、形式、内突をととのえるのは、少くとも「合併系統図j f乙

創立年次とされている明治 2 6 年以降と考えたい。

明治 1 3 年 1 2 月創立となっている福野銀行については、どうか。『県統計書』において、福野

重跨？の名のでているのは、明治2 8 年から 3 2 年までであり、 3 3 年以降は名は消えている。この

福野長桁については、『北睦銀行 2 0 年史』の 3 3 1 頁~z: f;t.，.「博有社明治 1 3 年設立後福野銀

行となり、その後廃業j とでている。この叙述とてらしあわせると、『県統計書』にでている福野

銀行の創立の明治 1 3 年というのは、福野銀行そのものの創立年次ではなく、その前身としての博

有社の創立の時であ勺たことがわかる。博有社が、 2 8 年に福野銀行と改称されたから、『県統計

書』の 2 8 年のところに、はじめてその名がでているのであろう。次に福野星野Tの名が『県統計書』

から消える、ちょうどその明治 3 3 年から、その所在地であった福野吋に両璃皇隊？が創立されてい

るのである。それで、との両明銀行と福野銀行との関係であるが、これを上にヲ！用した r ::tt庫銀行

2 0 年史 j の叙述にしたがって、福野主財子は「その後蕗業J したのか、あるいは、両璃銀行に引継

がれたのかは、不明であるが、いまのととろ福野主財？の名が『県統計書』から消えた、ちょうどそ

の 3 3 年から、同じ福伊Tにおいて両璃鈎？の生まれていることを注目しておこう。

な虫、『福野町史』によれば、両稿鈎？の創立されたのは、明治 3 3 年となっており、その点、
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上の叙述と一致しているが、福野銀行の廃業は「3 4 年ごろJ となっており、両璃銀行の創立と一

年ずれていることを附記してお〈。（『福野町史 J 3 9 9 頁）

明治 2 0 年 1 2 月創立と『県統計書』（ 3 0 年）にでている合名会社野村銀行についてはどうか。

「合併系統函j によれば、野村貯蓄銀行の創立は明治3 0 年 2 月となっており、それは前には野村

銀行の名はでていない。その所在地は、東腐波郡城欄丁であるが、『城端町史』を調べると、城端

町 5 7 9 番地の野村理兵衛が、明治 3 0 年に合名会社野村銀行を創立したとなっており、創立年次

に関するかぎり、 「合併系統図」と一致している。（『域繍了史』 1 2 7 1 頁）ところで、明治Q.9

年以前の『県統計書 J で野村主扇子のことがでているのは、明治 2 9 年においてはじめてである。し

たがって、野村銀行の創立は、ほほ明治 2 9 年か 3 0 年 ξみて間違いなかろう。

明治 2 4 年4 月の創立となっている八尾鈎引乙ついてはどうか。『県統計苦手 j では、明治 2 4 年

から 4 0 年までに、八尾鋭？の名はでており、とくに創立年次とされている明治2 4 ~手の『県統計

書』から、その名が記載されはじめている点かちして、 2 4 年の創立というのは間違いなかろう。

八尾銀行が『県統計書』から名の消える 4 1 年以降については、『北睦皇尉子 2 0 年史 J 3 3 1 頁に

は、次の叙述がある。「八尾主照明治 2 4年設立明治 4 2年岩脇銀行と変更大JI:1 3 年両越

銀行新立合併（昭和7 年解散） J

福岡同盟鋭問、『県鯖槽』（ 3 0 年）では、明治 2. 3 年8 月の創立となっているが‘ 「合俳

系統図J では明治28 年五月となっており、両年次はくいちがっている。ところ治込向じく『県統

計書』でも、 2 8 年にはその創立は 2 8 年 3 月となっており、しかも、この 2 8 年3 月となってお

り、しかも、この 2 8 年の『県統計書』から、福岡同盟銀行の名がはじめて記載されるのである。

以上の点からして、福岡同盟主新の倉！泣年月は 2 8 年3 月としておく。

以上、明治 3 0 年前後の地方銀行続出期以前に創立をみたとされている 9 行（『県裾十書』 3 0 

年において）のうち、第十二鈎子、第四十七国立銀行、高間錦子の 5 行をのぞいた、他の 6行の劇

立の時期を栂守した。この6 行のうち、八尾銀行の創立年次の明治2 4 年というのは間違いないが

他の 5行は、たとい 1 0 年代または 2 0 年代前半期において、すでに創立されていたとしても、そ

れは、 3 0 年当時とは、名称、組織の異なったものであったし、また銀行として、まだ十分に基礎

の固まっていなかったものといえる。

なお、 「合併系統図J によれば、明治 1 0 年代において、泊喜良行の前身、保久社の他にも、滑川

銀行の前身として漸進社（ 1 5年 5 月創立）と広通車桁の前身として広通株式会社（ 1 4 年？月創

立）の名がでている。また、明治3 0 年創立の鷹栖金粛？についても、中島氏の研究（第 2 章第 5章
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参照）によれば、その前身として、村内金融機菊であった分通社が明治 1 5 、 1 6 年ごろに倉i泣き

れている。ところが、漸進社、広通株式会社および分通社については、『県統計書』には、何らで

ていない。したがって、少くとも明治 1 0 年代については、『県統計書』の記録は十分に信頼しう

るものとはいえない。

こうして、富山県において、明治 3 0 年前後の地方銀行続出期以前の、 1 0 年代または 2 0 年代

前半期vこ創立され、その形式、内容ともに整い、長良子？の名に健するものとしては、明治 1 0 年代に

は宮山市の第十二銀行と第四十七国立銀行の 2行のみであったし、それに 2 2 年に設立きれた高開

銀行を加えて、ただの 3 行にすぎなかった、といって過言ぎではなかろう。残りの諸銀行は、 2 3 年

創立の福岡同盟主尉？をおそらく唯一の例外として、その他は、すでに 1 0 年代ぎたは 2 0 年代前予

期において、その前身として町村の金融機関程度のものは設立きれていたとしても、まだ十分に銀

行としての内突をともなわなかったから、この 3 0 年前後の時期が、地方銀行設立のプームの時期

であったといえよう。

次に、 3 0 年前後の時期における璃波地方の銀行創立の制見を、他地方との対比において検討し

ょう。

上述の明治3 0 年の『県統計書』から引用した一覧表（第五一 8 表）によれば、’現波地方の銀行

としては、次の 8 行がある。

1. 福野銀行（明治 1 3 年 1 2 月創立？）

両璃銀行（明治3 3 年 1 月創立〕東璃波郡福野町、資本金 1 8, 0 0 0 円

2. 共通合資会社（明治 1 6 年 1 1 月創立？） 共通株式会社（明治 2 6 年創立）西璃波郡戸出

町、資本金2 0, 0 0 0 円

3. 野村長安行（明治 2 0 年 1 2 月創立？明治 2 9 何， 3 0 年）

東璃波郡城端可、資本金 5 0, 0 0 0 円

4. 福岡同盟鏑？（明治2 8 年五月創立〕

西璃波郡福岡町、資本金 1 0 0, 0 0 0 円

5. 璃波銀行（明治 2 7 年 1 月創立）

東稿波郡城端町、資本金 7 0, 0 0 0 円

6. 中越主財子（明治 2 7 年 1 月創立）

東橋渡部閉丁、資本金 3 0 0, 0 0 0 円

ス 勧農合資会社（明治2 8 年 1 1 月創立〉
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東嘱波郡野尻村、資本金 2, 5 0 0 円

& 鷹栖主桁（明治3 0 年 1 1 月創立〉

西嘱波郡鷹樹す、資本金 1 0, 0 0 0 円

この東西両務波郡の 8 行にたいして、他地方ではどうか。富山市、高岡市関係の銀行をのぞくと、

下新川郡には、新潟県境から西の方に向って、泊銀行、黒東主問、五箇庄鋭？、入善銀行、荻生銀

行、桜庄錦子、魚津銀行の 7 行があるよ中新川郡には、滑JI怯断子、水橋銀行、新Jll銀行の 5行があ

る。婦負郡では八尾室開と越中商業銀行の 2行がある。射水郡は新湊銀行と伏木銀行の2 行があり、

氷見郡は氷見儲7の 1 行にすぎない。

以上、富山市、高岡市をのぞいた、郡部をみると、下新川郡の 7 行というのは、嘱波地方の8行

とほぼ同数であるが、中新川郡の 5 行（滑川町、 7.Jq喬町、五百石町）、婦負郡の 2行（いずれも八

開T) 、射水郡の 2行（新伊Tと伏オ事了）、氷見郡の 1 行に比較すると、暗波地方の 8 行と下新川

郡の 7行は数の多いことで目をひく。ところが、下新川郡の 7行というのは、その数において、穂

波地方の8 行に匹敵するが、それら 7行の地域的な散らばりぐあいをみると次のどをくである。新

潟県境に近い泊町における、泊鈎？と黒東銀行の2行と、入善町の入説折、および月山村におけ

る五箇庄銀行とをあわせて4行は、一つのまとまりのある泊、入善地域にあるとみてよい。、ところ

仇三日市の桜庄鎖子と、その隣村にある荻生銀行の 2行は、泊、入善地域から相当に構った地点

にあり、またこの三日市地区と、これまた相当隔った魚津町に魚津長関子がある。こうみてくると、

下新川郡の 7 行という場合、泊、入善地域の 4行と、三日市地域の 2行L 魚津町の 1 行と、 5地

域に分散して存在するのであり、下新川郡には、まとまって7行が存在していたのではない。この

下新川郡の 5地域への分散状態に比較すれ』え東西両暗波郡の 8行というのは、福岡銀行のみが、

例外的にはずれた地点にあるが、他の 7行は、中越鉄道の駅、または線路にそって、城端町に 2 行

福伊Tに 1 行、野尻村に 1 行、鷹樹ずに 1 行も出町に 1 行、戸出町に 1 行と、帯状につらなって存

在している。つまり、嘱波地方の場合は、他地方のように、特定の有力町、村に銀行が散在してい

て、それらが単に点として存在していたのとは異なって、いわば、中越鉄道に沿って、有力町村を

ベルトで結ぶ、そのベルトにそって、 7 喜E討すが 3 0 年前後に創立されたのである。これは、嘱波地

方は、他の地方と異なって、嘱波中央部の平場地帯は地味豊かな穀倉として、有力な町村が多数存

在したことと、当時、この平場鮒捕の後手干地としての山寄り、または山ろく地帯に、生糸、絹、綿

麻等の織物業の多数のマニユフアグチャ工場をもっ有力町村の経済力を基盤として、地方銀行が設

立されたことによるのであろう。一方、同じ時期に、この豊かな殺倉としての中央、平場地帯と、
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その背後地の山寄り、山際のマニュファクチャ町不すを高問、伏木に結ぶものとして、中越鉄道が敷

設されたことはすでに述べたが、との中越鉄道の敷設と、一連の地方銀行の設立の時期と場所の、

きわだった対応、一教に注目したいの匂ある。

（注） 3 0 年の時点では、穂波地方の幸郎？数は以上の 8行であったが、その後数年間の推移は

次の如くである。中越鉄道が城端一高岡・伏木聞の工事を完了した翌年の 3 4 年には、 3 0 年の

8 行のうち、勧農合資会社、福野室蘭？の 2 行の名は消えている。このうち、勧農合資会社はすで

に 3 2 年に名が消えており、それ以後『県統計書』に名がでていない。福野長野子は 3 3 年に名は

消えているが、そのかわりに、同じ年に同じ福酔了に再現雪量桁（資本金 2 0 万円）が創立されて

いることはすでにのベた。 3 4 年に新たに名のでているのは、井波釘？（東璃波郡井伊丁、資木

金5 万円）、広通銀行（西璃波郡高波村北高木、資本金 3 4,3 7 5 円入神沢銀行（東璃波郡出

町、資本金2 万 5 千円）と戸出貯金主尉子（西璃波郡戸出町、資本金 7 万円）の 4 行である。とう

して明治 3 4 年の時点では、名の消えた勧差是合資会社、福野銀貯の 2行にたいして、 5行（両務

銀行をも含めて）が加わり、明治3 0 年の 8 行にたして 1 1 行となる。これで、璃波地方の地方

翁2行はほぼでそろうのである。

つぎに、これら璃波の地方銀行の創立と地主層との関係を検討しよう。

前掲第8 表における、明治3 0 年の璃波地方の 8 行のうち、創立の発起人、役員関係を知りうる

のは、中越銀行、鷹栖銀行の 2行にすぎない。中越銀行については、『中越銀行創立三十年誌』（

大正 1 4 年 1 月刊〉があり、鷹栖銀行については、『鷹榔す史 jに該当する記事がある。

（注〉 富山県の地方銀行の沿革史については、現に手に入るものは、『北陸鎖す 2 0 年史 j 、

『第十＝銀行史』、『中鱗桁創立三十年誌』、『神沢長桁沿革要史』、『 4 5 年誌・滑JI I鏑T』

『水橋室桁 4 5 年有終誌』、『 1J、杉銀行滑革誌』、『氷見銀行三十年誌』、『高岡共立銀行有終

史1.. r 富山県農工主桁株主人名簿』がある。

中越銀行創立の発起人および役員。

明治2 7 年7 月？目、設立認可を申請し、？月 1 a B Uこ認可をえているが、発起人は次の 1 8 名

である。

岡本八平 大矢四郎兵衛 矢後孫ニ 府棒直次 桜井宗一郎 大井長平

根尾宗四郎秘烏与信 吉田仁平 土倉弥平 藤井長太郎 高広次平

島本正孝 安念次左ヱ門 上埜十方エ門
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加賀谷四郎三郎 菊野久太郎 北林九郎平

明治2 7 年 1 1 月 1 7 日、倉！操経企を開き資本金 2 0 万円、株式 4 千株（ 1 株 5 0 円）をきめ、

役員は次のとおり。

取締役 岡本八平 桜井宗一郎

安念次左ェ門 矢後孫二

監蚕役 上主主十右ヱ門 小楠宣次 松島与信

取締役の互選によって

頭取岡本八平、 支配人安念次左ヱ門

と決定。

中越皇隊Tは、明治 3 （）年 1 2 {13 1 日現在において、第8表のごとく、稿、波地方で営業中の上述

の 8行のうち、その資本金は 3 0 万円、〈＆千株〉と、最大規摸であり、第 2位の福岡同盟銀行の資

本金 1 0 万円、第 5位の璃渡銀行の 7 万円と比較して、断然大きな資本規模であったことがわかる。

当時、富山県全体の 3 2 行のうち、最大の資本規模は、富山市の第十二銀行の 2 0 0 万円であるが

これを別格とすれば、それについて、第2位の資本規撲は、中越銀行の 3 0 万円であり、 3 0 万円

というのは、中越銀行の他町士、富山市の第四十七国立銀行、高岡市の高同銀行と高岡共立主桁の

5行にすぎない。このように中越鋭？は、当時、璃波地方第 1 の資本規模をほこる代表的銀行であ

ったのみならず、全県下においても、第 1 級の資本規績の銀行であったし、富山・高岡両市の銀行

と同格の資本規摸をもつものは、郡部のうちではこの中越重郎？のみであった。このことと、かっ、

嘱波地方に、中越銀行以下8行という数多くの地方銀行をもっていたということからしても、当時

の嬬波地方の、県経済、金融界に占める優越した位置づけを知ることができる。次に、中越銀行の

本店所在地f土、西璃波郡出町であるが、出町は地理的に、東西両腐波地方のほぼ中心に位置してい

鉄道敷設を発議する最初の協議会も、出町において、両璃波、高問、伏木の有力者が集って開催さ

れたのであった。

これらのことから、当時の璃波地方の中心部の出町に本店をおく、中越主ffl:f子は、隅波の 8 銀行の

うちの中心的、代表的銀行であったことがわかる。

この中越銀行創立の発起人 1 8 名のうち、すでに検討した中越鉄道敷設の発起人に名をつらねて

いたのは、次の？名である。

大矢四郎兵衛 矢後孫ニ 小幡直次 大井長平 松島与信 藤井長大郎

高広次平 安念次左ヱ門 菊野久太郎
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つまり、中越樹子創立の発記入 1 8 名のうち丁度半数仇中越鉄道の発起人に名をつらねていた

のである。この？名のうち、出町および、その近辺の人は、小幡宣次〈出町）、大矢四郎兵衛（鷹

搬す）、安念次左エ門（大田村）、藤井長対日（中野村入それに庄｝ !l をへだてた庄東地域の松島

与信（権正寺〉の 5 名である。戸出町近辺では、大井長平（吉住村）と矢後孫ニ（様蹴す）の 2 名

がある。以上7 初土、出町と戸出町を中心とし、この両町の周辺の部落からで、ている、代表的対也

主・有力者たちである。以上7 名の他に菊野久太郎と高広次平は、開Tから相当隔った地点の人で

ある。すなわち、菊野は出町よりもむしろ井波町に近い松原上野の巨大地主であり、高広次平は、

出町はもとより、戸出町からも相当に隔った福岡町の巨大地主で、ある。

つぎに、中越銀行の発起人 1 8 名のうち、のこる？名の主だった人たちを検討しよう。

岡本八平。五鹿屋村＝五部大対

五郎叫すは、出町の近辺にある部落で、岡本八平はその巨大地主である。彼については、すでに

第I編第 2章第5 節で閲読した。岡本は、明治 4 0 年4 月、闘すの野村島村の不起也主として、他

の不在地主の田上六太郎（東山見対）、宇野直次（井波町）らとともに、野村島村の分与米廃止を

申入れた当事者であった。明治4 0 年当時、岡本は、 8 6. 7 町所有の巨大地主であった（農政調査

会「富山県璃波地方における慣行小作権の構成と農地改革J 3 3 頁参開）。大正 1 3 年の調査では

5 9 町の貸付地を有する、呉西地方第 1 6 諮問の大地主であった。

岡本は、県多額納税者として、明治 3 7年には第 1 5位、明治 4 4 年にも 1 5 位に位置していた。

なお、岡本の大矢との関係では、明治 1 6 年 6 月に‘璃波郡連合判丁村会議員選挙で、両者が対立

し、大矢が当選したことカ、中島氏の研究にでている。

また岡本は、明治 3 3 年 1 1 月の県会議員の補選で当選して、 3 6 年？月まで、県会議員であっ

~· ，」。

桜井宗一郎。東璃波郡油田村

大井長平の実兄であり、油田村の大地主。明治 1 2 年 2 月、璃波郡油田村大字三部大対外 2 0 ケ

村の戸長に就任、 1 3 年五月辞任。 1 7 年 7 月、三郎丸村外 2 3 ケ村戸長に就任、 1 9 年辞任。 20

年以降、嘱波義倉会議員、郡会大地主議員等を歴任。中越童桁の取締役の他に、共通銀行社長、出

町倉庫株式会社、戸出貯金主桁の各取締役および高岡共立銀行、高岡米穀取引所の監査役を歴任。

土地所有規模はy 明治時代は米詳であるが、大正 1 3 年の調査では、 7 2 町歩で、呉西地方第11

番目の大地主であった。

また、県多額納税者としては、明治3 6 年に、第 1 3 位、丈lE 1 4 年には第 2 9 位を占めている。
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根尾宗四郎、東璃波郡庄下村2矢7悼す

矢木村の大地主で、明治時代の土地所有規模は未詳である治元大IE 1 3 年の調査では、 1 0 2 町

歩の貸付地を有する呉西地方第9位の巨大地主である。

中越銀行の発起人の他に、出町倉庫株式会社取締役を歴任している。

政界では、明治 3 6 年 9 月に東璃波郡会議員となり、 1 0 月には郡会議長に当選。また明治 4 0 

年？月～4 4 年？月の県会議員である。

県多額納税者としては、明治 3 7 年の第 1 1 位、明治 3 9 年の第1.q 位で、県有数の多額所得者

であった。

吉田仁平。西璃波郡戸出町

『戸出資料』によれば、吉田家t士、元禄年間より、庄下郷秋瀞すにあって、麻布製造に世事し、

昭和年間に戸出村へ移住して事業を拡張したことがでている。（ 3 1 5 頁）との『戸出資料』の叙

述からおして‘吉田家はもともとの大地主ではなく、麻布製造の生産者また麻商人として産をなし、

次第に土地集積をしたものであろう。吉田の明治時代の土均新有規摸は未詳である九大正 1 3 年

の調査では、 5 5 町歩貸付の大地主。

中越銀行の発起人の他に、戸出貯金銀行の頭取、戸出物産株式会社社長 f綿識物生産）、製絹合

資会社および高岡共立銀行の各役員をしている。つまり、吉田仁平は、同芯く大地主の大井長平、

桜井宗一郎とともに、戸出、出町の地域において、他産業に積極的に手を出した顕著な割といえる。

なお、戸出町にある製絹合資会社t土、『県鯖十書』明治 3 4 年によれば、創立は明治 3 .1 年？月

であり、絹羽二重を生産し、麗用人員は、 1 4 才以上では、職工として男子5 名と女子 3 0 名、徒．

弟として、男子 2 名、女子 4 名を雇用し、また 1 4 才未満では職工として女子 5 名、徒弟として男

子 6 名、女子 2 0 名を震用している、当時としては相当大規模なマエ且ブアクチャであった。また

戸出物産株式会社は、明治 2 9 年 1 a 月創立で、 1 4 才叫上の職工は男子 5 名、女子 1 5 名、 1 4 

才未満では女子 1 5 名を雇用する工場であった。

加賀谷四郎三郎。西璃波郡横生村

加賀谷については、くわしいことは未詳である治、大地主であることは、大正 1 3 年の調査で、

貸付地 6 0 町歩をもち、呉西地方で第 1 5 位であることからわかる。なお、力摺尾の住所の埴生村

は、出町、戸出町からはるかに離れた場所にあり、石動町の隣村であることに注目したい。

以上のほかの土倉弥平、島本正孝、上埜十右ヱ門、北村九郎平については不明である。
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以上、明治2 7 年の中越鏑背l位の発起人 1 8 名のうち、略歴のわかる 1 4 名を検討した。この

1 4 名のうち、中越鉄道の発起人に入っていた？名はもちろんのこと、それに名をつらねていなか

った、岡本八平、桜井宗一郎、根尾宗四郎、吉田仁平、加費量四郎三郎の 5 名も、当時の璃波地方

の代表的大地主であり、有力者であったととがわかる。大地主という点については、時期は大分く

だるカミ大正 1 3 年の調査において、会呉西地方の 5 0 町歩以上地主 2 4 名のうちには、この中越

銀行の発起人に名をつらねている人たちが大きな比率をしめている。すなわち、呉西地方の 5 0 町

歩以上の大地主 2 4 名のうち、前節の高岡商人目地主のところで述べた、金団眉丈以下の高間関係

の 9 名をのぞいた、残りの 1 5 名のうちでは、中越主原子発起人から 8 名が入っているのである。次

にその氏名と土地所有規模をかかげよう。

高広次平 西嘱波郡福岡町 1 6 5 町

菊野ふみ 東璃波郡山野村（松原上野） 1 0 5町

根尾宗四郎 東璃波郡庄下村字矢木村 1 0 2 町

桜井宗一郎 東璃波郡油田村 7 2 町

加賀谷四郎 西璃波郡埴生村 6 0 町

関本八平 東璃波郡五鹿谷村（五郎大対） 5 9 町

吉田仁王手 西璃波郡戸出町 5 5 町

安念次郎左エ門 東璃波郡大田村 5 2 町

次に注意すべき点は、発起人 1 8 名のうちの、上に検討した 1 4 名の住所であるヵ、その大部分

は出町、戸出町を中心として、その近辺の人たちであった。しかし、その中には、福岡町の高広次

平、石動町に近い埴生村の加賀谷四郎三郎、庄川町にちかい松原上野の菊野久太郎の 5 名が入って

いるととからして、本店の所在地が出町にあった中越銀行』士、地理的、地欄句に璃波中心部に位置

していたとともに、発起人は全璃波的な規模であつまっていたといえる。もちろん、これを中越鉄

道の発起人のうち隅波関係 2 6 名の地域的分布状態に比較すれば、中越主財Tの場合は井波、城端、

福光、福野の各町から発起人が入っていないのであるから、その地域的ひろがりにおいて、劣るこ

とはたしかである。しかし嘱波地方で、地方S隠すがこの時点でた仕切中越街子だけが創立された

のではないかち、それは当然のことである。むしろわれわれは、この時期に他にも多くの地方銀行

が設立きれたにもかかわらず、この中越主防？に全璃波的規模で、大地主、有力者が結集しているこ

とに注目したい。

いま一つ注意すべきことは、これら発起人のうちには、中越鉄道のみならず、広く他の主防九企
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業に関係していた人の多いととである。福岡町の高広次平』士、福岡同盟銀行の創立者の一人であり、

ずっと頭取をつとめていた。桜井宗一郎と大井長平は共通銀行の創立者、桜井、大井、吉田仁平は

戸出前古銀行の役員、また大井と吉田はそれぞれ当時としては大規模なマニュファクチヤの経営主

であった。大矢四郎兵衛は鷹栖銀朽の創立者の一人であった。なお、高広次平をはじめとして吉田

仁平、桜井宗一郎、菊野久太郎は、たんに璃波地方において広く他銀行、他企業に関係しでいたの

みならず、明治 2 8 年創立の高岡共通室前？に重要な役員！として入っていた。かくして彼らは、璃波

地方と高岡市を含めての全呉西地方での経済、金融界での代謝句有力者であった。

鷹栖銀行について。

『鷹栖村史』によれば、 「明治3 0 年臼清戦争後の好景気に伴って、村内有志相計り室関？業の開

始をなすことに決し、大蔵大臣の免許を得て発起人は左のg 0 名が名をつらね、各入金 5 0 0 円宛

を出資して金一万円の資本をもって合資会社鷹栖銀行カ2発足した。 J ( 9 0 頁）とあるゐ

この発起人 2 0 名の名をあげる前に、鷹栖銀行の前身として村内金融のために明治 1 5 、 1 6 年

ごろに創立された分通社の関係者についてふれておこう。分通社は、中島氏の研究によれば、大矢

四郎兵衛の主唱により、資本金 5 千円で創立されたが、銀行条例の公布施行により解散した。その

記念として石燈龍一基を笹清記念碑前に建立しそのそばの石に加入者の氏名がとどめられている。

氏名は次のとおりである。

大矢四郎兵衛

多田茂三郎

大谷三郎

中西甚大郎

渡辺栄次郎

中谷壮平

四谷与平

癒師嘉作

吉田七次郎

以上の？名のうちの大部分はすでに第 I編第 1 章において検討した人たちであり、鷹樹すの代表
,, 

的な大地主、有力者たちであった。すなわち、明治8年の土地所有規摸でいえば、大矢は 2 4.8 町

吉田は 1 1. 6 町、中西は 1 3 町、耀師は 5. 4 町、渡辺は 5町、多国は 4. 7 町、四谷は 4.8 町であり

彼らは鷹樹すの上位土地所有者の大部分であった。（第 I編第 T 章第 1 節の第 1 表参照）また、中

谷は、 1 3 年 1 月～ 1 7 年6 月の公選の戸長であった。

（大谷三郎は未詳）

次に、明治3 0 年創立の鷹栖銀行の発起人をみよう4

島田秀吉郎 大矢四郎兵衛 四谷儀平

・
同

A
由

主

ザ

茂

九

田多 砂田三大部

原田八百蔵

砂田善蔵

山本宗大郎

四谷与平

吉田七次郎

池田効左ヱ門

原田与台

今井信平

癖市孫太郎
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中明文平 田中次平 小倉金右ヱ門 小倉政五郎 林卯三郎

この 2 0 名は当時における村内の有カ者、上位土地所有者たちを網羅的に集めた顔ぶれであった。

（第 1 表参照｝

中越鏑？、鷹栖銀行以外ではよ福岡同盟銀行、共通合名会社（共通量桁〉、戸出貯金銀行の役員

についてはすでに若干ふれた。その他では、城端町の野村鎖？と瞬、波銀行については、前者は野村

理兵衛が明治 3 0 年に創立したま桁であり、野村家は先代が呉服商を営み、美濃縞を取扱って産を

なした家である（「町史』 1 2 7 1 頁人璃波鈎7は中越鉄道の発起人の一人であった大地主、荒

木文平が創立者でかつ、頭取であった。

（注〉 神沢鋭Tは、『神沢長桁沿革要史』によれば、明治 3 1 何月 1 目、神沢まつの個人銀

行（資本金 2 万 5千円）として創立されたものである。神沢まつについてはくわしいことはわか

らないが、呉服商であった。土地所有関係は未詳。

これを要するに、明治3 0 年当時の璃波地方のこれら地方銀行の創立にあたっては、大地主たち

が決贈包な役割をはたしたといえるし、しかも彼らの多くは中越鉄道敷設の発起人であった。こう

して彼らは政治的、経済的、社会的にも代表的な有力者たちで，あったといえる。

第 4 節要約と展望

2章では、戦前？とおける嘱波地方の鷹樹すと射水郡の大島村の両村における地主層と他産業との

関連を検討した。開栖村では、すでに早く日清戦争前後以来、大地主たちは積樹句に他産業に手を

・だしていたのにた、いして、大島村でf;J::，，.昭和 1 0 年どろまでは、特殊な例外をのそ・いては、地主で

他産業に手をだしたのは絶無といってよかった。鷹栖村の場合は、明治3 1，年の永小作権の確立に

よって、～小作側の耕作権が安定・確立し、したがって地主側からの収奪の強化や、小作地の売逃け・

は国難になったととが、地主層の他産業への進出の根本的な理由の『つであった。しかし、この地

主層の他産業への進出は、永小作権の確立を根拠とし、前提としてのことには間違いなかったが、

たんにそれのみの理由によるのではなかった。

鷹栖村を包含する璃波地方においては、その中央平坦部』士、富山平野の穀倉として農業生産カが

高かったことと、この中央平坦部の背後地帯である山寄り、山際には、生糸、絹掛物を中心とす

る織物業の数多くのマニ z フ 7クチャ工場をもっ～・連の昨存が存在していたことから、この平坦部
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と背後地帯の両者をつうじて、一つの璃波経済圏ともいうべき広汎な社会的分業が展開されていた。

この社会的分業の展開、したがって商品生産、商品流通の進展に媒介されて、一般に嘱波の農村で

の消費生活は豊富多様化し、家族家計費、交際費（冠婚葬祭）が上昇した。それ故に鷹樹ずにみら

れたごとく、そこでは、大島村の場合よりも、地主の地代水準〈取分〉は高かったにもかかわらず、

費用倒れのケースが多かった。地主層は、この家計費膨脹に対処するために、収入増大の必要に迫

られたのである治、その際、永子作権の強固な枠の故に、 1J、作側へのしわょせによる収入増大の途

は困難であった。このことが、地主たちをして、積極的に他産業へ進出させた理由であったと考え

られる。それにたいして、大島村の場合i之、湿田地帯で反当収量が低くかった。それのみならず、

大島村は地理的に高岡市と小杉町の7度中間に位置していたが、高岡と小杉を含めた意味での経渚

圏の確立、したがって社会的分業の展開になされるにはいたらなかった。もっとも、売薬の元締と

売子という関係では、大島村は高岡市左1J寸抑Tとによ守て支閤される関係にあったことは疑いない

が、一般的にいって、大島村は両者から分離、孤立した、いわば］つのH 島かと考えられる状態に

とどまって、商品経済の展開はなお十分ではなかった。このことカミ、その地主たちの他産業への進

出のみられなかった理由であろう。

かくして、両村における、地主層と他産業との関連における相違は、あきらかにそれぞれの経済

の発展開皆の相違に対応していたものといえるのである。しかし、この発展段階の相違にもかかわ

らず、献すの最大の写おそらくは唯一のとも称しうる農産物である米じまた米作のための創巴と

の価格決定と売買においては、商業都市、高岡の米穀・把粧の取5.［所によって‘献すは高岡商人た

ちによって掌握されていたのであり、その点では共通であった。

第3 章においては、明治時代における嘱波地方と県経済に占める位置と、璃波地方と高岡市との

関係を検討した。

嘱波地方は、富山県カ箔Jll県から分県した明治 1 6 年から、ほほ明治2 0 年代をつうじて，農、

工業のいずれにおいても、県の最先進地帯として、県経済に庄傍駒比重を占めていた。この先進地

帯の璃波地方を、県の荷業界の中心地の高岡市および伏木港に結びつけるものとして、中越鉄道が

敷設されたのであった。中越鉄道敷設の発起人として参加した 3 2 名t士、当時の璃波地方と高岡市

伏木港のそれぞれを代表するような大地主、大商人たちであった。このうち、璃波地方かち名をつ

らねている 2 6 名の発起人たちにおいて、当時における大地主たちの他産業への進出の典型的事例

をみるのである。（もちろん、 2 6 名のうちには、大地主のみならず、山際地帯のー嘩の有力町村

からは、代表的なマエュフプクチャ主たもの入っていたことは、すでに検討した。）しかも、彼ら
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大地主たちは、鉄道敷設のみならず、他の諸産業へも積極守に乗りだLた開明的な地主たちであっ

た。

中越鉄道敷設の明治 3 0 年前後Ii＂丁度、富山県において、数多くの地方銀行の続出した時期で

もあった。とくに璃波地方で以他地方よりも、はるかに多くの地方餅？が有力町村において軒並

に創立された。これら地方針子創立の発起人たちも、その多く比それら町村の代表的な大地主た

ちであった。と〈に、璃波地方最大の資本規模をもって、地理的に璃波のほぼ中心地である出町に

設立された中越銀行の発起人 1 8 名のうち、半数の？名までが、中越鉄道の発起人 2 6 名のうちに

入っていた大地主たちであった。この？名を含めて、中越皇隊？の発起人の大部分は、中越鉄道と中

越主的？のみならず、他の諸産業、企業にも積極的に手をだした人たちであった。

きて、中越鉄道敷設の璃波倒jからの発起人のほとんどが、他産業に手をだした大地主たちであっ

たが、高関市、伏木港から参加していた人たちも、それそ三れを代表するような大薦人．大地主、有

力者たちであったことは、すでにのベた。

つまり、中越鉄道の敷設ということは、当時の県経済の農、工業の両面にわたる先進地帯匂あっ

た璃波地方を、県商業界の中心地の高岡市と県噛ーの良港、伏木港に結ぶものであり、そのために

それぞれの代表的な対也主、大商人、マニユブアクチャ経営主たちが発起人として結集したのであ

った。換言すれば、それは、明治 1 6 年の分県以来、米穀担料等の取引所をつうじて、県商業界と

掌握していた高岡市を中心として、その背後地帯であり、米と織物の県最大の生産地帯である嘱波

地方と、ぎた高間市の玄関口としての県随一の伏木港を、中越鉄道によって、より完全に結ぶこと

であって、それは、嘱波＝高岡・伏木地域の県経済における先進性、優超性を示すものであった。

このように、中越鉄道の敷設が、矯波地方の県経済における先進性・優超性の結果であったが、

この鉄道敷設の時期が、この地方の県経済における地位の低下のはじまる時期でもあった。つまり

日清戦争後の産業革命のとの時期』士、県経済における主導力の交替のはじまる時期でもあ 9たわけ

である。

それを示すのは、次の 2 点である。

ー第 1 点。富山県分県の明治下手年から、ほほ 2 0 年をつうじて、農、工業の両面にわたって、璃

波地方が県の最先進地帯でまbフたカミ、大体 3 0 年ごろから、その地位の相対的低下がはじまるので

ある。

まず農業生産をみよう。

明治 1 6 、 7 年の時点で、購波地方は県農業の死命を制する米作において、県下で圧倒的比重を
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占めていたことは、すでに述べた。すなわち、璃波地方は、耕作反別において、県下の 3 苦手l足らず

の割合にもかかわらず、マ収獲量においては4割を占めていた。それにたいして、新)If ・婦負・射水

の各郡は、収獲量においても反当収量においても、格段に低い水準ーであった。ところカ込嘱波地方

のこの圧倒的優位は‘すでに 2 0 年末から大きな低下をはじめる。たとえば、明治3 1 年には、｛

3 0 年は、ウンカの発生で例外的な凶作の年であづたから、除外する〉、嘱波地方は、東西宮高波を

併わせて計算すれば、耕作反別は、県全体の 5 割前後（ 2 史 2 者〉と、明治 1 7 年当時とかわって

いない方、収獲量の占める比率は、大きく低下して、 5割を若干上回る水準（ 33.2% ）にすぎな

くなっている。それにたいして、新J!I地方は、上、中、下の三郡をあわせた計算では、耕作反別の

比率の 4 割あきり（ 42.2% ）にたいして、収穫量の割合も 4塑jちか＜（ 38.2 腎）になっている

のである。つまり、暗波と新川の両地方は、明治 1 7 年当時に比較すれば‘いずれも反当収量の順

当な上昇をみせているのであるが、その中において、新JI！地方の方がはるかに顕著であり、その結

果として、両者の反収においては、なお璃波の優位は間違いないが‘格差はいちじるしく縮少して

いるのである。（明治 1 7 年、開波地方 1. 8 3 瓦食、新川地方 0. 9 1 5石位、明治3 1 年、預波

地方2.1 8 瓦食、 新J! I地方 1. 7 6石役。）

こうして、米作における璃波地方の地位の相対的低下は歴然としている。

つぎに工業生産については、どうか。

明治 1 7 年当時の主要工業生露哲りとしてのセシイ製品においては、嘱波地方以外では、魚津近辺

の白木綿と婦負郡八尾町の生糸、羽二重とを特殊な例外として、織物工業全体をとってみれば、福

光をはじめとする井広域端、福野の各町における生糸、絹、綿、麻織物の生産において、璃波地

方は県下できわだった優位をしめていた。ところカL、中越鉄道敷設後の明治3 4. 5 年の時点では、

すでに絹識物において、中新川郡が顕著な進出をしめして、璃波地方を抜いているのである。もち

ろん、織物業全体とすれば、なお璃波地方の優位は争えないととろであるが、当時の最重要な織物

守ある絹融助では、かつての後進地帯の中新川郡にあって五百石町、上市町等において、日清戦争

後の時点で多くのマ三ユファクチャ工場の接生したことは世田されねばならぬ。しかも重要なとと

は、中新川郡の絹織物業界カミ単にその数量、価額において璃波地方を抜いたにとどまちず、工場の

機械設備において県下関ーの力機機数を誇っているととである。（若手時期がお〈れるカ1、明治41

年の『県統計書』によれば、カ織穆轍は、第2位の西璃波郡の 127f:iiにたいして、中新川郡は、

1 4 0 台で最大の台数をしめし、その他では射オ告官の8ι 台、宮山市の 3 0 台、上新川郡の 2 0 台

婦負郡の 1 4 台の＂債になっている。〕

なお中新川郡において、五百石町、上市町を中心として絹機物業のマエュフアクチャ工場の族生
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のはじまったのと、ほほ同じ時期である明治 2 8 年 1 2 月には、その五百石町において新JI怯院すが

創立されている。この創立と、マエ且ファクチャ工場の急激な嬢生とには、恐らく密接な関連があ

ったことであろう。それはとも角として、中越鉄道敷設後の明治3 4 、 5年の時点で絹織物業にお

いて、璃波地方の霊位のくずれたことは重要である。

こうして、農業においても、工業においても、璃波地方の県経済における庄倒的優位の時代が去

りつつあることがわかるのである。

第二にあぐべきは、つぎの点である。

呉西地方において中越鉄道敷設の着工、完成をみる、丁度その同じ時諸に、雪山市では有力者た

ちが結集して、新産業である官気産業の基礎をすえたことである。

すなわち、明治 2 9 年 7 月 2 日に富山電燈株式会社の設立願書が提出され、 3 0 年 1 1 月 2 3 日

には富山市において創立総会がもたれ、 3 2 年 4 月 2 5 臼には開業をみているのである。富山電燈

の設立願書の提出した 2 9 年は、丁度、中越鉄道の着工された年であり、開業の年の 1 年前の 3 1 

年には、中越鉄道は城端、高岡間が開通し、経営されているのである。つまり呉西地方では、務波

地方をはじめ高岡市、伏オザ告の有力者たちが死力をつくして中越鉄道の敷設に打込んでいたその時

期に、富山市の有力者たちは、その後の富山県経済の基軸になった新産業の電気産業の基礎をすえ

るためにカを結集していたのであった。その中心人物は、 3 0 年 1 1 月 2 3 日の創立若者会で社長十こ

就任した金問叉左ヱ門であった。

宮山電燈は、明治3 2 年4 月 2 5 日の開業の直後の8 月 1 1 日に、富山市の大火にあって本社建

物と諸設備を焼失するという一大打撃をうけ、これを契機として翌 3 3 年には、資本金を 1 0 万円

から 6 万円に縮少するにいたる。しかし、この障害をのりこえて、明治 3 6 ＆：手には営業成績がすこ

ぶる上って、 1 割 7 分の高間当をするまでになり、資本金も ι 万円から？万円へと増額するのであ

る。この明治 3 6 年という年は、金問と同じく改進党の代議士として、ともに盟会で活躍していた

嘱波地方の大矢四郎兵衛は、中越鉄道敷設事業で失敗・没落して、北海道岩内郡に移住した年であ

り、この両者の 3 6 年における相違が、璃波地方と富山市の県経済における位置を象徴的にしめし

ているともいえよう。富山電燈は、さらに日露戦争後の明治 4 1 年には、資本金を9 万円からー拠

に 6 0 万円に増額して、その名称も宮山電気株式会社と改称し、ここにその基礎は困るのである。

一方、高岡市においては、富山市にややおくれて、富山電澄株式会社の開業した翌年の明治 3 3 

年5 月に高岡紡績株式会社が、兼営事業として電燈供給事業に手をだすカ弘同年6 月の高岡市の大

火で、この計画は失敗する。高岡電燈株式会社が、高岡紡績より経営権を譲渡されて独自に設立さ
れたのは、明治 3 6 年であり、この会社の社長になったのは、高岡市の代表的商人であり沌庄であ
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る菅野伝右エ門 2 代田〉であった。ところが、この高岡電燈は、富山電農に比して、資本規模に

おいても工場設備においても格断に劣ったことは否定できない。かくして電気産業においては、そ

の本拠は富山電気株式会社ということであった。

以上みたごとく、ほほ中越鉄道敷設後の時期を境として、富山県経済の童心は次第に呉西地方か

ら呉東地方へ、高岡市中心かち富山市の方へと移動しはじめるとみてよいのではないか。この富山

市は、電気産業の本拠地として、かっその背後の工場地帯として絹織物業の五百石町、上市町等を

もち、県経済の中心としての位置を確保する方向に向うのである。しかし、それらの点の立入った

分析は本稿の範囲をこえるものである。
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論集』第4 集 1 9 6 4 年）

古岡英明「明治初年の海運と藤井能三j

「明治中期以前の伏オ議荷投呈の変窪j

（『越中史壇』 4号、 1 0 号）
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ヰ討す吉弘「中鵠鉄道創業史j 「ある紡績工場の創業J

（「越中史壇 J 1 0 号.1 3 号）
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資料 I 明治時代の国会議長選挙

第 4 回貴族院議員互選（M 2 3. 6. 1 o) 

馬場道久（自由）

第 1 回衆議院議員選挙 M 2 3. 7 

第 f区（富山市、上新川郡婦負郡）

②関野善次郎（改 進

⑪醗部四郎 f大 同

｜一場事職 2 三 1 1. 1 8 補選

党）

派｝

＠石坂専之介 f立憲自由党）

第 2区 f下新川郡）

③田村惟昌 f改 進 党｝

第五区〈高岡市、射水郡）

＠南 磯一郎（大 同 派｝

第 A区 α爵波郡）

③島田孝之（改 進 党）

臨時総選挙 M 2 5. 2. 1 5 

第 t区＠岩城隆常｛北陸自由党）

②原 弘三 f吏党、婦負郡長）

第 2区②谷 順乎（北陸自由党）

第五区③稲垣 示 f北陸自由党）

第 4区③武部其文りじ陸自由党）

し畿裁判の結果、島田の勝訴となる

第五回総選挙 M 2 7. 3. 1 

第 t区③関野善次郎 f改 進 党）

②原 弘ニ（国民協会）

-1<19 ー

落重松覚平 f大同派）

落小林 生（愛国公党）

落重松覚平（大同派）

落片山修造（大同派）

,, 伊東結寛（ ,, 

落大橋十右エ門（改進党｝

落武部街志 f大同派）

落関野善次郎〈改進党）

落菅原滋治（自由党）

落田村惟畠 f改進党3

落本林 篤 f改進党）

落島田孝之（改進党）

落重松覚平 f自由党）

落神保東作（自由党｝



第2区②野村修造改 進 党） 落伊東紡寛（自由党｝

第五区③稲垣 示 f 自 白 党） 落岩間覚平 f自由党｝

第 4区＠島田孝之（改 進 党） 落武部其文 f自由党｝

第 A回総選挙 M2Z 9. 1 

第 t 区③金岡 又左エ門 f改進系無所属） 落重松覚平 f自由党）

③内山正治快進系無所属） 落神保東作（自由党）

第2区②漆間民夫「改 進 党）

第 5区⑪南島間作 f自由系無所属）

第 4区③島田孝之（改 進 党） 落武部其文（自由党）

貴族院議員互選 M 3 0. 6, 1 0 

＠菅野伝右エ門「自 自 派）

第 5回総選挙 M 3 1. 3. 1 5 

第 t i孟③内山松世 f進 歩） 次馬場道久（自 自）

＠金山従草（進 歩）

第 2区③西回収三（進 歩） 次長島武布ヱ門（自 自）

第 5区②坂井敬義（自 由） 次黒田儀平（進 歩）

第 4区②大矢四郎兵衛（進 歩） 次上埜安太郎（自 出）

第 6回総選挙 M 3 1. 8. 1 0 

第 1区⑪内山松世情 政） 落金山従事（憲政）馬場道久 f憲政）

⑪金岡又左エ門 f憲 政） 落林豊二 f憲政）森正太郎（憲政）

第 2区③西回収三（憲 政） 落長島武右エ門（憲 政）

第 5区②稲垣 示（憲 政） 経坂井敬義（憲 政）

第 4区＠大矢四郎兵衛（憲 政） 落上埜安太郎〔憲 政）

貴族院議員選挙 M 3 3. 6. 2 

③高広次予（憲本旧進歩的 次井上清治（
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第 7回総選挙 M 3 5. 8. 1 0 

市部＠関野善次郎 f憲 本） 落牧野平五郎 f準政友）

③鳥山敬二郊 f政 友） 落安藤謙介 f中 立｝

郡部②大橋十右エ円滑 本｝ 落米沢紋三郎 f政 友｝

②上埜安太郎 f政 友） 落乗杉教存（仏教徒｝

③田村綾昌 f憲 本）

③金問又友エ門店 四 倶）

③大矢四郎兵衛 f憲 本）

第 8回総選挙 M 3 6. ~. 1 

富山市⑪牧野平五郎 f中 立） 落関野善次郎 f憲 本｝

高岡市③安藤謙介 f吏 党） 落筏井甚吉「政 友）

落鳥山敬二郎（政 友）

郡部③米沢紋三郎 f政 友） 落大橋十右エ門（憲 本）

③大矢四郎兵衛（憲 本）

③上埜安太郎（政 友）

③安念次左エ門（憲 本）

⑪田村地昌（憲 本）

貴族院議員補欠選挙 M 3 6. 4. 2 4 

⑪井上清治（婦負郡速呈村｝

第？回総選挙 M 3 Z 3. 1 

市部③関野善次良E f憲 本｝ 落牧野平五郎（中 立｝

③鳥山敬二郎｛政 友｝ 落岩田徳太郎（政 友）

落大橋十右エ門 f憲 本）

落安藤謙介 f吏 党）

郡部⑪米沢紋三がE f政 友） 次泉 関次郎（中 立〕

＠金問又左エ門（憲 本）

③上埜安太郎（政 友）
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③田村惟昌 f憲 本〕

③安念次左エ門（憲 本）

貴族院議員互選 M 3 7. 6. 1 0 

③中国清兵衛（中 立）

貴族院議員互選 M39.11.24 

③浅野長太郎（政 友 派）

第 T G回総選挙 日 4 1. 5. 1 5 

富山市⑪牧野平五郎仲 立） 次岩田大中 f準政友）

高岡市③筏井甚吉 f政 友7 次岡本八平 f憲 本）

郡部＠岡崎佐次郊（憲 本） 次乗杉教存 f仏教派）

＠西能源四郎（憲 本｝

③上埜安太郎（政 友）

＠神保東作（憲 本）

②伊東桔賢（政 却

貴族院議員互選 M 4 4. 6. 1 0 

信）佐藤助九郎（ 2 代 自） 次内山松世

第 1 1 回総選挙 M 4 5. 5. 1 5

富山市⑪岩田大中 f政 ：ぬ 落高見之通 f准政友）

落前田則邦（准国民J

落窪見昌保 f無所属）

高岡市⑨木津太郎平（政 友） 落金部為秋（准国民1

落堀 一作（政 友3

郡部⑪森丘覚平 f国 民｝ 落田中清文 f准国民）

③武部其文（政 友） 落畑 弥右エ門〔無所属）

②上埜安太郎（政 1｣,) 
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⑪広瀬鎮之 f政 友）

⑨野村嘉六 f国 民）

資料 E 富山県多額納税者一覧

明治 2 3 年

国税納税額 叩住 所 職 氏 名
同

I, 9 8 1. 5 9 上新川郡東岩瀬町 商 ，馬 場 道 久

1, 8 5 5. 7 6 下新川郡治町 長 沢 与 一一

1. 4 7 o. 5 5 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎

1, 2 8 6. 7 5 高 間 市 商 菅野 伝右エ門

f, 2 9 1. 3 9 下新川郡入善町 農 米 沢 紋三郎

I, 2 1 3. 8 7 r〆 柄山村 農 長島 武右ヱ門

1, 1 6 0. 2 5 西嬬波郡福岡町 商 i長五 広 次 平

1, 1 5 2. 7 5 東瞬波郡井波町 商 大 谷 彦次郎

1, 0 6 3. 2 3 高 問 市 商 正 キオ 義太郎

f, 1 .4 3, 0 9 婦負郡速星村 長桑 井 上 清 f台

995.09 東踊波郡城端町 商 野 村 理兵衛

953.601 下新川郡表栗村 農 西 国 豊
一

9 4 1. 7 4 7 上新川郡東岩瀬町 商 米 回 元吉郎

9 3 6, 1 9 0 東嬬波郡山野村 長 菊 野 久太郎

8 8 1. 1 0 7 婦負郡鵜坂村 農 同 崎 藤十郎

明治 3 0 年
円

ゑ 4,42.268 上新川郡東岩瀬町 商 ，馬 場 送 久

2,173.859 高 岡 市 商 菅野 伝右エ門

1, 8 3 8. 4 4 0 西稿波郡福岡町 長 局 広 次 平

f, 6 6 1. 9 6 7 婦負郡速星村 長 浅 野 長太郎

1, 5 8 3. 5 3 2 下新 Jll 郡入善町 長 米 沢 紋三郎

1, 5 0 3. 1 7 3 射水郡新湊町 時 ー閉払司 島 間 作

1, 4 8 6. 1 5 0 下新川郡柄山村 長 長島 武右エ門
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1, 4 0 抗日 上新 J 11 郡東岩瀬町 商 米 国 元吉郎

1, 1 4 0. 7 5 0 中新川郡滑川町 商 斉藤 仁左エ門

1, 0 5 4. 2 t 5 婦負郡速星村 農 井 よ 清 治

1, 0 8 6. 9 1 2 ,, 面、塚村 長 内 山 松 世

1, 0 6 z 2 4 6 品 両 市 商 木 津 太 il5 平

1,065.076 ,, 蒔 平 宮E 五兵衛

1, 0 6 3. 7 0 3 東踊波郡山野村 長 菊 野 久太郎

1, 0 6 3. 2 2 2 
,, 井波町 商 大 谷 彦次郎

明治 3 3 年
円

上新川郡東岩瀬町 商 道 久5,251.588 馬 場

3, 1 9 4. 8 4 8 東踊波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎

2. 9 7 5.8 8 5 局 岡 市 商 菅野 伝右エ門

2. 5 7 4, 5 4 0 西瞬波郡福岡町 長 高 広 次 平

2. 2 4 5. 3 9 1 下新川郡入善町 ,, 米 沢 紋三郎

2, 0 1 2. 0 4 4 " 柄山村
,, 長島 武右エ門

1, 8 7 0. 0 9 1 婦負郡速星村 ,, 浅 野 長太郎

1, 8 3 虫 6 8 7 中新川郡滑川町 商 斉藤 仁左エ門

1, 5 9 0. 6 1 2 品 岡 市 ,, 平 官E 五兵衛

1, 4 8 0. 0 2 3 婦負郡速星村 農 井 上 清 治

1, 4 3 3, 6 7 5 " 自塚村 ’〆 内 山 松 世

1, 4 2 3. 5 8 4 高 岡 市 商 正 村 義太兵E

1, 3 9 4. 1 5 7 ,, 
" 木 津 太郎平

1, 3 9 4. 0 3 6 射水郡牧野村 農 岩 脇 孫 j＼、

1. 3 1 3勾 3 9 0 東踊波郡山野村 ,, 菊 野 久太郎

明治 五色 年
円

5, 1 1 9. 5 7 9 上新川郡東岩瀬町 遅浩業 J馬 場 道 久

2.766,773 西嬬波郡福岡町 長 高 広 次 平

2,322.985 婦負郡速星村 ,, 浅 野 長太瓜

2,246.827 下新川郡入善町 ,, 米 沢 紋三必

2,245.204 東瞬波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎

1, 7 1 t 1 4 9 f埼 同 市 商 平 官官 五兵衛

1, 6 4 8. 9 6 4 λγ II 木 津 太郎平
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1, 5 9 !.14 2 2 婦負郡速星村 農 井 上 清 治

4 9 6. 8 0 9 中新川郡滑川町 商 斉藤 仁左エ門

1, 4 1 5. 7 3 8 婦負郡白塚村 農 内 山 松 世

1, 3 6 6. 3 3 6 東踊波郡山野村 ” 菊 野 久太郎

1, 3 5 8. 0 3 1 射水郡牧野村 ,, 老µ玉. 脇 孫 八

1, 2 9 8. 0 8 7 東調波郡油田村 ,, 
桜 井 宗一郎

1, 2 1 4. 5 9 9 下新川郡泊町 II 松 田 春太郎

1. 1 9 3. 1 6 0 を， 若粟村 ,, 西 田 淳 良

明治 3f4 年
4, 5 7 3. 1 8 3 上新 JI I 郡東岩瀬町 商 馬 場 道 ：クk

2.684.106 西踊波郡福岡町 長 局 広 次 平

2,323.386 下新川郡入養町 II 米 沢 紋三郎

2. 2 6 1. 0 0 1 東臨波郡福野町 貸金業 田 中 清 文

2. 1 7 4. 1 1 4 ,, 柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九祁

2, 1 7 o. 2 8 4 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎

1. 7 9 5, 4 0 4 高 岡 市 高 平 書E 五兵衛

1, 7 5 0. 6 7 6 下新川i 郡入善町 長 米 沢 与三次

1, 6 1 9. 1 2 5 中新川郡滑川町 肥料商 斉藤 仁左ヱ門

1. 6 1 4. 4 3 2 婦負郡速星村 長 井 上 清 治

1, 5 2 1. 8 2 7 東聴波郡庄下村 ,, 根 尾 宗田氏E

1, 4 9 8. Q 3 7 " 山野村
,, 菊 野 久 孝

1, 4 3 1, 1 1 6 婦負郡白塚村 ,, 内 山 松 世

1. 4 2 0, 5 7 4 富 山 市 商 中 国 情兵衛

1, 4 1 z 8 3 7 東踊波郡五鹿屋村 重量 岡 本 八 平

明治 3 9 年

ヌ 5 2 3.円6 7 4 上新 JI I 郡東岩瀬町 商 J馬 場 道 久

5, 1 3 z 9 1 3 西描波郡福岡町 長 高 広 次 平

4,683.870 東婿波郡福野町 I/ 田 中 清 文

4, 5 9 3, 0 8 0 下新川郡入善町 " 米 沢 紋三郎

4, 2 5 4, 9 4 1 婦負郡速星村 ,, 浅 野 長太郎

え 877.833 下新川郡入善町 II 米 沢 与三次

3,873.061 中新川郡滑 JI I 町 肥料商 斉藤 仁左エ門
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3, 8 7 2九 7 5 高 岡 市 商 平 官E 五兵衛

3,791.291 東穂波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎

ゑ 4 9 4. 2 0 0 室 山 市 薬種商 中 回 清兵衛

3,144.062 婦負郡速星村 童美 井 上. －，~育 ず台

3,116.448 富 山才市 金貸付業 内 野 信 一
2,923.206 東踊波郡庄下村 長 根 尾 宗四郎

2,921.070 ,, 山野村 I/ 菊 野 久太郎

2,739.280 下新川郡泊町 ,, 阿部 孫右エ門

明治 4 4 年

史 0 4 6円. 1 5 0 東購波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎

7,88Z855 上新 JI l 郡東岩瀬町 商 馬 場 道 久

5,620.845 高 同 市 ,, 菅野’伝右衛門

5,456.595 東覇波郡福野町 最 国 中 清 文

5, 1 2 5. 8 2 0 下新川郡入善町 II フ｜七沢 与三次

4. 7 9 7. 1 9 0 婦負郡速星村 f/ 浅 野 長太郎

4, 57. 矢 6 3 5 東 h湾波郡福岡町 I/ 高 広 次 平

4,156.760 富 山 市 薬種商 中 回 清兵衛

3,766.450 高 岡 市 商 平 吉右 五兵衛

3,473.925 上新川都新圧町 II 金田 又左エ門

3,348.830 婦負郡速昼村 長 井 上♂清 治

2,978.800 上新川郡東岩瀬町 商 畠 山 小兵衛

2,9 36.8 4 0 射水郡守山村 ,, 橘 清治凶

2. 9 3 1. 3 2 5 婦負郡函塚村 長 内 山 松 世

2.880.395 東嬬波郡五鹿屋村 ,, 岡 本 J¥ 平

大正 5 年

1 !, 1 2 3円.2 、1 0 東蝿波郡柳瀬村 商 佐 藤 助九郎

7,046.625 上新川郡東岩瀬町 ,, 馬 場 道 久

5,445.260 東嬬波郡福野町 ：議 田 中 j脊 文

5, 0 1 8. 5' 1 0 西嬬波郡福岡町 ,, 品 広 次 平

4, 6 4 1, 7 4 0 下新 JI l 部入善町 II 米 沢 与三次

4, 5 9 0, 8 8 5 婦負郡速星村 fl 技 野 長太必

4. 3 4 3, 5 0 0 高 同 T合 碕 平 吉E 五兵
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4, 2 6 7.円6 8 5 高 岡 市 商 菅野ー伝右エ門

ゑ 474.730 上新川郡新庄町 ,, 
金問 又左ヱ門

3,232.865 II 東岩瀬町 ,, 
畠 山 小兵衛

3,172.820 富 山 市 ” 中 回 清兵衛

3,040.370 射水郡守山村 ,, 
構 清治郎

2,747.320 婦負郡 G塚村 農 内 山 松 世

2.740.625 高 同 市 商 木 津 太郎平

2,631.175 婦負郡保内村 農 岩 林 梅太郎

大正 7 年

号 6 5 z.1111 3 0 東嘱波郡柳瀬村 農 佐 藤 劫九郎

7,235.870 高 同 市 商 平能 伊右エ門

ム 599.900 下新川郡入善町 農 米 沢 与三次

5,58&200 上新川郡東岩瀬町 商 馬 場 道 久

5,522.820 射水郡守山村 ,,, 橋 清治凶

5,035.950 高 岡 市 II 大 坪 富次郎

4, 8 0 I. 4 0 0 西暢波郡福岡町 農 高 広 次 平

4.<s a 虫 0 1 0 上新川郡東岩瀬町 商 米 国 元吉郎

d: 2 3 I. 9 6 0 東穂波郡福野町 農 回 中 滑 文

4,045.290 高 同域市 商 平 官E 五兵衛

ゑ 885.120 富 山 市 ,, 中 国 清兵衛

3,‘78 3. 4 9 0 ,, ,,
蓮 沼 安太郎

ゑ 742.300 高 岡 市 ,, 菅野 伝右エ門

3,518.110 II 
,, 木 津 太郎平

3,185.450 上新川郡新庄町・ ,, 金問 又左ヱ門

大正 1 4 年

2 5, 5 61:9 2 。 東蝿波郡柳瀕村 農 佐 藤 助九郎

1 ｷ0, 8 2 4. 5 5 0 下新川郡入善町 ー， 米 沢 与三次

9,844.830 上新川郡東岩瀬町 商 米 田 元吉郎

8,738.270 富 山 市 ー， 蓮 詔 安太郎

8,038.140 中新川郡滑川町 請負業 方日 藤 金次郎

8; 4. 3 0. 2 9 0 富 山 市 商 中 田 清兵衛

ム 769.500 西嘱波郡福岡町 農 高 広 次 平

-157 ー！



6, 6 4 /.3a 1 o 上新川郡新庄町 荷 金問 又左エ門

7,580.530 ’E主主a' 山 市
,, 須 回 藤次郎

5, 9 5 6. 5 5 0 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎

6,174.700 射水郡守山村 ,, 橘 清治郎

5, 8 3 4. 9 5 0 東 b虜波郡福野町 II 回 中 濡 文

5, 0 8 虫 8 8 0 上新川郡東岩瀬町 商 畠 山 小兵衛

5,053.580 中新川郡滑 JI ！町 ,, 斉藤 仁友エ門

4, 8 1 4. 9 6 0 高 岡 II 菅野 伝右エ門

5,070.820 富 山 市 太物商 一 井 治 平

4. 6 8 0. 4 7 0 高 岡 市 酒造業 荒 星野 権四郎

4, 5 6 5. 2 3 0 婦負郡速星村 ~主A、 吏 井 上 清 孝

ゑ 752.070 上新川郡東岩瀬町 漁 業 森 正太郎

3,712.760 東踊波郡庄下村 ~、a、! 吏 根 尾 宗四郎

ゑ 220.310 高 同 市 金銭貸付業 片 岡 若太郎

ゑ 176.720 射水郡新湊町 漁 業 八 島 ／＼、 郎

2. 9 9 8. 0 1 0 高 岡 市 会社員 木 津 太ぷE乎

2.995,320 下新川郡道下村 長 谷 欽太郎

2,88.8.980 上新川i 郡新保村
,, 高 主』ι主 郎

2. 8 8 I. 9 1 0 局 岡 市 金銭貸付業 金 回 眉 丈

2. 7 7 矢 2 6 0 中新川郡西水橋町 0 、l 吏 石 金 長四郎

2. 7 0 4. 1 0 0 高 間 市 金銭貸付業 井 上 東 策

2, 6 0 1, 8 6 0 東踊波郡油田村 農 桜 井 宗一郎

2, 5 5 6‘ 2 0 0 下新 JI I 郡石田村 ~、A、. 吏 浜 松 与八民自

2, 5 5 0, 8 2 0 富 山 市 売薬業 長谷川 伊三郎

2. 5 3 9. 5 1 0 射水郡水杉町 醤油醸造業 片 ロ 安太郎

2,488.920 富 山 市 紙麻商 大 場 彦三郎

2,476.540 下新川郡治町 農 草山野孫右エ門

2.308.940 東嘱波郡五鹿屋村 " 間 本 ／＼、 平

2,275.540 上新川郡山室村 ,, 費 堂伝四郎

2. 2 7 5. 0 2 0 下新川郡若栗村 '.i' 2、 吏 西 国 厚 良

2,2 0 呪 6 8 0 氷見郡氷見町 海建物業 堀埜 与右ヱ門

2,186,450 射水郡新湊町 漁 業 袴 信一郎

2,136.230 " 牧野村 長 岩 脇 孫 八

2,05Z530 東磁波郡福野町 酒造業 山 田 正 年
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2. 0 5 2':a 1 0 西踊波郡横生村 農 加賀屋 四 郎

2.057.500 下新川郡魚津町 肥料商 高 野 由次郎

1, 9 6 3. 5 6 0 上新 Jll 郡東岩瀬町 漁 業 梶 栄次郎

1,956.660 中新川郡東水橋町 売薬業 石 黒 七 次

1, 9 3 o. 8 4 0 射水郡海老江村 農 中 西 清 八

1. 9 2 3. 8 0 0 婦負郡鵜坂村 。 岡 崎 佐次郎

1. 9 0 乙 6 9 0 上新川郡奥田村 ,, 竹 島 寛

1, 9 0 0. 0 3 0 下新川郡三日市町 酒造業 中 田 六郎平

1. 8 9 9. 9 6 0 富 山 市 呉服、商 大間知 喜一郎

1.896.6.90 東隅波郡出町 麻布商 神 田 七次郎
, 

1. 8 .9 4. 7. .1 0 射水郡下関村 最 I 、
，．一

南 林、 仁十郎

1, 8 6 6. 1 0 0 高 岡 市 ー呉服商 盤 若 伊 平

1, 8 5 1. 2 7 0 西瞬波郡石動町 米 商 岡 本 吉次郎

1, 8 4 9. 1 7 0 下新川郡入善町 会社員 竹 内 啓
一

1, 7 9 9. 5 4 0 富 山 市 売薬業 藤 井 論
一

1, 7 8 5. 2 4 0 射水郡新湊町 農 官 林 彦九郎

1, 7 7 6. 9 9 0 婦負郡熊野村 ” 舟 木 良 材

1. 7 4 9. 0 3 0 下新川郡村椿村 ” 寺田 孫右エ門

1. 7 2 9. 5 3. 0 富 山 市 質屋業 永 井 庄一郎

l, 7 2 3. 6 2 0 高 岡 市 毛皮商 木 下 市三郎

1. 7 1 1. 6 1 0 射水郡横田村 最 堀 一 作
一

1. 6 6 5. 1 4 0 富 山 市 問屋業 蓮 沼 友次郎

1, 6 6 o. 5 0 0 氷見郡氷見町 輪自醸造業 本 Jll 藤三郎

1, 6 5 5, 3 9 0 射水郡新湊町 運送業 金 木 事 作

1;6 3 6. 5 7 0 高 岡 市 海産物商 荻 布 宗四郎

1. 6 3 0. 7 5 0 庁 薬種商 井 上 ．ノa、- 
1, 6 2 o. 2 0 0 射水郡横田村 ノ品、、 吏 堀 豊

1. 6 1 7. 4 4 0 ,, 大江村 農 竹 内 喜 平

1, 6 1 4. 7 2 0 ,, 伏木町 娼送業 粟田 喜左エ門

1. s s a 1 1 高 岡 市 会社員 藤 平 長 門

1. 5 4 7. 1 6 0 上新川郡豊田村 農 赤祖父 牛 松

1, 5 4 5. 3 7 0 西嘱波郡戸出町 ,, ＝口』 回 仁 平

I. 5 4 4. 5 1 0 高 岡 市 ,, 樋 口 幸 助

1, 5 3 1. 1 7 0 酉嬬波郡高波村 ,, 
江 守 与三平
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1. 4 9 cf.ls 7 o 中新川郡東水橋町 ノ4、2、 吏 小松 武右エ門

1. 4 8 5. 4 9 0 東輯1波郡東般若村 菅 野 祐 次

I. 4 7 Z 9 5 0 射水郡小杉町 ,, 老 田 伊三郎

I, 4 6 a 4 8 0 ,, ,, 長 松 長 茂

I. 4 5 4. 4 0 0 西踊波郡西野尻村 ,, 寝 国 茂 正

I, 4 5 I. 1 9 ｷo 婦負郡熊野村 II 舟 木 定 治

I, 4 2ｷ9.) 4 射水郡海老江村 長 沢．長 I、·~

I, 4 2 Z 3 7 0 婦負郡語、塚村 ,, 内 山 松 世

I, 4 1 I. 5 0 0 中新Ji！郡滑川町 三等郵便局長 鷹 取 政次郎

I, 4 0 7. 8 2 0 射水郡大島村 貿易商 新 井 政次郎

1, 4 0 3. 9 5 0 下新川郡大布施村 最 森 丘 覚 平

1.399.390 上新川郡堀川村 ,, 平 井 嘉 之

I, 3 9 7. 9 0 0 富 ー山 市 金銭貸付業 高 ザF 重一誠

1. 3 7 3, 3 5 0 中新川郡西水橋町 肥料商 藤 木、治郎平

I, 3 6 3. 4 9 0 酉幅波郡松沢村 長 宮 長 成

I. 3 5 4. 5 1 0 氷見郡熊無村 酒造業 片 折 十次郎

I. 3 4 9. 6 8 0 高 問 I/ 谷 長八戸E

I. 3 4 I. 8 6 0 上新川郡熊野村 E忌J主- 安 井 文 雄
、

I. 3 3 7. 9 2 O 高 回 市 ,, 現 幸

l.335,540 下新 J[ i 郡横山村 ,, 広 JI I 間 造

1, 3 3 o. 9 0 0 射水郡小杉町 皆目醸造業 結，城 孫四郎

I. 3 1 4, 9 8 0 氷見郡氷見町 酒造業 湊 嘉平次

1, 2 9 3, 0 0 0 東瞬波郡庄下村 長重 島 田 兵四戸店

I, 2 8 1, 7 5 0 富 山 市 小間物商 太 回， 米太郎

1, 2 4 1. 7 5 0 東嬬波郡太田村 長 安念次郎友エ門

昭和戸 7 年

7.961.iszo 東瞬波郡柳瀬村 会社員 佐 藤 助九郎

6,912,150 中新川郡滑川町 誇負業 方日 藤 金次郎

5, 1 6 9. 3 0 0 富 山 市 薬種商 中 田 清兵衛

4, 7 4 4, 5 6 0 II 無 職 蓮 沼 安太瓜

4,330,100 上新川郡東岩瀬町 肥料商 米 国 元吉郎

3, 9 3 4. 5 3 0. 高’岡 市 毛皮商 木 下 市三郎

ゑ 852,900 II h金銭貸付業 片 間 若太郎
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円
3,.382,590 上新川郡新庄町 薬種商 金岡 文左エ門

3,314.970 富 山 市 砂糖商 須 田 藤次郎

3,218.570 西嘱波郡福岡町 農 高 広 次 平

3,048.110 下新川郡入善町 II 米 沢与三次

2.679,430 婦負郡速星村 ,, 浅 野 武 雄

2,550,780 上新川郡山室村 II 貴 堂 伝四郎

2,393.390 中新川郡滑川町 肥料商 斉藤 仁左エ門

2. 3 1 6‘ 1 5 0 富 山 市 売薬業 藤 井 論
一

2.0ｷ34.960 東嘱波郡庄下村 長 根 尾 宗四郎

I, 8 9 2, 1 3 0 上新川郡東岩瀬町 会社員 畠 山 小兵衛

1~ 8 5. 4. 9 7 0 東嘱波郡福野町 農 回 中 清 文

1. 7 7 1. 2 5 0 中新川郡西水橋町 肥料商 石 金 長四郎

1, 6 8 4. 8 7 0 高 同 F信 会社員 菅野 伝右エ門

1.659.460 東構波郡山野村 。 菊 野 久太郎

1. 6 4 8, 6 2 0 上新 Jll 郡新保村 農 高 堂 亮 吉

1, 5 3 3、 9 5 0 射水郡守山村 会社員 橘 林太郎

1, 4 3 0. 4 1 0 上新川郡東岩瀬町 漁 菜 宮 域 彦次郎

1. 3 9 6. 3 2 0 高 間 市 長 堀 一 作
一

I, 3 8 3. 5 5 0 JP. 議波郡井波町 建築請負業 松 井 角 平

1, 3 5 1. 3 2 0 ,, 庄下村 ／ふ、2、、 吏 島 田 兵四郎

1. 3 1 a 1 1 o ,, 油田村 長 桜 井 宗一誠

1, 2 7 7. 6 1 0 下新川郡生地町 公 吏 漆 間 唯 一

'ｷ 2 5 0, 0 0 0 I寄 岡 市 長 金 国 居 丈

1. 1 7 9. 9 4 0 富 山 市 f由 商 石 黒 岩太郎

1.151,950 東璃波郡福野町 酒醸造業 山 田正 年

1, 1 4 7. 0 2 0 高 同 市 会社員 木 津 太郎乎

I. 1. 4 4. 8 9 0 下新川郡道下町 II 谷 鉄太郎

1, 0 8 6, 5 3 0 ’r 魚海町 肥料，商 高 野 由次郎

1, 0 7 5. 4 9 0 よ新川郡奥田村 公 吏 竹 島 寛

1, 0 7 4. 1 9 0 下新川郡石田村 II 浜 松 与八郎

1, 0 7 3. 6 9 0 II 泊町 農 草野 孫右エ門

1. 0 5 4. 2 0 0 東嘱波郡出町 織物商 神 田 七次郎

1, 0 5 3. 2 4 0 II 五鹿屋村 農 問 本 八 平

1, 0 4 8, 3 0 0 富 山 市 織物商 大間知 喜一郎
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1, 0 3 f.l7 9 0 下新川郡入善町 請負業 米 沢 助五郎

1, 0 2. 3. 2 3 0 東璃波郡井波町 蚕種製造業 藤 沢 五三郎

1. 0 0 o. 0 3 0 宮 山 市 紙 商 大 場 彦三郎

9 9 3. 1 .4 0 射水郡作道村 長 本 林 均

970.240 下新川郡若栗村 公 吏 西 回 厚 良

963.180 2言’山 市 薬品商 並 木 清一七

958.070 西堀波郡埴生村 長 加賀屋 四 BJ3 

9 5 [L9 7 O 東櫨波郡出町 会社員 神沢 新右エ門

946.830 射水郡小杉町 醤油髄造業 片 口 安太郎

939.420 高 岡 市 雑貨商 野村 太三次郎

930.790 富 山 市 砂糖商 堀 主主 七

927.280 ,, 貸家業 蓮 沼 友次郎

918.970 ,, 売薬業 志 甫 常次郎

916.220 氷見郡氷見町 醤油醸造業 本 J 11 藤三郎

913.040 室 山 市 薬種商 松 井 伊兵衛

9 1 1. 4 6 0 下新川郡村椿村 0 2、 吏 寺田 孫右エ門

903.030 富 山 市 金銭貸付業 高 移F 重ーがB

9 0 0. 9 9 0 ,, 金物商 金 間 忠 f台

887.270 中新川郡舟橋村 長 野村 長右エ門

8 8 4. 3 9 0 ,, 東水橋町 売薬業 石 黒 七 次

8 8 2. 7 2 0 射水郡 &I:老江村 員 q:i 西 清 j¥ 

870.950 高 岡 市 ,, 樋 口 平 助

870.820 I/ を， 堀 豊

844.720 西踊波郡石動町 会社員 岡 本 吉次郎

835.260 東嬬波郡城端町 料理店莱 黒 JI I 由次郎

829.750 下新川郡泊町 三等郵便局長 中 J 11 寛 《f日Lロ‘ 

823.960 上新川郡東岩瀬町 会社員 森 正太郎

807.630 高 同 市 最 南 林 仁十郎

7 9 空~ 1 0 0 婦負郡鵜坂村 市 岡 崎 佐次 fl[)

7 9 1. 9 1 0 東磁波郡太田村 ,, 安念次長店主五エ門

7 9 1, 3 9 0 西鍋波郡福岡町 三等郵便局長 上野 兵左エ門

781.880 上新川郡堀川l 町 売薬主主 細 野 定次郎

781.570 局 同 市 員 堺 幸 一

777.720 中新川郡滑川町 三等郵鹿局長 瞬 取 嘉三長6
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74!.¥10 射水郡作道村 農 荒 木 泰

746,880 富 山 市 料理店業 八 木 宗太郎

7 3 2‘ 8 3 0 ,, 金銭貸付業 永 井 庄一郎

730,660 ,, 小間物商 太 回 米太郎

712.270 西璃波郡石動町 酒造業 高 国 清太郎

705.870 氷見郡氷見町 ,, 湊 嘉平次

705.390 東踊波郡東般若村 ふF、入• 吏 菅 野 結 次

702.900 中新川郡東水橋町 ,, 小松 武右エ門

6 9 4. 8 1 0 射水郡大江村 農 竹 内 喜 平

694.540 富 山 市 売薬業 阿 部 初太郎
、足

る 93.600 射水郡海老江村 長 長 沢 長 造

685.170 高 岡 市 会社員 藤 平 長 門

682.640 婦負郡熊野村 長ー 舟 木 定 治

ι7 7. も守、 射水郡小杉町 輸密醸造業 結 城 孫四郎

676.840 Eさ 山 市 呉服商 2ロI= 崎 正太郎

6 7 4. 0 6 0 ,, 金銭貸付業 奥 野 徳、 平

657,410 東踊波郡北般若村 最 大 井 長 平

655.150 上新 JI I 郡新保村 ,, 津 野 幸 作

6 5 4. 3 6 0 婦負郡神明村 ,, 若 林 松太郎

653.300 西踊波誠福光町 呉服商 ＝口I= 江 v 作太郎

6 5 1, 9 4 0 射水郡小杉町 I/ 老 国 伊三郎

6 4 呪 8 9 0 氷見郡熊無村 酒造業 片 折 十次郎

6 4 ゑ 0 3 0 下新川郡横山村 葺主 広 Jll 碍 1、＂i'!

646.290 中新川郡音杉村 絹練物製造業 細 Jll 正太郎

641.840 東閥波郡井波町 金銭貸付業 大 谷 秀日

資料 E

大正 1 3年調査、富山県の 5 0町歩以上貸付耕地所有者氏名

呉西地方

金 自 思 丈 （商） 局 岡 市 7 5 町

菅野 伝右ヱ門 （商） 高 間 市 1 6 8 町

高 広 次 平 （砲） 西瞬波郡福岡町 1 6 5 町
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橘 清治郎 f銀行業） 高 間 市 1 5 0 町

木 τ津太郎平 f 商） 高 問 市 1 4 9 町

国 中 清 文 f 無｝ 東璃波郡福野町 1 '4 2 町

佐 藤 助九郎 （請負業） 東踊波郡柳瀬村 f 3 9 町

菊 野 .s‘ み f 無】 東嬬波郡山野村 1 0 5 町

根 尾 宗四郎 （銀行業） 東嘱波郡庄下村 1 0 2 町

坂 国 秋田生 f 長） 西璃渡郡埴生村 8 5 町

桜 井 宗一郎 f 無｝ 東輔波郡池田村 7 2 町

南 慎一郎 f弁護士｝ 高 岡 市 6 9 町

荒 野 権四郎 （酒造】 高 岡 市 6 5 町

南 林 仁十郎 f 食 高 岡 市 6 1 町

加賀谷 四 ιm f 農） 西璃波郡糧生村 6 0 町

岡 本 八 平 （無｝ 東嘱波郡五1鹿屋村 5 9 町

片ロ 安太郎 f醸造業） 射水郡小杉町 5 9 町

中西 清 八 f 最） 射水郡海老江村 5 8 町

吉 国 仁 平 f会社員｝ 西隅波郡戸出町 5 5 町

江 守 与三平 （農｝ 西購波郡高波村 5 4 恒了

岩 脇 孫 八 f銀行業） .~ 同 市 5 4 町

安逸次郎五エ門 （無） 東隅波郡太田村 5 2 町

今．井兼 －口...... ｛長 高 岡 市 5 2 町

本林 均 （無 射水郡作道村 5 1 回了

呉東地方

米沢 与三次 f 無） 下新川郡入善町 4 1 6 町

米 国•，·元吉郎 f 商｝ 富 山 市 2 5 2 町

馬 場 正 治 （無 富 山 市 2 0 7 町

竹内弥三右エ門 （無〉 下新JI! 郡入善町 2 0 6 町

内 野 信 一 f会社員） 富 山 市 1 6 6 町

畠 山 小兵衛 （会社員｝ 富 山 市 1 4 5 町

浅 野 長太郎 （農｝ 婦負郡婦中町 1 4. 2 町

斉藤 主主左エ門 f 商） 中新川郡滑川町 1 3 9 町

蓮 沼 安太郎 f 商） 富 山 市 1 3 0 町

宮 城 彦次郎 f会社員） 富 山 市 1 2 5 町

井 上 清 孝 f 長） 婦負郡婦中町 1 1 4 町

-164 -



浜 松 与三嗣 （無 3 下新 Jlf 郡桜井町 1 0 0 町

浜 松 与八郎 （公吏） 下新 JI I 郡桜井町 9 0 町

金岡 又左エ門 （薬種業） 富 山 市 8 8 町

谷 欽太郎 （最） 下新川郡道下村 8 3 町

竹 内 啓 一一 f銀行業） 下新川郡入善町 8 1 町

高 堂 一一一 - 
郎 f 袋、） 上新 JI｛都新保村 7 8 町

池 回 定 知 〔良） 下新川郡桜井町 7 6 町

西 回 厚 良 （公吏） 下新川郡桜井町 7 4 町

草野 孫右ヱ門 （農｝ 下新川郡泊町 7 2 町

高 野 由次郎 f 商） 下新川郡魚津町 6 9 lllJ 

広 JI I 周 造 （良｝ 下新川郡横山村＼ 6 9 町

寺 回 孫初郎 （最） 下新川郡桜井町 6 6 町

金 山 従 革 （長） 中新川都立山村 6 6 町

石 黒 七 次 （商） 中新 J fl 郡水橋町 6 4 町

岡 崎 佐次郎 （農｝ 婦負郡婦中町 6 0 町

舟 木 良 材 （農 婦負郡熊野村 6 0 町

舟木 定 治 （農 婦負郡熊野村 6 0 町

石 金 長四郎 （商） 中新川郡水橋町 5 9 町

竹 島 寛 （議） 富 山 市 5 6 町

谷 竜 蔵 （医業） 下新川郡横山村 5 5 町

森 丘 覚 平｝ （農） 下新川郡桜井町 5 6 回丁

鬼 原 秋 義 （農） 下新川郡新屋村 5 3 町

中 JI I 寛 治 （会社員） 下新川部泊町 5 1 町

若 林 為太郎 （農 婦負郡音川村 5 1 町

小松 武右ヱ門 （商） 中新川郡水橋町 5 1 町

資料百

金岡又左エ門年譜 （『金岡又左エ門翁』より）

元治元年 1 月 2 2 日 上新川郡新庄町に誕生

明治 2 0年 ( 2 4 才｝ ？月 上新川郡徴兵参事員に当選

2 3年 ( 2 7 才｝ 5 月 上新川郡新庄町会議員に当選

8 月 上新川郡婦負郡組合会議員に当選

1 2 月 平民新開発刊発起者の一人となる

,, 2 5年 ( 2 9 才） 7 月 富山県会議員に当選
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1 t月 28 日より 2 日聞にわたり富山通常県会において選挙干渉の非を

論難

明治 2 6 年 ( 3 0 才） 3 Jl 1 5 日 北陸民報を発刊

庁 2. 7 年 ( 3 1 才） 7 月 富山県会議長に当選

？月 衆議院議員に当選 （明治 3 0 年 7 月解散まで在職）

,, 28 年 [ 3 2 才） 2 月 飛越能鉄道会社創立委員として奔走

,, 2 9 年 ( 3 3 才） 2 月 5日 北信鉄道会社創立発起人総代として馬場道久等と賛成を

県下有力者に求む。

5月 2 9 日 第 7 回帝国議会召集の隣青励につき銀盃一組拝受

7 月 7 日 常願寺川出水、左岸安政山上滝前、馬瀬口前堤防及び庄

JI！二塚前堤防欠壊、同志と治水同盟会を組

7 月 2 1 日 富山電燈株式会社設立願書提出
1 0 月 関野善次郎、堀ニ作等と連署して水害復旧費起債諮問

案賛成方を宮山県会に要請

1 2 月 水害費国庫補助の件につき樺山内相に陳情

II 3 0 年 ( 3 4 才） 1 f 月 2 3 日 富山電燈株式会社創立総会を千歳館に関心社長に就缶

II 3 1 年 ( 3 5 才） 2 月 2 5 日 農商務大臣より富山電燈株式会社設立許可

7 月 1 1 日 内山松世、上埜安太郎、佐々木乎衛等と共に政社、憲政

党富山支部払後屈を提出。同 1 1 月 5 日解散

8 月 衆議院議員に当選 ( 3 5年 8 月任期満了まで在職）

9 月 売薬増税反対運動のためよ京

1 2 月 8 臼 衆議院本会議において松方蔵相に対し財政方針に萌し、

大質問をなす。

庁 3 2 年 ( 3 6 才｝ 4 月 2 5 日 富山電燈株式会社開業式を八清楼に挙げる。

8 月 .1 1 日 富山市大火、富山電燈株式会社本社建物及び諸設備焼失

1 0 月 同志、浜口吉右エ門、石原半右エ門らと政費節書記案を立

τコa 世に‘三エ門組という。

。 3 3年 (37 才） 4 月， 上新川郡、重量会長に就任。

4 月 1 4 日 富山電燈株式会社資本金 1 0万円を 6 万円に減資

5 月 上新川郡教育会長に就任

,,’ 3 4 年 (38 才） 2 月 1 5 日 金岡等 3 4 名憲政本堤を脱して三四倶楽部を組織

2 月 2 6 臼 内山松世と遂署して脱党理由を富山日報に公表

5 月 t t 日 上新川倶諜部発会式を富山ホテJレPに挙ぐ。部長に推さる

II 3 5 年 ( 3 9 才） 8 月 衆議院議員に当選 （同 1 2 月解散まで在職）
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明治 3 6年 ( 4 0 才）

II 3 7 年 （4 1 才）

II 3 8年（4 2 才｝

II 3 9年（ 4 3 才）

グ 4 0年（4 4 才）

II 4 1 年 （ 4 5 才）

1 月 1 6 日 内山松世と共に憲政本党に復党

5月 富山日報社長に就任。

7 月 2DB 富山電燈株式会社資本金 4万円を？万円に増資

？月 25 日 県会議員改選に上新川倶楽部推せんの候補 2名とも当選

5月

5月

t 月

衆議院議員にさ当選 （4 1&j三 5月任英輔了まで在職）

戦地視察のため渡満、帰途朝鮮をへて 6 月 2 3 日帰朝

株式会社第 4 7銀行監査役に当選、以后重任して没年に

及ぶ。

2月 上新川郡般抑制作地地租免除に尽力

t 月 1 6 日 富山電燈株式会社資本金？万円を 6 0万円に増加し、社

名を富山電気株式会社と改粉苛決定

？月 2 5 日 県会議員改選に上新川倶楽部推選の候補 2名とも当選

5月 1 2 日 富山地方森林会員を命ぜられ、以后ひきつづき没年に及

ぷ。

II 4 3年 ( 4 7 才｝ 1 2 月 2 8 日 富山電気株式会社資本金 6 0万円を 1 2 0 万円に増加決

定

II 4 4 年 ( 4 8 才｝ 1 月 7 日 富山電気株式会社庵谷第一発電所工事落成

大正 2年 ( 5 0 才｝

’r 5年（5 1 才）

II 4年 （ 5 2 才）

？月 2 5 日 県会議長選挙に上新川倶楽部推せん候補2名とも当選

2月 相続税審査委員を命ぜらる、ひきつづき没年に及ぶ。

5 月 富山電気軌道株式会社社長に就任

8 月 富山電気株式会社兼業として瓦斯事業開始

1 1 月 ？日 富山電気軌道株式会社工事落成祝賀会を富山ホテルに開

〈。同月同日社長辞任

8 月 1 4 日 常願寺） fl 、神通川！大出水。庵谷発電所用水路閉議。発電

不能になる。

？月 2 2 日 庵谷発電用水路復旧

4 月 1 2 日 常願寺川朝日前堤防再度の欠壊

6 月 4 日 常願寺川朝日前本工事再興

7 月 2 2 B II 伊 堤防本工事落成

？月 集会議員改選に上新川！倶楽部推せんの候補 2名とも当選

1 0 月 2 3 日 富山区裁判所より選挙法違反事件にて金問ら 1 8 名、罰

金の略式命令を達せられる。

1 1 月 8 日 選挙法遂反事件正式裁判の結果、富山区裁判所より体刑

（執行錯予｝を言渡される。 （他 1 7 名は略式命令通り罰
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金刑）

1 2 月 2 5 日金岡ら 1 8 名の被告事件控訴裁戦｝の結果、全員無罪とな

る。

大正 5年 ( 5 3 才） 1 2 月 2 6 日 富山電気株式会社資本金 1 2 0 万円を 3 0 0 万円に増加

決定
,, 6 年 ( 5 4 才） 4 月 第一ラミー紡績株式会社取締役に就任

？月 庄川水力篭気抹式会社監室主役に就任
を， 8 年 ( 5 6 才） ？月 1 0 日 庄川水力電気株式会社監査役に就任

？月 2 5 日 泉会議員改選に上新川倶楽部推ぜんの候補 2名中 t 名当

選

1 0 月 新家自転車製造株式会社取締役に就任．以后没年に及ぶ。

1 2 月 2 5 日 富山電気株式会社資本金 3 0 0 万円を 6 0 0 万円に増加

決定

,, ？年 ( 5 7 才） 1 月 1 2 日 上新川倶楽部の組織を改め、部長制を総務制とじて顧問

に推さるa

,, 1 t 年 （5 9 才） 1 t 月 f t 日 常願寺川治水同盟会を組激し、会長に推さる。

,, 1 2年 （6 0 才） 1 月 富山県教育会名誉会員に推挙せらる。

9 月 第｝ヲミ・嚇績株式会社社長に就任

1 0 月 富山県電気協会会長に推さるの

1 3年 ( 6 1 才） 1 2 月 2 5 日 富山電気株式会社資本金 6 0 0 万円を 1 2 0 0 万円に増

加決定

1 5年 ( 6 3 才） 2月 2 0 日 富山電気株式会社氷見電気株式会社を合併し資本金を

昭和 2年 ( 6 4 才）

,, 五年 ( 6 5 才）

u 4年（6 6 才）

1. 2 8 0万円に増加決定

5 月 9 日 常願寺Jll治水同盟会にて砂防事業菌営祝賀会を開（＂
8 月 5 日 富山電気株式会社、能登電気株式会社を合併し資本金を

1. 5 9 5万円に増加決定

？月 株式会社富山日報社長に就任

8 月 1 2 日 富山電気株式会社、中越水電株式会社を合併し、資本金

を 2, 1 3 5万円に増加決定

？月 2 5 日 県会議員半数改選に上新Jll倶楽部推せんの候補 2名中 t
名当選

8 月 1 7 日

1 2月 2 6 日

1 2 月

1 月

6 月 1 0 日

国際製薬株式会社社長に就任

富山電気株式会社、石川県小松電気株式会社を買収

富山電気株式会社を日本海電気株式会社と改称

小松電気株式会社社長に就任

苑ーら－




